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　登場人物紹介




アリシア・ライセン

通称『死神姫』。金で買われた花嫁。




カシュヴァーン・ライセン

『アズベルグの暴君』と悪名高い成り上がり貴族。




ノーラ・テルペス

ライセン家メイド兼カシュヴァーンの愛人（？）。




トレイス

カシュヴァーンの幼馴染兼執事。




ルアーク

ライセン家に出入り自由の元（？）暗殺少年。




セイグラム

ティルナードの教育係兼執事。




ティルナード・レイデン

名家・レイデン家当主の少年。













　序章







　潮を含んだ強い風が、海を睥へい睨げいして立つ少女の淡あわい色の髪を、背負った巨大な翼を揺らす。

　ただでさえ、切り立った崖がけの先端という危なっかしい場所だ。強い風が吹くと、白い法ほう衣えは風をはらんでふくらみ、偽にせ物ものの翼の骨組みが軋きしんだ悲鳴を上げる。瘦やせた体が風圧で時折ふらつく様は、なまじ美しい少女であるだけに物悲しい。

　だが少女はこの場を離れようとしない。彼女の背後にたたずむ法衣姿の二人組も、同じ風に吹かれながらそこを動かない。

「国王、及びスタンバールの一族に、おかしな動きがあるようです」

　海を見つめる少女の背に淡たん々たんと報告しているのは、白はく髪はつを長く伸ばした老女だ。深いしわが刻きざみ込まれたその顔は常に超ちよう然ぜんとしており、風に乱れる髪を払いのけもしない様は一種、神性を帯びてすらいる。

〈翼の祈り〉教団第二階かい梯ていの高位にある聖職者にして、教団を二分する勢力である急進派の最先せん鋒ぽうソルラスカ。極端にまばたきの少ない、薄い青の瞳ひとみから放はなたれる鋭い眼光を浴びたなら、気の弱い者はたちまちすくみ上がってしまうだろう。

「お耳に入っていないはずはないとは思いますが、今一度重ねて申し上げます。ユーラン・スタンバールは確かに敬けい虔けんな信者ではあるでしょう。しかしあの男は、シルディーン王家の犬の一族の出。万が一第一階梯にまで上のぼり詰めるようなことがあれば、シルディーン国王の思うつぼです」

　第一階梯にまで上り詰める。

　それが意味するのはつまり、〈翼の祈り〉教団の最高指導者となること。

「……つまり、私と結婚するということ」

　翼を背負った少女が小さくそう口にした時、一瞬ソルラスカの台詞せりふが途切れた。

　しかし老女は表情を変えることなく、うるさい風の音の中でも奇妙にとおる声で、淡々と話し続ける。

「シルディーン国内にはいまだ下げ克こく上じようの火ひ種だねがくすぶり、表面上の平和の下で各地の領主どもが醜みにくく争っています。王家は彼らを取りまとめ、絶対王政を実現させることを口実に、〈翼の祈り〉教団をも併あわせて手中に収めるつもりなのです」

　少女が口にした先ほどの言葉は風にさらわれ、聞こえなかったというのだろうか。

　いやそもそも、この女は私の言葉に耳を傾けるつもりなどないのだと、少女は乾いた感想を抱いだいた。

　いつものことだ。けれど今は少しだけ、意地の悪い気持ちになった。

「ソルラスカ。お前は、誰に向かって話をしているのだ？」

　だから、なおも続けようとするソルラスカの言葉をさえぎり、振り返って問いかけてみる。

「……あなたに」

「私にか。私は誰だ？」

「……アーシェル、様です」

　ほんの少しだけソルラスカは言いよどんだ。

「そうだ。私が聖女アーシェルであり、お前はもうアーシェルではない。そのことをお前は時々忘れているように思える。もう一度聞こう。私は誰だ？」

「アーシェル様です」

　瞳を囲んだしわが一瞬深くなった。だが今度はソルラスカは、ためらわず名を呼んだ。

　そしてまた、今のやり取りなど何もなかったかのように、淡々と述べ始めた。

「その点このナディールは、爵しやく位いこそ持ってはいましたが王家とは特に関係がありません。何より〈翼の祈り〉を信じぬ愚おろか者どもを、徹底的に排除する強い意志を持っている」

「ええ。我らが神と我らが聖女様のため、このナディールめは一生を捧ささげる覚悟でございます」

　空そら々ぞらしい紹介に合わせてそつなく一礼したのは、ソルラスカの一歩後ろに控ひかえていた長い緋ひ色いろの髪の若者だ。貴婦人さながらの薄うす化げ粧しようを施ほどこし、垂たれ眼めの目め尻じりをさらに下げて優ゆう雅がに微笑ほほえむ様には、聖職者とは思えぬ艶つやがある。

　ソルラスカとは対照的に、常に人を逸そらさぬ笑みを絶やさぬ美青年。ナディールと呼ばれたこの男もまた、第二階梯の高位にあり、急進派を代表するひとり。

　穏おん健けん派の代表格であるユーラン同様、当代アーシェルの花はな婿むこ候補と目もくされている男でもある。

「……確かにユーランは宰さい相しよう一族の出身だ。だがあいつの父親は幼い頃にユーランを教団に入れたきり、会ったこともないはず。そもそも教団入りする際は家か名めいを捨てるのが習いであるし、ユーラン自身一度も家の力を頼ったことはない。それに、あいつの信仰には見所がある」

　媚こびを含んだナディールの笑みから眼を逸らし、つぶやくアーシェルにソルラスカの瞳が鋭くなった。

「恐れながら、アーシェル様のユーランへの処しよ遇ぐうは甘すぎます。カシュヴァーン・ライセンの始末に失敗し、あまつさえあの男にレイデン地方の実権を握にぎらせてしまうていたらく。優秀な元〈翼の護り〉まで、奪われてしまったというではありませんか。本来ならその崖から落としてしかるべきところを、第二階梯にまで引き上げてやるなど」

「まあまあお二人とも、どうかそのような怖こわい顔をなさらずに。美女は睨にらみ合う姿も絵にはなりますが、どうせなら麗うるわしく微笑んでいてほしいものです」

　当代聖女と先々代聖女。顔を合わせればいつもこの調子の二人の空気を和やわらげようと、ナディールが口にした戯ざれ言ごとにアーシェルは静かに応じた。

「そうだな、ナディール。お前の寝しん所じよに夜よ毎ごとやって来る信者たちは、いつもお前を見て蕩とろけそうな顔で笑っている」

「ええ、彼女たちの信仰は実に素晴らしい。願わくばシルディーンのみならず、すべての国の民たみがそうあってほしいものです。もちろん老ろう若にやく男なん女によ問わず」

　わざわざ「彼女たち」という単語を選んで答えたナディールは、無言のアーシェルにてらいなく微笑みかけた。

「ところで、アーシェル様。あなたがそうやってユーランの肩を持つのは、私と結婚するのがお嫌だからというわけではありませんよね？」

「……そういうわけではない」

「さようですか。いえ、それなら別によろしいのです。あなたがアーシェルの座を降りられるまで、あと一年あまり時間はあります。花婿はゆっくりと選んでいただいて結構ですよ。しかし次代の聖女候補はすでに出揃そろっている状況ですし、教育は早いに越したことはない。何があるか分かりませんし、ねえ？」

　同意を求められたソルラスカは「あまりゆっくりされては困ります」と言い放ち、ナディールを苦笑させた。

「とにかく神のため、この世界のために、あなたが正しき決断をされることを我々は期待しております。──ところで風も強うございますので、私どもはそろそろ大聖堂へ戻りますが」

「私はまだ戻らない」

　続く言葉を先読みして拒否したアーシェルにもう一度苦笑したナディールは、先にさっさと歩き出したソルラスカを追って場を辞じした。

　風の中にひとり残されたアーシェルは、再び崖向こうへと向き直った。

「正しき世を導く私たちが、勢力争いに奔ほん走そうしていてどうするのか……」

　瞳を閉じ、苦しげに眉まゆ根ねを寄せてひとりごちてから、そんな己おのれを律するように海と空を睨む。

「……私は聖女アーシェル。人々の導き手に、迷いは赦ゆるされない……」








　第一章　贅沢は敵







　シルディーン王国北の辺へん境きよう、アズベルグ地方。

　短い夏も終わりに近いこの地は、一年をとおして肌寒く、起き伏ふくの激しい瘦やせた土地だ。貧まずしい暮らしの中では人はすがる者を求めてしまうのか、下げ克こく上じようの流行を経て近年めっきり求心力を失っている国教〈翼の祈り〉教にいまだ深く傾けい倒とうしている者も多い。

　そんな彼らを嘲あざ笑わらうがごとくこの地に君くん臨りんするのは、悪あく名みよう高い「アズベルグの暴君」カシュヴァーン・ライセン。メイドの血を引く成り上がりのくせに、「死神姫」を妻に得てますます増長していると、アズベルグ地方に住まう貴族たちは事あるごとに嘆なげいている。

「〈強〉公爵などというふざけた地位は子には継つげないとの話でしたが、分かりませんぞ。あの図ずう々ずうしい男のことだ。オーデル侯爵がどうにかして下さると思っていたのに、近頃ではあちらから頻ひん繁ぱんに使者が来ているとか」

「オーデル侯爵は降嫁した王女を妻とし、次代の国王との噂うわさもある御お方かた。ライセンの奴やつ、うまくあの方に取り入ったのでは……」

　実情を知らない貴族たちは、あくまで真ま面じ目めに危き惧ぐしているのだ。だがアズベルグ地方でもさらに北の辺境、暗い森の最奥にある領主の館やかたの中では、彼らの心配とはほど遠い光景が展開されていた。

「今です、アリシア様」

　合あい図ずの声にこっくりうなずくのは、先の夫を殺害したとの黒い噂がある「死神姫」アリシア・ライセン。物ぶつ騒そうなあだ名とは裏腹に、ごく平凡な容姿の眼め鏡がねの少女は、薄暗い室内にそろりと足を踏み入れた。

　古くは「ハルバーストの薔ば薇ら屋敷」と呼ばれ、翼持つ怪物の像だらけ、壁も家具も漆しつ黒こくか深しん紅くという不ぶ気き味みな館の中で唯一、つまらないぐらい普通の部屋。奥にあるこれまた素そっ気けない作りの文ふ机づくえでは、真っ黒の衣装に身を包んだ男が座ったまま眉み間けんにしわを寄せて眠っている。

　連日の仕事で疲れているのだろう。マントは外はずしているが、衣装は昼間のまま。何かの書面に眼を通しながら寝入ってしまったらしく、文机の上には様々な筆ひつ致ちの書面が散乱している。

「カシュヴァーン様……」

　屋敷の主あるじであり、ここアズベルグ地方の領りよう主しゆであり、自分の夫でもある男の名前をそっと呼んでみるが、一向に起きる気配はない。普段はやたらと勘かんがいいのだが、疲れているのと自室ということで油断しているのだろう。

　そこでアリシアはカシュヴァーンのすぐ側そばまで近づいて、持っている紙に懸けん命めいに眼を凝こらした。

　ある程度内容を覚えてはいるのだが、眼鏡をかけてなお怪あやしい視力しかない彼女には、窓が閉ざされた室内で小さな文字を読み取るのが難しいのだ。見るからに高価そうな、精せい緻ちな花の文もん様ようの透すかしも可読性を阻そ害がいしている。

「もったいないわねえ。これぐらいの分量なら、大きめの葉っぱに書いてもらってもいいのに。前のお手紙の裏に書いていただいてもいいんだけれど」

　没ぼつ落らくした名家フェイトリンにて生まれ育ち、ライセンの家に嫁とついだのも後こう見けん人にんに売り飛ばされたため、というアリシアだ。毎度の貧びん乏ぼう根性を発揮しながら、もう一度手順を確認した。

「ええと……『あなた、起きて下さいませ』ね」

　できるだけ色っぽく、という注釈に従おうと、アリシアは気持ち胸を寄せるような動作をしてみた。残念ながら小柄でやせっぽちの彼女には、寄せるべき肉は胸部周りについていないのだが。

「あなた、起きて下さいませ……」

　カシュヴァーンの答えは、獣けものが威い嚇かくしているような低いうなり声だった。悪夢を見ているのか、あるいは嫌な予感を感じて無意識に警戒しているのか。

「あなた……起きて下さいませ……二回繰り返しても起きない時は……ええと、『うふふ、仕方のない方、ではこうしたら起きるかしら……？』に進むのね……」

　カシュヴァーンの反応いかんによって、ていねいに手順が分かれていく書面を頼りに、アリシアはちょいと彼の頰ほおをつついた。カシュヴァーンは眉間のしわを一瞬深くしたが、まだ目覚めることなくされるがままだ。

「うふふ、こうしたら起きるかしら……？」

　棒読みの朗ろう読どくを続けながら、肘ひじ掛かけに置かれたカシュヴァーンの腕うでに手を置き、背伸びをする。

「まぶたと、頰と……」

　ちょん、ちょんと、餌えさをねだるひな鳥のようなしぐさで、アリシアはカシュヴァーンのまぶたと頰に口づけをした。

　そうしていると、なぜだろう。

　カシュヴァーンは寝入ったまま反応しないのに、アリシアのほうは次第に呼吸が速くなり、頰が薔薇色を帯び始めた。嫁いでしばらくしてから感じ始めた「おなかが痛い」感覚が……正確には腹よりもう少し上の部分の奥がきゅんとうずくような感覚が、知らず声を震ふるわせる。

「それからええと……耳……？」

　短い黒髪から覗のぞくカシュヴァーンの耳に、アリシアはどきどきしながら唇くちびるを寄せた。耳たぶにちょん、と唇を当てると、カシュヴァーンが小さく身じろぐ。

　これで起きてくれるかと期待したが、よほど疲れているらしい。カシュヴァーンはまた眠りの中に戻ってしまった。

「カシュヴァーン様……まだ起きて下さらないの……？」

　切なそうにつぶやく声には、未熟ではあるが作り物ではない色香が漂ただよっている。

「それでは、ええと……、口、に……」

　カシュヴァーンの頰に手を添え、そろそろと距離を詰めていく。

　薄く開いた唇から漏もれる吐と息いきが、まつげをくすぐるのが気恥ずかしい。だがこれ以上の手順は教えられていないことだしと、思いきって顔を近づけて……

「うわっ！」

　肩を摑つかまれ、思いきり引き剝はがされた。

「なん、なんだ、アリシアっ……？」

「あら、起きて下さったのね、よかったわ。おはようございます、カシュヴァーン様」

　寝ぼけ半分、驚きよう愕がく半分のカシュヴァーンに向かって、アリシアは和なごやかに微笑んだ。







「また元王女殿下の入れ知恵か」

　簡単に身み繕づくろいを終えたカシュヴァーンは、アリシアが手にしていた書面を見てうんざりした顔になった。

　黒髪に黒い瞳、がっしりとした長身を黒ずくめの衣装で包んだ彼は、対外的には「アズベルグの暴君」として畏おそれられている。

　貴族らしい優ゆう雅がさに欠け、実年齢よりかなり年上に見える容姿もその一因ではあろう。とはいえ統とう治ちの仕方が強ごう引いんであることは事実で、特に父親が領主だった時代に我が物顔に振る舞っていた貴族連中には容よう赦しやがない。

　だがそんなカシュヴァーンにも、苦手な相手というのはいるものだ。そのひとりがシルディーン王国の元王女であり、現在はジスカルド・オーデル侯爵のもとに降嫁したエルティーナ・オーデルである。

「オーデル侯爵閣下も内心よく思ってはいないだろうにな。まあ俺としては、あの王子様が何も言えないでいるところを想像すると多少気分はいいが」

　すっかりアリシアの文通仲間になったエルティーナは、頻繁に手紙を送ってきては、アリシアにあれこれと入れ知恵をしてカシュヴァーンにけしかけているのだ。夫同士は先頃顔を合わせる以前から険けん悪あくな仲だったが、妻同士は本の貸し借りなどして楽しそうにしている。

「ごめんなさい、カシュヴァーン様。お疲れのところをお邪魔してしまって。でもカシュヴァーン様がぐっすりお休みじゃないとできないことだって、エルティーナ様が書いていらしたので」

　殊しゆ勝しようにつぶやくアリシアを、朝の光が照らす。緞どん帳ちようを開いて室内を明るくしたカシュヴァーンは、少しまぶしそうにしている妻の亜あ麻ま色いろの髪を優しく撫なでてやった。

「……別に悪いことをした訳じゃない。もう起きなくてはいけない時間ではあるしな。ただ、あんな風ふうに挑ちよう発はつされるとお前の身に危険が……いや」

　曖あい昧まいに語尾を濁にごしたカシュヴァーンは、アリシアに向けるのとは打って変わった鋭い眼で周囲を睨にらんだ。

「で、ルアーク。そこいらにいるんだろう。出て来い」

「はあーい、おはよーございまーすご主人様ぁ、おっ呼びー？」

　呼ばれて天井付近から音もなく飛び下りてきたのは、銀髪の少年暗殺者・ルアークである。アリシアの先の夫を殺害し、カシュヴァーンの始末を依頼されたこともある凄すご腕うでの暗殺者は、回り回って二人の「息子」の立場に収まっていた。

「え、あら、ルアーク？」

　ルアークが神出鬼没なのも、突然の登場に周りが驚くのもいつものことだ。だがよく言えば順応性に優すぐれ、悪く言えば限りなく鈍にぶいアリシアが、こんな風に驚くことはあまりない。

　珍めずらしい反応に、ルアークを呼んだカシュヴァーンが怪け訝げんそうにした。

「どうしたアリシア？」

「ええと、どうしてルアークをお呼びになったの？」

「どうしてって、お前を部屋に入れたのはこいつだろう？　寝入る直前の記憶はないが、ひとりで部屋に戻った後、俺は鍵をかけたはずだぞ」

　隠し通路だらけの屋敷内に精通しており、悪ふざけを好むルアークが手引きしたと考えるのは自然だ。だがルアークは、にやっと笑って首を振る。

「確かに協力しろとは言われたけどね。でも、この部屋の鍵を開けたのは」

「私です」

　そう言って室内に入ってきたのは、ライセン家の執しつ事じを務め、すべての部屋の鍵を管理している金髪の青年だった。

「トレイス!?」

　予想外だったらしく、眼を丸くしているカシュヴァーンを見て、その幼おさな馴な染じみは恐縮した表情になった。

「私がアリシア様をこの部屋に入れて差し上げたのです。その……オーデル侯爵夫人からのお手紙の内容を、実行できるようにと」

「実行できるようにって……つまり、お前はアリシアに、俺に口づけをさせて起こそうとしたということか……？」

　不信心で有名なカシュヴァーンとは対照的に、トレイスは今やアズベルグ地方でも珍しいぐらいの熱心な〈翼の祈り〉信者だ。下へ手たな聖職者より清らか、と評されるような彼とは思えぬ行為であり、トレイス自身にもその自覚はあるようで少し顔が赤い。

　しかもトレイスは、さらにらしからぬ台詞せりふをたどたどしく口にした。

「そうです。そ……そして、既き成せい事実を、作れば、いいのです」

　カシュヴァーンが絶句し、共犯のルアークまでも眼を丸くする。

「うわ、どうしちゃったのトレイスさん。あんたがそんな言葉使うなんて……ていうかそんな言葉知ってたんだね」

「し、失礼な、私だって言葉ぐらいは知っている！　……いや私のことはいいんだ、大事なのはあなたと奥様のことです、カシュヴァーン様！」

　無理やり話を戻したトレイスは、改めてカシュヴァーンをまっすぐに見上げた。

「……カーシュ様。あなたももう、幸せになってもいいんですよ」

　公私の区別をつけるために、あえて普段は呼ばない愛称で主あるじを呼んだトレイスの声は、ひどく優しい。

「あなたと奥様が真に夫婦として結ばれることを、この屋敷の者はみな願っているのです。最初こそ正直どうかとは思いましたが、今やこの家の奥様はアリシア様以外には考えられません。あなたも……そう思っていらっしゃるはずです」

　実年齢ではカシュヴァーンより二歳年上のトレイスだが、見た目上の年齢は完全に逆転している。しかし今トレイスの放はなつ雰ふん囲い気きは包容力に富んだ「兄」のそれであり、カシュヴァーンはちょっとばつの悪そうな表情になった。

　だがそれも一瞬のこと、すぐに人の悪い笑みを口元に浮かべた。

「既成事実な。言葉は知っているそうだが、お前、どうやって既成事実を作るのか分かってるのか？」

「えっ」

　思わぬところを問い返され、びくっとしたトレイスをカシュヴァーンはにやにやしながら眺ながめ、質問を重ねる。

「不勉強で申し訳ないが、実は俺は知らんのだ。トレイス、細かいところまで省略せずにきちんと教えてくれないか？」

「う、噓うそをつかないで下さい、あなたが知らないはずがないでしょう!?　ごまかそうとしてもだめです、自ら強公爵などと名乗る御方が、どうしてアリシア様のことになると肝かん心じんなところで逃げるんですか!!」

　どうにか言い返したトレイスは、真顔になったカシュヴァーンからアリシアへと視線を移した。まあ可愛かわいいかな程度の幼い顔立ち、上から下まですとんとした体型を真しん摯しなまなざしで見て、

「私だって、お二人の気持ちが整うのを待ちたいとは思っているんです。ましてやアリシア様はこのようにいたいけな少女。アズベルグの変態などと言われているあなたとその、きせい……は、負担も大きいでしょう。できればあと五年、いえ十年ぐらいは我慢していただきたいとは常々……」

「誰が変態だ。お前だんだんどこかの陰いん険けん眼鏡に似てきてないか？」

　夫が先日つけられたばかりのろくでもないあだ名に突っ込むのを聞きながら、アリシアは尋たずねた。

「ねえトレイス。私、カシュヴァーン様と既成事実を作ればいいの？」

　途端、トレイスもカシュヴァーンも黙り込む。

「私、カシュヴァーン様とできるだけお別れしたくないの。真の夫婦になるためにそれが必要なのね？　細かいところまで省略せずにきちんと教えてくれない？」

「う、い、いや……あの……それは……と言いますか、やはりご存じないのですね、アリシア様……」

　真っ赤になりながらもどこかいたましそうな眼をしたトレイスは、カシュヴァーンにこう進言した。

「カシュヴァーン様、やはりあと五百年ぐらい我慢していただくべきかと……」

「落ち着けトレイス。お前は人間が何年生きられると思ってるんだ」

　もう一度突っ込むカシュヴァーンの横で、にやっと笑ったルアークが名乗りを上げた。

「じゃあ俺が教えてあげよっか、アリシア」

「あら、ありがとうルアーク」

　素直に礼を述べるアリシアに、カシュヴァーンが眼を剝むく。

「……おいちょっと待てルアーク。アリシアに何を教える気だ」

「もちろん既成事実の作り方だよおにいちゃん。細かいところまで省略せずに、実地でみっちり、手取り足取り腰取り、おっとぉ！」

　最後まで言い終わるのを待たず、カシュヴァーンが繰り出してきた拳こぶしをルアークは軽くかわした。

「怒らないでよおにいちゃん。あんたもトレイスさんも教えてあげないなら、俺が教えてあげよっかってだけじゃん」

　笑みを含んだ緑の瞳を睨み、カシュヴァーンは語気を強めた。

「ふざけるな。アリシアが何も知らないと思ってそんなことをしてみろ、どうなるか分かってるな」

「だったらあんたが教えりゃいいでしょ。夫婦なんだから、誰に遠えん慮りよすることもないってのに」

　とっさに言い返せないカシュヴァーンに、ルアークは諭さとすように微笑む。

「まだ怪物とお姫様の話にこだわってんの？　でもねえカシュヴァーンおにいちゃん。あんたのお眼鏡に適かなう王子様なんて、そうそういやしないんだよ。男なんてみんな基本的にろくでなしばっかなんだからさ」

　実の兄との確かく執しつの傷を抱かかえ、暗殺者として世を渡り歩いてきたルアークの言葉には、表面上の軽さとは裏腹の重さがある。

「あいつもだめ、こいつもだめって言ってたら、結局あんたしか残らないってことになるんじゃないの？」

　拳を収め、カシュヴァーンは沈黙した。

「──アリシア」

　ややあって、低い声で名を呼ばれアリシアはどきっとした。

　しかし次にカシュヴァーンの口から出たのは、これまでの流れとは全く関係のないものだった。

「今日から本格的に豊作祈き願がんの祭りが始まる。連れて行ってやろう」

「まあ、本当に！」

　一瞬の「おなかが痛い」を好奇心があっさり凌りよう駕がする。思おも惑わくどおりに瞳をきらきらさせ始めた妻の頭を、カシュヴァーンはそれは優しく撫でてやった。

「フェイトリンから戻って以来、どこにも連れ出してやれなかったからな。さして華はなやかなものではないが、退屈しのぎぐらいにはなるだろう。今年はいろいろと客も呼んであることだしな」

「嬉うれしいです。ありがとうございます、カシュヴァーン様！」

「そうかそうか。ひとまず朝食を食べてから出発の準備をしような。ではまた後で」

　素早く言って離れたカシュヴァーンのずるさに気づかず、アリシアは無邪気にルアークを誘った。

「うふふ、ねえルアーク、ルアークも一緒に行きましょうね！　ノーラも誘って!!」

「……そーだねえ」

　いささか呆あきれた様子のルアークと、「またそうやってごまかして！」と怒るトレイスを尻しり目めに、アリシアは初めての祭りのことで頭がいっぱいだった。







　まだ昼前なのに、強い酒と食べ物の匂いがあちこちから漂ってくる。楽器の音、歌声、はしゃぐ子供たちの歓かん声せいが混こん沌とんと入り交まじる中、ひときわ朗ろう々ろうと鳴り響くのはどこかから流れてきた吟ぎん遊ゆう詩し人じんの声だろうか。

　窓の外を眺めてはそわそわしていたアリシアは、御ぎよ者しやのロセが操あやつる馬車が停とまるが早いか、夫の手も借りずにさっと降りてしまった。

「まあ、これがアズベルグのお祭りなのね！」

　暦こよみの上ではかろうじて夏だが、吹く風の冷たさはもう秋のものだ。だが祭りの会場である大きな広場は集まった人々の熱気であふれ、あまり寒さを感じさせない。

　この日のためにと建てられた幾いく本ほんもの木の柱が広場を取り巻き、柱の間には色とりどりの飾り紐ひもが渡されている。そこには娘たちが腕によりをかけて作った、花や木の実をあしらった丸い飾り物が下げられ、見る者の眼を楽しませていた。

「もう大勢集まってるねえ。へええ、アズベルグって広い分あんまり人がいない感じがしたけど、一ヶ所に集まれば結構な人数になるんだなあ」

　アリシアと同じようにきょろきょろしているのは、顔をゆったりした頭ず巾きんで隠したルアークである。かつては国家の暗部に関わったこともある彼の存在は、大っぴらに公表していいものではないからだ。

「ねえノーラ、ノーラもああいう物を作れるの？」

　奥方づきのメイドであり、自称カシュヴァーンの愛人でもある美人メイドのノーラは、もう見慣れた光景なのだろう。アリシアの質問に、さほど感かん慨がいもなさそうに答える。

「村にいた時は作りましたけどね。あれの出来映えで手先の器用さが評判になって、縁談がきたりするんですよ。まっ私はそんなことをせずとも言い寄る男は後を絶ちませんでしたし、そもそも農民風ふ情ぜいの妻に収まる女ではありませんけど！」

　自慢の赤毛をさらりとかき上げ、これみよがしに豊かな胸を突き出してみせる。

　そんなノーラの自慢をごく自然に聞き流し、アリシアは飾り物に興きよう味み津しん々しんだ。

「私も今度作ってみようかしら。でもお花と木の実ではちょっと不気味さが足りないわね……そうだわ、台所に大きな豚の頭ず蓋がい骨こつが」

「豊作祈願の祭りに変な物をぶら下げないで下さい!!」

　恐怖小説大好き、気味の悪い物大好きな奥方に注意するノーラの大声に苦笑しながら、カシュヴァーンも馬車を降りてきた。トレイスもいつものように側に控えている。

「ああ、これはこれは領主様！　いらっしゃるのなら連絡を下されば」

　そこへこの場の責任者と思おぼしき中年の男がやって来て、カシュヴァーンに頭を下げた。

「気にするな。それより盛せい況きようで何よりだ。今のところ大事なさそうだが、何か報告することはないか？」

「ほ、報告ですか……あの、でしたら……その」

　言いにくそうに視線を泳がせた男の肩に、不意にたくましい腕が巻きついた。

　ひぃ、と息を吞のむ男の肩を馴なれ馴なれしく抱いたまま、カシュヴァーンに向かってにやりと笑うのは浅黒い肌をした体格のいい男。

「元気そうだな、アズベルグの変質者」

「……バルロイ。相変わらず耳が早いな」

　剣の師匠でもある傭よう兵へい団長の挨あい拶さつにカシュヴァーンがため息をつけば、バルロイ・レクサンドールはそれは楽しそうに笑った。

　シルディーン人とは明らかに色の違う肌、夏とはいえ肌寒いアズベルグ地方で肩当てと胸当てだけの簡素な装よそおい。いずれも傭兵国家と呼ばれる小国・ラグラドールの民たみの特徴である。

　アズベルグ以上に瘦せた土地に住まう彼らは、その九割が傭兵産業で生計を立てている。貧しさに裏打ちされた強さで重ちよう宝ほうはされているものの、それ以上のがめつさとえげつなさでシルディーン王国では嫌われ者だ。

「そりゃそうと、責任者様よ。領主様に報告したいことってのはなんだい？　まさか俺たちのことじゃねえよな？」

「いや、その……」

　よく見れば広場の一角では、バルロイの傭兵団の連中らしきラグラドール人の一団がどんちゃん騒ぎをしている。周囲のアズベルグの領民たちは顔が引きつっているが、そういう反応には慣れているのか傭兵たちは素知らぬふりで騒ぐのに夢中だ。

「俺たちゃこの領主様に呼ばれて来たんだぜ。遠慮なく飲み食いしていいとも言ってもらってる。それとも何か、アズベルグの変質者の意向に逆らう気か？」

「いえ、決してそのような……ではあの、変質……じゃなかった領主様、失礼を」

　あたふたしながら去っていく責任者を見送り、カシュヴァーンはバルロイを軽く睨んだ。

「誰が変質者だ。勝手に情報を加工するのはやめろと言っているだろう」

「まあまあ小さいことを気にするなって。おっとお嬢ちゃん、久しぶりだね」

　無ぶ精しよう髭ひげの生はえた頰をほころばせ、にこやかに挨拶をしたバルロイにアリシアもドレスの端をつまんで一礼した。

「お久しぶりですわ、レクサンドール子し爵しやく様。レネも」

　レネ、とアリシアが呼んだのを聞いて、バルロイが軽く眼を見開く。彼の横にはいつの間にか、ほとんど白はく髪はつと言っていい短い髪の小柄な傭兵少女が出現していた。

　もっとも少女であると分かるのは、彼女を知っている者だけだろう。アリシア以上に真っ平らな胸をしたレネは無表情も手伝って、一見少年にしか見えない。

「お久しぶりですアリシア様。その後ライセン強公爵とのいちゃいちゃはいかがですか」

　拾われた恩からか、熱烈にバルロイを好いているレネは、以前から将来のためにとライセン夫妻の夫婦生活を参考にしたがっている。

「ええ、今日もエルティーナ様に言われたとおり、カシュヴァーン様のお部屋に忍び込んでみたのもがもがもが」

　途中でカシュヴァーンがアリシアの口をふさいだが、時すでに遅し。バルロイは何やら品のない笑い方をしている。

「部屋に忍び込むねえ。お嬢ちゃん、意外に積極的だな」

「……バルロイ！」

「だからそう細かいことを気にするなって。ふうん、しかしエルティーナ様に言われたとおり、なあ。カシュヴァーン、一応聞いておくが、あのオーデル大侯爵閣下とは今どうなってるんだ？」

　探りを入れられ、カシュヴァーンは小さく息を吐はいた。

「どうせそれも調べてるんだろう。知ってのとおり、フェイトリンで待ち伏せされてちょっとやり合った。オーデル侯爵夫人がアリシアに手紙を送ってきているのは事実だが、本好き同士で気が合っているだけだ。本の趣味は合っていないと思うがな」

　まずは牽けん制せいしてから、口の端を吊り上げ冷たく笑う。

「心配しなくても、お前の大好きなオーデル侯爵のことは俺も大好きなままさ。好きすぎて今すぐ俺の手で殺してやりたいぐらいだ」

「はは、奇遇だな、俺も死ぬほどオーデル侯爵のことが好きだ。じゃあ今度一緒に殺しに行くか？」

　同じような笑みを浮かべるバルロイを、レネがじっと見上げた。

「バルロイ様。私もバルロイ様のことが死ぬほど好きです。結婚して下さい」

「おっとおっぱいメイド、挨拶を忘れてたな。元気か？」

　冷たい笑みから一転、締まりなく口元を緩ゆるめたバルロイは見事にレネを無視した。声をかけられたノーラが心底嫌そうに顔をしかめる。

「あなたの顔を見た瞬間元気が失せましたわよ。だいたい昼間から何を言い出すんですの！」

「なあに、俺がこっそりつけたあだ名を、レネがばらしてくれたと聞いたんでな。これでも俺は繊せん細さいだから、お前に嫌われたんじゃないかと思って悶もん々もんとしたんだぜ？　だがよく考えれば、元から大して好かれているわけでもなさそうだし、いっそ堂々と」

「お黙りなさい！　今度そのあだ名で呼んだら、二度と口をききませんからね!!　……ああもうっカシュヴァーン様、こんな男たちをせっかくのお祭りに招くなんてどういうことですの!?」

　先ほどの祭りの責任者も、たぶん同じことを言いたかったのだろう。だがカシュヴァーンはすましてこう答えるのみ。

「どうって、招いて悪いか？　知ってのとおりアズベルグとラグラドールはいろいろと交流がある。年に一度の祭りに招待するぐらいいいだろう」

「わ、悪いとは言いませんけど……でも」

　大たい義ぎ名めい分ぶんを突きつけられると反論しづらいのか、口ごもるノーラにバルロイはにやりと笑った。

「そんな顔しなさんなノーラ。こっちだって接待で呼ばれているのは分かってるさ。〈翼の祈り〉教団だの王家だのオーデル侯爵だの、敵だらけの領主様としちゃ、俺たちラグラドールの傭兵団にまでそっぽを向かれちゃかなわんだろう？」

　カシュヴァーンの腹づもりは分かっていると言いたげに、彼は器用に片眼をつむってみせた。

「とはいえ、金だの物だの送って終しまいにせずに、地元の祭りに呼んでくれるシルディーン人はそうはいない。まあせいぜい、楽しく騒がせてもらうさ。昼はここで、夜はノーラ、お前の部屋でな」

「あああまたそんなことッ！　だから来てほしくないんですのよッ!!」

　きいきいわめくノーラがさらに何か言い返そうとした時、バルロイの横に忽こつ然ぜんとひとつの影が生じた。

　長めの銀の髪、体の線をなぞるような黒い衣装と、見た目の印象はルアークによく似ている。少し緊きん張ちようした面おも持もちの青年は、おもむろに言葉を発した。

「ルアーク」

「あれ、ジェダさん！　びっくりした、会うのは久しぶりだねえ」

　ルアーク、レネ、それにルアークの兄を名乗っていたジェダ。いずれもかつてシルディーン王家と〈翼の祈り〉教団が共きよう謀ぼうして作った〈玩具おもちやの兵隊〉、もしくは〈翼の護り〉とも呼ばれる組織出身の人間だ。暗殺術に優れ、常人離れした身のこなしが特徴である。

　エリクス・バスツールに雇われ、その背後に控えていたジスカルド・オーデルにエリクスともども切り捨てられたジェダは、レネの口くち利ききでバルロイの団に入っている。それから後のことを聞いていなかったので、無事な姿を確認できてアリシアも嬉しくなった。

「まあジェダ、お久しぶりね。よかったわ、まだジスカルド様に殺されてはいないのね」

　嫌味ぎりぎりの台詞とともに微笑めば、ジェダは何かを探すように視線を泳がせた。

「あ、ああ……アリシア様、その、お久しぶりです。ええと……相変わらずいい体をしているな」

　きょとんとするアリシアの横で、カシュヴァーンがいきなり険けわしい顔になった。

「……おいジェダ、どういうつもりだ貴様。人がちょっと情けをかけてやったらいい気になりやがって」

　カシュヴァーンに詰め寄られ、ジェダはにわかにうろたえだした。

「え、あ……バルロイ様に、久しぶりに会った女性にはこう声をかければいいと……」

「ああ、バルロイおじさんの入れ知恵かぁ」

　トレイスとは少し意味合いが違うが、ジェダの口から出るとは思えぬ言葉の出所を聞いて、ルアークが納得した顔をする。

「あんたさあ、俺にくれる手紙もバルロイおじさんに意見してもらってるでしょ。そりゃあ最初の頃のよりはましだけど、そろそろからかわれてることに気づいたほうがいいんじゃない？」

「あら、ルアークもジェダと文通しているの？」

　横から聞いてきたアリシアに、「時々セイグラムさんづてに手紙が来てね」とルアークが説明していると、ジェダがしょんぼりした顔をした。

「……すまない」

　露ろ骨こつにしょげているジェダに、ルアークは苦笑する。

「いや、いいんだけどね、別に。ジェダさんって意外に気が弱いってーか、人付き合いうまくないよね？」

　ルアークの兄である「サイード」のふりをしていた際は利己的で残ざん酷こくな印象ばかりだったジェダだが、〈玩具の兵隊〉解散以後も孤独な暗殺稼か業ぎようで身を立てていたせいだろう。こういった交流には不慣れらしく、言葉や態度がぎこちない。

「まー俺たちみたいなのは人付き合いなんてあんまり経験が……あー……いいや、なんでもない」

「すまない」

「だから責めてるんじゃないんだって。やだなあ、そうやってぺこぺこしてる姿ってなんかエリクスさんみたい……っと」

　これまでの経緯上、話題を選びづらいのだ。珍しくルアークは歯切れが悪い。

　ジェダはそんな彼を悲しそうにちらりと見て、

「……ルアーク、もう『おにいちゃん』とは呼んでくれないのか」

「……えーと」

　一番気まずい話題をジェダのほうから持ち出されては、ルアークも真面目に答えるしかない。

「──あのさ、俺がおにいちゃんって呼ぶ人には、俺なりの基準があるんだよ。あんたは俺のおにいちゃんにしちゃまともすぎるって、前に言ったでしょ？　だからジェダさんでいいんだって」

「……ほう。そういう基準で呼び方を決めているのか、ルアーク」

「えー？　何が不満なのカシュヴァーンおにいちゃあん？」

　釈然としない様子のカシュヴァーンに、にっこりルアークが微笑む。

　それを見てジェダも、カシュヴァーンに何か言わねばと思ったのだろう。

「ああ、お久しぶりです、ええと……お父、さん」

　よりにもよってのひと言に、場の空気が凝ぎよう固こする。

　カシュヴァーンの側に控えていたトレイスはノーラと仲良く真っ青になり、カシュヴァーン自身も完全に無表情になった。バルロイでさえおっと、という顔をしている。

「……？　ル、ルアーク、俺はまた間違えたのか？　レネが、俺はライセン強公爵の二人目の息子になったのだと教えてくれたから……」

「えっと、うん、その話自体は間違ってるわけじゃないんだけどさ、この人にはまだその呼び方はいろいろきついっていうか」

　狼ろう狽ばいするジェダをとりあえずルアークが慰なぐさめ始めたが、そこでアリシアは以前エルティーナがくれた書しよ簡かんのことを思い出した。

「ねえカシュヴァーン様。既成事実もいいですけど、それより先に子供を作りませんか？」

　教えられはしたものの、まだ使ったことのなかった台詞を口に出すと、今度はジェダとルアークさえも固まった。

「ああ、それはとてもいい考えですライセン強公爵。夫婦の絆きずなは子を持つことでさらに強くなるでしょう。そしてバルロイ様、私たちはまず結婚しましょう」

　この空気の中で発言ができるもうひとり、レネが無神経なだめ押しをする。それを聞いてバルロイが口を開いた。

「お嬢ちゃん、既成事実を作らずに子供は作れないんだぜ。なぜなら」

「……とりあえずバルロイとレネは今すぐ黙れ」

　自分に火の粉こが降りかかることを恐れてか、話を逸らそうとするバルロイを睨んでから、カシュヴァーンは苦い顔でアリシアを見た。

「アリシア、あのな……いつか言おう言おうと思っていたが、そろそろオーデル侯爵夫人の暇つぶしに付き合うのはやめてもらえないか」

「あら、ごめんなさい、お気に障さわりました？　もうお手紙をお送りするのはやめましょうか……？」

　アリシアもジスカルドとカシュヴァーンが不仲であることぐらいは分かっているのだ。怒らせてしまったのかと、彼女は素直に謝った。

「いや、気に障ったというか……ただこういう夫婦の微妙な問題を、真っ昼間から人前でするのは控えてほしいと思ってな」

　話題が話題のため、煮えきらない態度のカシュヴァーンにバルロイが口をはさんできた。

「はは、なんだカシュヴァーン、相変わらず貧乳幼妻にめろめろってわけか。お前の好みは後腐れのない年上商売女だと思ってたけどなあ」

「……黙れと言ったはずだぞバルロイ」

　カシュヴァーンに渋い顔をされてもバルロイは遠慮しない。

「領主様のガキをあちこちに量産するわけにもいかんから、分ぶをわきまえてる女じゃないとうかつに相手はできんわな。とはいえ、そんな女ばっか相手にしてる奴こそ、お嬢ちゃんみたいな純粋無む垢く系にはまると怖いんだよ。まあお前の気持ちも分かるぜ、いろいろあったもんなあ」

　バルロイも、カシュヴァーンの生い立ちなどについてはある程度知っているのだろう。したり顔でうなずく様を、カシュヴァーンは不ふ愉ゆ快かいそうに見て、

「お前こそどうなんだバルロイ。巨乳好きなのは知ってるが、横で結婚を迫ってる貧乳はどうするつもりだ？　レネは真剣にお前のことが好きなんだぞ」

　今度はバルロイが黙った。

　そして彼は、大きな手でぽんとレネの肩を叩いた。

「さーてレネ、俺はただ酒ざけを飲みに行くが、お前はどうする？」

「お供します。そしてあなたと結婚します」

「結婚はしないが向こうには行こう。じゃあな、カシュヴァーン、お嬢ちゃん、ノーラ。俺の手下どもには最低限の礼儀は守るよう躾しつけてあるから、安心してくれていいぜ」

　弟で子しと女性の名前だけはしっかり呼んで、バルロイは浮かれ騒ぐ自団のほうへとレネを連れて行ってしまった。







「さすがカシュヴァーンおにいちゃんの師匠だねえ。ごまかし方もそっくり」

　ルアークは早さつ速そく皮肉を飛ばし、ノーラは傭兵団に合流したバルロイたちを冷たい眼で眺めている。

「……いくら好みではないとはいえ、結婚まで口にしている女にあの態度ですの？　レネは確かに見た目はまるっきり男の子ですし、分かりやすいといえば分かりやすいですけど」

「好みじゃない女の子に好意を寄せられた場合、完全無視するのもある意味男の優しさかもよ？　好意を盾たてに、とりあえず一回食ってみるって手合いは多いし。ま、それでもあのおじさんがいいって言ってるのはレネ本人だからしょうがないよ」

　バルロイを庇かばうような、そうでもないようなことを言ってから、ルアークはジェダを誘った。

「ジェダさん、どーせあんたはあのどんちゃん騒ぎには馴な染じめないでしょ？　お祭りでも見て回ろうか。その前になんかあったらまずいから、顔を隠すもの調ちよう達たつしに行こうね」

　まだジェダが返事をせずにいるうちに、ルアークは彼の手をぐいぐい引っ張って歩き出した。

「それじゃカシュヴァーンおにいちゃん、お邪魔虫は消えたげるから。トレイスさんもノーラを誘えば？」

　夫婦二人の時間を作れと暗に匂わせ、元暗殺者たちが祭りの喧けん噪そうに紛まぎれていったのを見届け、トレイスが決意の表情で口を開く。

「……ノーラ」

「嫌ですわよ私は追い払われませんわ！」

　どさくさにまぎれてカシュヴァーンの腕にしがみつき、アリシアと二人きりになどするものかとノーラは声を荒げた。

　これは先日、エルティーナがカシュヴァーンを散歩に連れ出した時と構図的には同じ。でもノーラだとあの「もぞもぞ」する感じがしないわ、と思っているアリシアの視線を気にしながら、トレイスは懸命に説得を始める。

「相手が私で悪いのだが……ノーラ、お前もそろそろカシュヴァーン様のことは諦あきらめたらどうだ。気の毒だがこのままではお前はこの方の正妻はもちろん、正式の愛人になることもできないぞ」

　自称カシュヴァーンの愛人であるノーラが、実際には愛人らしいことを何ひとつしてもらっていないのは、アリシア以外には周知の事実だ。

　少し怯ひるんだ様子のノーラの腕を、カシュヴァーンはゆっくりと外した。

「ノーラ、トレイスの言うとおりだ。実に分かりやすく財産目当てのお前の態度を好ましく思い、今までは好きなようにさせていたが、これ以上はお前の未来のためにならない」

　からかったりふざけたりしている様子のない、あくまで真面目な物言いにノーラは悔くやしげに唇を嚙かむ。反抗的な光を宿したその眼をじっと見て、カシュヴァーンは告げた。

「たぶんこの先何年経たっても、俺はアリシアを想うようにはお前を想えない」

　断定されてノーラは胸を突かれたような顔になり、アリシアは「おなかが痛」くなって頰を赤らめた。

「それにお前自身の気持ちも、だいぶ変わってきているんじゃないか。つまらない意地を張らずに、素直になったらどうだ」

「な……なんですのよ、改まって……ふん、カシュヴァーン様こそ、そこまで奥様をお想いならもっと素直になったらいかが？　大方的まと外はずれとはいえ、この間から散々迫られているじゃないですの」

　言い返されて一瞬しまった、という顔をしたカシュヴァーンだったが、ノーラもそこを追及しても自分の得にならないと判断したのだろう。「まあご夫婦のことはいいですけど」と話をうやむやにした。

「だからトレイスを選べとでもおっしゃるの？　ライセンの家の執事にまで成り上がったとはいえ、元は農民出身のトレイスを？」

　憎まれ口にもめげることなく、トレイスが説得を再開する。

「私でなくても構わない、お前を幸せにしてくれる男なら誰でもいい。そうだ、レイデン伯爵も祭りに招待してあるので、明日あたりにでもまた」

「いくらレイデン家の跡継ぎとはいえ、なんで私があのへなちょこおぼっちゃんを待たないといけないの!?　大体こんな祭り、アズベルグ出身の私には珍しくもなんともないんですのよ!!」

　なのになぜ、わざわざティルナード・レイデンなどと祭りにはしゃがねばならないのか。

　ノーラはそう言いたかったに違いないが、ふと頭上に差した影にひっと喉のどを鳴らした。

「俺は、毎年、楽しい」

「まあディネロ様、それにリドレックもお久しぶりですわ！」

　淡い金髪、白いマント。顔立ちは恐ろしく整っているが、無口で無表情なため不気味な印象も強い美青年。

　カシュヴァーンよりさらなる長身を誇ほこる、ディネロ・アズベルグの無機質な美び貌ぼうを見上げてアリシアはにこっとした。側では家か令れいの老人・リドレックが、折り目正しく頭を下げている。

「久しいな、アリシア。会えて、嬉しい」

　ディネロも口の端をほんの少しだけ持ち上げて応じる。常に表情を変えない彼にとっては、これが最上級の笑顔だ。

　シルディーン王国の各地方に家名を刻む地方伯。かつては領主家だった彼らは下克上の煽あおりを食らって大半が地位を失い、農民層から成り上がった新興貴族たちに取って代わられている。

　没落したフェイトリンの地方伯の血を引くアリシアと、同じく没落したアズベルグの地方伯の血を引くディネロはそういう意味では仲間だ。貧乏天然地方伯同士、妙に波長も合っている。

「カシュヴァーン様、ディネロ様もお招きになったの？」

「……一応。地元の祭りだから、放っておいても勝手に来ただろうが」

　晴れやかな笑みを浮かべたアリシアに対し、カシュヴァーンはあまり面おも白しろくなさそうに答えた。

「元気か、アリシア」

「ええ、とっても。ディネロ様は？」

「元気だ」

「あら、それはよかったですわ」

　なんの発展性もないが、本人同士は結構楽しそうな会話にカシュヴァーンが割り込んだ。

「……久しぶりだなディネロ」

　当たり障りのない挨拶をする一方で、カシュヴァーンの瞳はやけに鋭い。だが対するディネロの調子は一定だ。

「そうでも、ない。先日、会った」

「ああ、祭りの打ち合わせにな。まあそんなことはどうでもいい。それはそうと、俺の妻になんの用だ？」

　つっけんどんなカシュヴァーンの言葉が引っかかり、今度はアリシアが話に割り込んだ。

「あらカシュヴァーン様、ディネロ様とお祭りの打ち合わせをされましたの？　他の方たちなどには頼らないで、領主の力だけで取り仕切るというお話ではなかったかしら」

　カシュヴァーンの父親、レジオール・ハルバーストが統治を放り出していたせいで、長年アズベルグでは領主抜きで物事を進めることが慣かん例れいになっていた。

　豊作祈願の祭りなどその最たるもの。ここぞとばかりに乗り出した〈翼の祈り〉教団が一部の貴族と結託し、祭りのためと称して余分な税を取ったりしていたのだ。

「ライセンに、頼まれた。名を、貸せと」

　淡白すぎるディネロの言葉を、カシュヴァーンがため息交じりに補足する。

「……成り上がり領主の命令には、いまだ素直に首を縦に振りやがらない連中が多いんでな。その手の奴らがありがたがる名前を利用させてもらったまでだ」

　自じ嘲ちようのこもった説明を額がく面めんどおりに受け取ったアリシアは、ぺこりとディネロに頭を下げた。

「まあ、そういうことですのね。私の夫の仕事を手伝って下さってありがとうございます、ディネロ様」

　感謝されたディネロは、ゆっくりと周囲を見回した。珍しい組み合わせに好奇心をくすぐられ、ちらちら三人の方を見ていた何人もの領民たちが慌てて眼を背そむけるが、ディネロに気にした風はない。

　ちなみにリドレックが「旦だん那な様方のお話の邪魔になりますから」と問答無用で追い払ったので、いつの間にかトレイスもノーラも少し離れた場所にいる。二人ともどこか得体の知れない雰囲気のディネロがちょっと怖いらしく、彼の視線が巡ってきた時に一緒になって視線を逸らした。

「ここは、娯楽が、少ない。祭りは、大きな、娯楽だ。成功すれば、みな、喜ぶ」

　かつての領主家としての自覚に富んだディネロは、狭い領地内を時計公爵とあだ名がつくほど毎日決まった時間に見回っている男だ。なまじの美貌と無表情のせいで無感情にも見えてしまうが、領民を想う心はある意味カシュヴァーン以上である。

「そうですわね、みなさんとっても楽しそう」

　同じように周りを眺めたアリシアが脳天気に微笑むと、不意にディネロが大きな手を伸ばしてきた。

　一瞬、カシュヴァーンははっとしたように息を吞んだ。だが彼はディネロがアリシアの頭に触れ、亜麻色の髪をぐしゃぐしゃにしながら撫でる様を、じっと見つめて動かなかった。

「お前も、楽しいか」

「ええ、とっても楽しいですわ」

「それなら、よかった」

　ひととおりアリシアの髪をぐしゃぐしゃにし終えたディネロが手を引っ込め、顔を強こわ張ばらせたカシュヴァーンに今さらのように答える。

「これが、用だ」

「……そうか」

　燃えるような光をたたえていた眼をそっと伏せ、ひと言つぶやくカシュヴァーン。

　そんな夫を見やるうち、アリシアの脳内に「機会があったらこれを言うこと」とエルティーナから示し唆さされていた台詞が浮かんだ。

「そうだわ、カシュヴァーン様。娯楽と言えば、カシュヴァーン様は馬がお好きですよね？」

「……ああ、嫌いじゃないが」

　すでに過ぎた感のある話題を元に話を進められ、少々驚いた様子のカシュヴァーンに構わず、アリシアはこう誘った。

「よろしければ今度、私と乗りません？」

「別に構わんが……お前、馬に乗れるのか？　いや、乗馬は貴族のたしなみだものな」

　運動神経皆かい無むと思われていた妻の意外な申し出に、カシュヴァーンはいぶかりながらも同意してくれた。

　しかしアリシアは、そこで間違いに気づいた。

「あ、違ったわ。ええと、私に乗りません？」














　カシュヴァーンはおろかディネロまで黙り込んだので、アリシアは困こん惑わくした。

「あら？　おかしいわね、エルティーナ様はこれで通じるはずだって……あの、これは夫婦の微妙な問題とは関係ないですわよね、カシュヴァーン様……？」

　どうやらまずかったのだと察し、おずおずと見上げたカシュヴァーンの口からは、極めて抑揚のない言葉が漏れた。

「──アリシア。俺は少し、祭りの様子を見てくる」

　そのまま背を向けかけたカシュヴァーンは、思い出したようにディネロを一いち瞥べつし、

「ディネロ、警備はしっかりさせているので大丈夫だとは思うが、アリシアから眼を離すなよ。それではまた後で」

「あ、カシュヴァーン様……きゃっ」

　あせって夫を呼び止めようとしたアリシアの視界が、いきなり上がった。

　無言で手を伸ばしたディネロが、彼女を背後から抱き上げたのだ。

「離すなと、言った」

　やはり淡々としたディネロの説明に、カシュヴァーンの肩に入っていた力が抜ける。

「……そうだな。それでは、よろしく頼む」

　未練を振りきるようにそう言うと、カシュヴァーンはそのまま歩き出してしまった。







「そういえばあれは、『二人きり・夜編』の項目にあった台詞だったわ……」

　飛ばしすぎたと反省するアリシアを抱えたまま、ディネロは祭りの責任者に声をかけているカシュヴァーンを眺めている。

「ライセンは、どうした。様子が、おかしい」

「……そうですわね。でも、それは私のせいだと思いますわ」

「お前の、せい？」

「私……カシュヴァーン様にもっと好きになっていただきたいのに、うまくいかなくて」

　お前のことが好きなんだ。

　フェイトリンの屋敷にて、カシュヴァーンは確かに言った。

　けれどその後こう続けたのだ。好きだから、愛しているから、これ以上は望まない。

「この間からエルティーナ様にもいろいろ教えていただいて、がんばっているつもりなんですけど、かえってお気に障ってしまうみたい……お祭りの準備で忙しくて、最近なかなかお会いできなかったから、一度にやりすぎてしまいましたわ……」

　好きだと言いながら別れを匂わせてくるような最低男には、もっとずっとずっと、あなたのことを好きにさせないとだめよ。

　そんなエルティーナの指示のもと、アリシアがあれこれ画かく策さくしても、カシュヴァーンはちっともそれらしい反応をしてくれない。同じく文通相手のシイルから得た情報によれば、「上等な砂糖菓子のように魂たましいを蕩とろかす、甘美でそれでいて清らかな、光り輝く翼にも匹ひつ敵てきする力で生きたまま至いと高たかき国へ連れ去ってくれる口づけ」などをしてくれるはずなのに……

「あいつは、お前が、好きだ。それは、間違い、ない」

　アリシアに視線を戻し、ディネロはきっぱり断言した。

「お前も、あいつが、好きだろう」

「ええ、もちろん。だってカシュヴァーン様は、私の理想の旦那様ですもの」

　お金持ちで寛容で優しい、私の理想の旦那様。

　二度目の夫を評するいつものアリシアの台詞を受けて、ディネロの瞳がかすかに光った。

「アリシア」

「はい……、あっ」

　名を呼ばれ、今度はトレイスに何かの報告を受けていたカシュヴァーンからディネロへ眼を戻したアリシアは、思わず小さく身じろいでしまった。

　整いすぎて人より彫刻に近いような美貌が、怖いほど真剣にこちらを見つめている。

「お前は、ライセンが、好きか」

「えっ、はい、も、もちろん」

　何も悪いことなどしていないはず。なのになぜだろう、責められているような気がして、アリシアは少し早口に答えた。

「俺は、好きか」

「え……、ええ。好きですけど」

　今はなんだかいつものディネロ様じゃないみたいだけど、と思いながら答えると、ディネロはさらに聞いてきた。

「俺より、ライセンが、好きか」

「え……」

　言葉が喉に詰まる。

　二人を比べたことなどない。いいや、誰とも「好き」の度合いを比べたことなどない。

　カシュヴァーンのことが好き。ディネロのことも好き。ノーラもルアークもトレイスもティルナードもセイグラムも、ロセもダンもセイラもリドレックも、エリクスもジェダも、シイルもエルティーナもキリアンも、今は亡き両親はもちろん。ジスカルドのことだってちょっと怖かったけど、嫌いかと言われればそうではない……

　選ぶ立場に立ったことがない。

　いつもただ、そこにあるものを受け入れるのが当たり前だった。

「そんな……比べるなんて、失礼ですわ……」

　アリシアにしてはまともに答えたのに、ディネロは容赦なく問いを重ねる。

「他の、誰より、ライセンが、好きか。ライセンが、特別に、好きか」

「私……は」

　カシュヴァーン様の分までカシュヴァーン様のことを好きになる。この間アリシアは彼にそう言った。

　でもその「好き」は、今ディネロが尋ねている「特別」な好きとはきっと違うのだ。嫁ぐ前なら恐らく分からなかっただろうが、今のアリシアには朧おぼろげながら理解できる。

　けれどそれが理解できるからこそ、「特別」の響きが怖い。

　特別。唯一。絶対。ただひとつ。

　それらを持つ贅ぜい沢たく。

　ずっとアリシアが避けてきたもの。

「私は、カシュヴァーン様に、好きになっていただく必要が、あるんです。だ……だって、私はあの方に買っていただいたんですもの……お気に召して下さらないと、その、困るんです……」

　ディネロの独特の口調がうつったかのように、うつむいてぎこちなくしゃべるアリシアの声をディネロは黙って聞いている。

「でも……私は……必要……ないんです。私は……カシュヴァーン様のこと、『特別』に好きにならなくても……もちろん好きは好きです、けど……」

「困る、のか」

　ディネロが小さく、アリシアの言葉の一部を復唱した。

「悲しい、ではなく、困る、のか」

「……え？　え、ええ……」

　それがとても大事なことであるかのように繰り返すディネロの、なんだか少し冷たく見える顔をアリシアは戸と惑まどいの眼で見つめた。

「ライセン」

　乾いたディネロの呼び声に、ぎくりと体が強張る。

　いつの間に戻ってきたのだろう。トレイスを従えたカシュヴァーンが、すぐ側に立って黙ってこちらを見ていた。

　トレイスはすでに眼をつむり、両手を握って祈りの体勢だ。かたわらのカシュヴァーンは土産みやげのつもりか、焼き菓子の入った小さな袋を手にしていたが、その指先はぎりぎりという音が聞こえてきそうなほど強く袋の布地を握り締めていた。

「カ、カシュヴァーン様、あ……の、お、お早い、お帰り、ですわね……？」

　結局眼に見える範囲から出ていなかった夫の帰還に、アリシアはとりあえずそう言ってみた。カシュヴァーンの眉間のしわがもっと深くなる。

　その時だった。

　祭りの喧噪とは明らかに種類の違うどよめきが広場を包む。

　にぎやかな祭り会場に突然雪な崩だれ込んできたのは、物々しく武装した兵士たちだ。ほとんどがシルディーン人だが、一部ラグラドール人らしき浅黒い肌の者も交じっている。

　人種の区別なく彼らは一様に疲ひ弊へいし、薄汚れ、傷ついていた。よほどの強行軍でここまでやって来たようで、それゆえの勢いで警備陣を突破したものとみえる。

「一体どうした、警備兵は何をやっている！」

　いち早く怒鳴ったのは、菓子の入った袋を胸元に押し込んだカシュヴァーンである。先ほどまでとは違う意味で険しく引き締まった表情になると、腰の剣を引き抜きながら招かれざる客へと近づいていった。

　すわ大だい惨さん事じになるかとも思える事態だったが、さっきまで酒を飲んで騒いでいただけの傭兵たちが素早く闖ちん入にゆう者しやを取り押さえ始めている。ルアークら元〈玩具の兵隊〉たちの動きも素晴らしい。

　乱入してきた兵士たちも、ここまで来るだけで精一杯だったようだ。大半が押さえつけられるまでもなく、地面にへたり込んで荒い息を吐くばかり。

「危ない」

　思わずカシュヴァーンの後を追おうとしたアリシアを、ディネロが腕に力をこめて諫いさめる。

　そこへ、

「ライセン強公爵！」

　聞き覚えのある呼び声に、アリシアは驚いて声がしたほうを見た。

　傷ついた侵入者たちの中から、足あし下もとがおぼつかないながらもひとり進み出てきた青年。いつもきれいに整えている長い黒髪はざんばら、服はぼろぼろ、腹には乱雑に血止め布まで巻かれているが、間違いない。

「セイグラム!?　まあ、どうしたの……!?」

　以前はバルロイの団に属していた傭兵であり、現在はカシュヴァーンの被後見人・ティルナード・レイデンの執事兼家庭教師に収まったセイグラム・アーレイ。

　何事も冷静に、そつなくこなす印象の強い彼の悲惨な状況を見て、アリシアはびっくりしてしまった。

「セイグラム、おいっ、どうした!?」

　カシュヴァーンもセイグラムに気づき、急いでその側に駆け寄った。額に血をにじませたセイグラムは彼の腕を摑み、必死の形ぎよう相そうで叫ぶ。

「今すぐレイデンに兵をお出し下さい！」

　思わぬ言葉に息を吞んだカシュヴァーンに構わず、セイグラムは続けて叫んだ。

「〈翼の祈り〉教団の奇襲です。レイデンの屋敷が襲われ、ティルナード様が連れ去られたのです……!!」

「ティルが……おいっ、しっかりしろ！」

　伝えなければいけないことは伝えた、という安あん堵どのためだろう。血相を変えたカシュヴァーンが問い返した時、彼にもたれかかるようにしてセイグラムは意識を失った。

「レイデン伯爵が連れ去られた……？」

　大騒ぎの中、ノーラが呆ぼう然ぜんとつぶやく声が、アリシアの耳に聞こえた。








　第二章　レイデン炎上







　騒然とした雰ふん囲い気きに包まれた広場の収拾は警備兵と傭兵たちに任まかせ、カシュヴァーン一行は気絶したセイグラムを連れて場を後にした。

　向かう先はいつもの「ライセンの石屋敷」ではなく、アズベルグ地方のちょうど真ん中あたりに建てられた別の屋敷である。重傷を負ったセイグラムを無む闇やみに動かすことができないため、距離的に近いほうが選ばれた。

　重たげな灰色の石を積んで作られたその屋敷は、どっしりとした重厚な雰囲気ではあるが、翼持つ怪物の像が据えつけられていたりはせず、いたってまともな作りだ。元々はこちらが正式な領主の館であり、現在の屋敷は狩りの季節に使う別荘のような場所だったのだと、以前アリシアは聞いたことがあった。

　広い領地を統治するための交通の便を考えると、確かにここのほうが具合がいい。実際カシュヴァーンは忙しくなるとこちらの屋敷で寝泊まりしていることも多く、使用人を含め、生活に必要な物は常備してある。

「こちらの作りはとっても普通なのねえ」

　ちょっと残念そうにつぶやきながら、アリシアは血の気の引いたセイグラムの顔を心配そうに見つめる。

　使用人用の空あき部屋に寝かされたセイグラムは、かすかに胸が上下する以外はぴくりとも動かず、生きているのか死んでいるのかよく分からない。それでも血で皮膚に張りついた服を脱がせ、ノーラが腹部のひどい刺し傷に薬を塗っているうちに、彼は眼を覚ました。

「……ここは……？　……」

「あっ、よかった、気づいたのねセイグラム」

　手当てを見ていたアリシアは、ひとまず安堵の息を吐いた。側にいたトレイスも安心した顔をする。

「ここはライセンのお屋敷その二よ」

「そうですか……ライセンの……」

　ライセンの屋敷その一とは明らかに色味の違う、白い天井をぼんやりと見上げたセイグラムは、次の瞬間勢いよく上体を起こした。

「強公爵閣下!!」














「きゃっ、ちょっとセイグラム!?」

　まだ手当ての途中だったノーラが非難の声を上げるが、セイグラムは意いに介かいさない。

　そのまま寝台を降りようとするのを、状況を見守っていたカシュヴァーンが制した。

「セイグラム、いい、起き上がるな」

「兵はどうされました。もう出されたのですか」

　開口一番そう言われ、カシュヴァーンはかすかに眉をひそめる。

「……セイグラム、落ち着け。まずは事態を確認する必要がある」

「落ち着いている場合ではありません！　ティルナード様がさらわれたのですよ!?」

「それは聞いた。〈翼の祈り〉教団の仕し業わざだそうだな」

　あくまで冷静にカシュヴァーンが応じると、セイグラムはいら立たしげにつけ加えた。

「ティルナード様をさらったのはユーランという男です」

　ユーランという名を聞いて、室内に緊張が走る。

　ティルナードの前後見人にして〈翼の祈り〉教団の聖職者。気弱で失言が多く、血と暴力が苦手な頼りない青年である一方で、教団の奉ずる正しき秩序を取り戻すためならどんなことでもする狂信者。

　両親を農民の反乱で失って以降、家名目的の後見人たちにいいように利用され続け、すっかり後見人不信に陥っていたティルナードを救ったのはユーランの優しさだった。

　その優しさは確かに本物ではあったのだ。ただしティルナード本人にではなく、『地方伯レイデン家の血を引くおぼっちゃん』に向けられたものでしかなかった。

「あの男が兵を率ひきいて、突然レイデンの屋敷を襲ったのです。うかつでした、いくらずっと〈翼の祈り〉教団の動きがなかったとはいえ……完全に私の落ち度です」

「……俺がオーデル侯爵の機嫌を損そこねたせいかもしれん」

〈翼の祈り〉教団が勢力を持ちすぎるのは好ましくない、という考えの持ち主であるジスカルド・オーデル。

　先日のフェイトリンでの一件が収しゆう束そくした際、彼は言った。自分が〈翼の祈り〉教団の動きを邪魔してやっていた。誰の翼に守られていたのか、すぐに後悔することになるだろうと。

「ジスカルド様が手を引いたから、ユーラン様が動き始めたということですの……？」

　ジスカルドには、行ゆく行ゆくは己がシルディーン国王となる野心がある。〈翼の祈り〉教団の動きを妨ぼう害がいしていたのも、王国の実権を握ろうと暗躍している彼らを忌いま々いましく思っていたからにすぎない。

　だから恩着せがましく言われるいわれはないのだが、侯爵の影響力を見せつけられた気がして、アリシアも小さく身を震わせた。

「ユーランにとってのティルナード様は、あくまで『地方伯レイデン家の血を引くおぼっちゃん』でしかない。あんなに火と暴力を恐れているティルナード様の屋敷に火を放ち、眼の前で私を刺して……連れ去った。今ごろどのような眼に遭あわされているか分かりません。強公爵、お早く！」

「そのためにはまず、事態の確認が先だ、セイグラム」

　出兵をせかすセイグラムに、カシュヴァーンはもう一度確認が先だと強調した。その上で彼の口から続いた言葉はひどく冷静で、冷れい酷こくですらあった。

「レイデンの現在の状況を探るため、とりあえず偵てい察さつの兵は出そう。だが実際に兵を動かせるかどうかは分からん。お前も知ってのとおり俺は四し方ほう敵だらけの状態だ。そんな中で下手に兵を動かすわけには」

「今この時にも、ティルナード様はむごい扱いを受けているかもしれないんです！　あの方は心も体も決して強くはない、ましてや相手はあのユーランですよ!?」

　みなまで聞かず、気け色しきばむセイグラムに、ノーラもおそるおそる口添えする。

「カシュヴァーン様も、レイデン伯爵のことは憎からず思っておいでなのでしょう……？　ど、どうにかなりませんの……？」

「そうですわカシュヴァーン様。それにレイデン伯爵様には、いずれレイデン地方の権限をお返ししなければいけないんですもの。今恩を売っておいて損はありませんわよ」

　アリシアも加勢したが、三人それぞれの訴えを聞いてもカシュヴァーンの口く調ちようは変わらない。

「国王陛へい下か、〈翼の祈り〉教団、オーデル侯爵、それにラグラドール人たち。奴らは常に俺の動向を気にしている。先走って兵を動かしたりすれば、それを理由に難なん癖くせをつけられたり、最悪アズベルグに攻め込まれる可能性すらある」

　各地の領主が力を持っている状態を快こころよく思わず、絶対王政の実現を目もく論ろむシルディーン国王。

　アズベルグ地方にはいまだ熱心な信者も多い〈翼の祈り〉教団。

　先ごろ事を構えたばかりのジスカルド。

　金次第で敵にも味方にもなり、一度はディネロとの争いを誘発しようとさえしたラグラドール人たち。

　下克上の火がいまだくすぶるこの国では、少しでも隙すきを見せればたちまち足をすくわれる。何より厄やつ介かいなのは、図はからずもカシュヴァーン自身が近隣の地方伯を取り込んで、大きな勢力になりつつあることだ。

　これ以上悪目立ちすれば、たちまち四方から潰つぶされることだろう。

「それにもう夏も終わりだ。すぐに秋が来て冬になる。この地の長く厳しい冬を乗り越えるためには、今の時期にできるだけ多くの食料を備蓄せねばならん。だからこそ豊作祈願の祭りを盛大に行い、秋の収穫に備えてほしかったのだが……」

「──あなたが心を砕くだいて準備をしていた祭りを、台なしにしてしまったことは申し訳なく思っております」

　強張った声でセイグラムが先んじて謝罪する。

　カシュヴァーンも時じ機きの悪さを責めるつもりはなかったようで、ただ短く嘆たん息そくした。

「とにかく、俺はアズベルグ地方の領主だ。この地のことを第一に考える義務がある。偵察の兵は手配したが、この時点でこれ以上のことは約束できない」

「分かりました」

　呆あつ気けなくセイグラムは了承した。

「では私は、ティルナード様を助けに行かなくてはなりませんので。失礼」

「待てセイグラム！」

　言うが早いか立ち上がろうとしたセイグラムの体の動きをあらかじめ読んでいたカシュヴァーンが、早速押さえつけた。

「お前らしくもないぞセイグラム。主あるじがさらわれて頭に血が昇るのは分かるが、熱くなればいいというものではないだろう」

　静かに諭されたセイグラムの表情が軋きしむ。一瞬の間まのあと、彼は大声でこう叫んだ。

「今さら主人面づらして命令しないで下さい！　……あなただって、私の手を取らなかったではないですか!!」

　悲鳴のような叫び声に、アリシアはジスカルドがこう嘲あざ笑わらったことを思い出した。

　己おのれの虚きよ栄えい心しんを満たしてくれる主を探し求め、数々の家に潜もぐり込んでは前途ある若者の人格を踏みにじってきたセイグラム・アーレイ。

　セイグラムがアズベルグ地方にやって来たそもそもの理由も、カシュヴァーンなら自分の求める主に相応ふさわしいと踏んだからだ。しかしカシュヴァーンにはすでにトレイスという腹ふく心しんの部下がおり、セイグラムの願いは叶かなえられなかった。

「ティルナード様は強くもなく、空気も読めず、口ばかり達者でわがままです。それでも……あの方だけが、私の差し出した手を取った。私を選んで下さった」

　セイグラムもなにも、各地の名家の子息を好んで潰して回っていたわけではない。けれどセイグラムが主に要求する資質は非常に高く、それをずけずけと口にする性格でもあるため、一度は彼を受け入れた主もそのうち嫌になってしまうということを繰り返していた。

　もちろんティルナードに対しても、主を主とも思わない態度は一いつ貫かんしていた。しかしティルナードはセイグラムの自分への愛情をきちんと感じ取っており、ジスカルドがセイグラムを侮辱した際には真っ向反論さえしてみせたのだ。

「燃える屋敷の中で、私とユーランはティルナード様を挟んで奪い合いになりました。その時背後から近づいてきた〈翼の祈り〉教団の兵士が、私を刺した」

　腹部の刺し傷はその時のものなのだろう。

「まんまとティルナード様を奪だつ取しゆしたユーランは、私にとどめを刺そうとした。しかしティルナード様は私の命乞いを……私を殺させまいと、自らあの男に連れ去られたのです」

　奥歯を嚙み締め、セイグラムは血を吐くような声を振り絞る。

「待っているから絶対に生きて助けに来いと、あの方はお命じになりました。ティルナード様が私の主であり、私に命令できるのはあの方だけだ！　放して下さい!!」

「……セイグラム」

「放せと言っているんです!!」

　怒鳴り続けるセイグラムに、アリシアがこわごわと口を開いた。

「あの……セイグラム」

「なんですかアリシア様！　言っておきますがいつもの的外れ発言はお控え下さい、今の私は手加減できない……!!」

「あのね……そっち……カシュヴァーン様じゃないの」

　遠慮がちなひと言に、セイグラムが動きを止める。

「それは、柱よ……カシュヴァーン様は、こっち」

　奇襲を受けた際か、あるいははるばるレイデン地方から山越えして駆けつけた際に失ってしまったのだろう。普段セイグラムがかけている眼め鏡がねは見当たらない。

　取り乱したセイグラムが裸眼で怒鳴りつけていたのは、寝台の横にある灰色の柱だ。アリシアもよく黒衣のカシュヴァーンと屋敷の黒い柱を間違えたりするが、今は色すら合っていない。

「大丈夫？　まるで私みたい……」

　アリシアのそのひと言が、何よりも強くセイグラムを打ちのめしたようだった。

　セイグラムははきつく唇を引き結び、表情を隠すようにうつむいてしまった。

「──まずは落ち着くべきだというのがよく分かっただろう、セイグラム」

　あまりの気まずさにトレイスが表情を曇くもらせる中、痛ましい様を黙って見守っていたカシュヴァーンが口を開いた。

「腹の傷は案外深い。出血量も多い。後は俺に任せて、お前はそこで寝ていろ。生きてティルを迎えに行きたければな」

　セイグラムが動こうとしないことを確かめて、カシュヴァーンはふうっと大きな息を吐いた。その顔には疲労の色が濃い。

「……レイデン地方の豊かな実りも、冬越えの計算には入っているんだ。奴らの狙ねらいがレイデンだけとも思えんしな。バルロイと今後の相談をしよう。トレイス、お前はディネロへの委任状を作成してくれ」

「委任状……？」

　そういえばディネロ様とはちゃんとお別れの挨拶ができなかった、と思いながら不思議そうに聞き返したアリシアに、カシュヴァーンは短く説明する。

「状況によっては俺はレイデンに行くことになる。その際は領主の代行者が必要だ。あいつなら誰も文句を言わない」

「先日フェイトリンに行く時も、アズベルグ公爵に領主代理をお願いしていたのですよ」

　トレイスがさらに言葉を足すのを背中で聞きながら、カシュヴァーンは歩き出す。

「ノーラ、ひとまずセイグラムは任せた。こちらの屋敷にいる人間は好きに使ってくれていい。話はしておく」

「わ、分かりましたわ」

　てきぱきと指示を出していき、最後にカシュヴァーンは妻に声をかけた。

「……アリシアは、とりあえずここにいてくれ。何かあればまた連絡する」

　後ろ姿で命じ、出て行こうとするカシュヴァーンに向かってセイグラムが深く頭を下げる。

「よろしく、お願いします」

　震えるその声にひとつうなずき、カシュヴァーンはトレイスを連れて部屋を出た。

　同時にセイグラムはすべての力を使い果たしたかのように、寝台に崩くずれ落ちて眼を閉じた。







　結局カシュヴァーンは、祭りを楽しむ暇もなく、バルロイにも頼んでレイデン地方に兵を出すことになった。

　元々レイデン地方に配置してあった配下たちからも、改めて詳細な状況の報告が届いたからだ。レイデン家の屋敷を襲ったのは間違いなく〈翼の祈り〉教団であり、屋敷は燃え落ち、多くの使用人たちが殺され……そしてティルナードの行方ゆくえは、杳ようとして知れない。

　襲撃の規模が小さく、差し当たっての被害がレイデン家の屋敷だけに留まったことは不幸中の幸いと言えよう。

　だがこれ以上のことが起こらない保証はどこにもなく、戦せん火かの拡大を防ぐ意味も込めてカシュヴァーンは出兵を決意した。

「レイデン伯爵様のお屋敷は、燃えてしまったのね……」

　ぽつりとひとりごちたアリシアは、窓の向こうを眺めやる。

　地方伯の屋敷と言えば名家の象徴だ。アリシア自身生家フェイトリンの屋敷への思い入れは強く、珍しくしょんぼり肩を落とす彼女をかたわらのルアークが慰める。

「燃えちゃったのは残念だけど、ティルぼっちゃんが見つかったらまた建て直せばいいんだよ。十年前にも一回燃やされて、また建て直したって話だしね」

「そうね。とりあえずレイデン伯爵様を見つけないとね……」

　ふう、と小さく息を吐いたアリシアは、また灰色の雲に覆おおわれた空を見上げた。

「きっと大丈夫だよ、あのぼっちゃんはああ見えて割と打たれ強いし」

「そうね……カシュヴァーン様の弾たま避よけになってくれたぐらいだし。だけど心配だわ……せめて、肥ひ料りよう要いらずをもっと召し上がっていただいていれば……」

　自分は食べ慣れている有毒植物の名を挙げてため息をつくアリシアの横で、ルアークは「いや、体が慣れる量食べる前に死んじゃうんじゃないかな……」とそっとつぶやいた。

　ここは黒い森に囲まれた屋敷ではないので、その分視界は開けていたが、年中気候のよくないアズベルグ地方ではそもそも青空を臨める機会は少ない。アリシアの基本的な趣味からすれば陰いん鬱うつな曇り空は大歓かん迎げいのはずだが、今はせめて空ぐらい青く晴れていてほしかった。

　領地内から兵を集めたり、情報収集をしたりする関係上、カシュヴァーンはかつての領主の屋敷に留まったまま。

　その他いつもの面々も、警備の都合で同じところで生活をしている。

　前述どおり元々居住に必要なものは整えられていたし、アリシアの順応性は極めて高い。装飾が地味でつまらない以外の不満はないのだが、事態は芳かんばしくないようだ。カシュヴァーンは常に出かけていて、ここ三日ほどまったく顔を合わせていない。

「せめて守り石ぐらい、お渡ししておけばよかったわね……」

　アズベルグ地方に伝統的に伝わるお守りの石を、以前ティルナードにも渡そうとしたことがある。

　山越えするのに邪魔だとセイグラムに断られてしまったが、無理をしてでも差し上げておけば、と後悔するアリシアに、ルアークは微苦笑した。

「そーだねえ、等身大の守り石を背負わせときゃ、連れ去るにも相当手間取ったろうにねえ……、おっと」

　いつもながら勘かんのいいルアークが振り向いた直後、部屋の扉が開いた。アリシアの部屋として割り当てられた部屋に入ってきたのは、トレイスを連れたカシュヴァーンだった。

「まあ、カシュヴァーン様、お帰りなさいませ！」

　久しぶりに夫と会えてアリシアはぱっと顔を明るくしたが、カシュヴァーンの表情はあまり動かない。

「久しぶりだな。だが今日は出しゆつ立たつの挨拶に来たんだ」

「えっ……、あ、レイデン地方に……？　もう、今から……？」

　戸と惑まどうアリシアに、カシュヴァーンはあっさりうなずく。

「ああ、もう準備は整った。正直まだ状況がよく分からんところもあるが、ここでぐずぐずしていても始まらん。それにこれ以上傭兵たちの逗とう留りゆうを長引かせておくと、領民が不安がる。いったんレイデン地方へ出兵させてしまったほうがいい」

　祭りの席に傭兵団を招いたのは、ラグラドール人とも多少は交流を持つべしというカシュヴァーンなりの考えあってのことだろう。

　だが前領主の時代から勝手に通行したり居座ったりなどやりたい放題の傭兵たちに対して、領地内での反発はやはり強いようだった。

「傭兵のみなさんとの付き合いは、目もつ下かの問題を解決してからって話だね。あっちの自じ業ごう自じ得とくの部分もでかいし。とりあえずティルぼっちゃんを探さないとってことか」

　軽い調子で言ったルアークに、カシュヴァーンはこう命じた。

「ルアーク、お前はここに残ってアリシアを守れ。俺の留守中、何かあっては困るからな」

「えっ、そんな、いけませんわ。ルアークにはカシュヴァーン様を守ってもらわないと！」

　主あるじ夫妻に正反対のことを言いつけられ、ルアークはちょっと困った顔をした。

「あー、えーと、どっちの言い分にも一理あるねえ。状況がよく分からないレイデン地方に行くカシュヴァーンおにいちゃんも危ないし、戦闘能力も危険察知能力もないアリシアをほっとくのもやばそうだし……でもそーだなー……やっぱ敵陣に飛び込む役のほうが……」

　緑の瞳を天井付近にさまよわせるうち、ルアークはいいことを思いついた、という顔になった。

「あっそうだ、レネにアリシアを守ってもらえばいいよ！」

　ぱちっと器用に指先を鳴らし、ルアークはここぞとばかりにカシュヴァーンに同意を求めた。

「カシュヴァーンおにいちゃんだって、護衛が女の子のほうが安心できるでしょ？　旦那のいぬ間に、俺が既成事実の作り方を教えちゃ困るもんねぇ」

　同意を求めるわざとらしい上うわ目め遣づかいから、カシュヴァーンはふいと眼を逸らした。

「……別に。アリシアが本気で嫌がることをお前がするとも思えんしな」

「──ずるい言い方するなあ」

　苦笑いして肩をすくめたルアークは、今度はアリシアのほうを見て、

「ちなみに俺のほうが強いから、より危険そうなカシュヴァーンおにいちゃんについて行こうって思ってるんだよね。ジェダさんとレネの腕はたぶん一緒ぐらいだから、残るのはジェダさんでもいいかな、とは思うんだ。ま、ちょっとばかりバルロイおじさんに変な入れ知恵されてるのが気にはなるけど……アリシアはどう？」

「私はジェダが護衛でも構いませんわ。ルアークさえカシュヴァーン様を守ってくれれば」

　迷いなくアリシアがうなずくと、カシュヴァーンは渋い顔をして「ずるいのはどっちだ」と毒づいた。

「分かった。バルロイに言って、レネを借りよう」

「よし決まり！　じゃあトレイスさん、お邪魔虫は席を外そう」

「え？」

　いきなり腕を引っ張られ眼を丸くするトレイスに、ルアークは「分かってないね」と笑った。

「もう、鈍いなあ。カシュヴァーンおにいちゃんは出立の挨拶をしに来たんでしょ？　当分会えなくなっちゃうんだから、ここは二人きりにしてあげないと」

「あっ、ああ、そうだな」

　ぐいぐい引っ張っていかれながら、トレイスは無言のカシュヴァーンを振り返る。

「……カシュヴァーン様、あの、五百年……いいえ、その、なんでもありません」

　言いかけた言葉を飲み込むと、トレイスはアリシアにも気遣わしげな視線を送りながら部屋を出て行った。







　静かな室内には、アリシアとカシュヴァーンの二人きり。

「え……、ええと……あの」

　毛足の長い深緑の敷物に意味もなく視線を落とすアリシアを、カシュヴァーンは黙って見つめている。

　とてつもなく空気が重い。

「特別」に好きになる必要はないと。祭りのあの日、ディネロと交かわした会話を明らかに聞いていた様子だった夫の顔を、なぜかまともに見られない。

「お、お祭りは、どう、されましたの？」

　沈黙がつらく、唐突な話を唐突に始めたアリシアに、カシュヴァーンはわずかに間を置いてから答えた。

「ああ……豊作祈願な。日数は少し短縮することにはなったが、とりあえずやるだけやり切った。最後のほうは領民たちも傭兵たちもだいぶ酒が回って、一部は手を取り合って踊ったりしていたそうだから、まあまあ成功と言えるだろう」

　そこまで話してくれてから、ひと言ぼそりとつけ加える。

「と言っても、急な日程の調整や、不安がる領民たちをなだめる役をやってくれたのはディネロだけどな。俺はレイデン行きの準備に追われて、そっちまで手が回らなかった」

　不機嫌とまでは言わないが、その声に少しぴりぴりしたものが含まれているのを感じ取ったアリシアは懸命に違う話題を探す。

「ええと、短縮と言えば……レイデン地方までは十日ほどかかるということでしたけど、最近はずいぶん日数が短縮されましたのね」

「バルロイが、ラグラドール人だけが知っている抜け道を教えてくれた。獣けもの道みちのような、かなり狭い道ではあるが、少人数ならかなり行程を短縮できる」

　セイグラムが血相を変え、レイデン地方からやって来てから今がちょうど十日目だ。その間にレイデンからは続報が届き、カシュヴァーンはおよそ千の兵をかき集めてレイデン行きの準備を整えた。

「三分の一は傭兵さんたちじゃああるけど、手て際ぎわがいいことで。なんだかんだで、備えはしてあったってことだねえ」とはルアークの弁だ。下手に兵を動かすと眼をつけられる、と口にする一方で、カシュヴァーンは事があることを見越していつでも使えるだけの軍備をしていたのだろう。

「セイグラムにも、出立の挨拶をなさいます？」

「いや、あいつに挨拶などすればついて来ようとするに決まっている。隙があれば動き回ろうとして、ずいぶんノーラも手を焼いているそうじゃないか」

　セイグラム慣れしていないこちらの屋敷の使用人たちは、彼の皮肉と嫌味に怯おびえてしまってまともに看病ができない。そのため「なんで私が」とぶつぶつ言いながらノーラがセイグラムの世話をしている。

　しかしこんな時にもある意味主あるじ想いのセイグラムは、「点数稼かせぎをしても無む駄だだ、ティルナード様はいずれ独ひとり立だちする。結婚相手の家名も本来なら武器になるのに、メイド風情と結婚しても意味がない」と言い放はなち、怒いかり狂ったノーラにスープ皿を投げつけられたとか。

　中身が入っていなかったのが一応の優しさではあるが、彼女の怒りがなかなか解とけなかったので、一時期トレイスが看病を代行したりもしていた。

「アリシア。万一セイグラムが無茶をしようとしたら、殴なぐってでも止めるようノーラやレネにも言っておいてくれ。あの馬鹿、腹に穴を空けられた状態でレイデンからここまでやって来たんだ。ここで動かしたらティルより先にあいつがだめになる」

「分かりました、セイグラムを殴るよう言っておきますわ……」

　簡潔に要約したアリシアの脳のう裏りに、ある考えがひらめいた。

「そうだわカシュヴァーン様、守り石を持ってお行きになって！」

「……守り石って……あの、俺と同じぐらいの大きさがあるやつか……？」

「ハルバーストの薔薇屋敷」を、「ライセンの石屋敷」に変貌させてしまった黒い巨石群。妻と愛人と暗殺者がこぞって贈ってきたお守りを持っていけ、と勧すすめられ、カシュヴァーンは顔を引きつらせた。

「……いや、屋敷まで戻る時間が惜しい。気持ちだけもらっておく」

　うまく逃げられたが、アリシアは眉根を寄せて考え込む。

　何かしたい。

　カシュヴァーンの役に立ちたい。

「それでは……ええと」

　古い記憶の糸を手た繰ぐり寄せながら、アリシアは両手をぎゅっと握ってたどたどしく唱となえ始めた。

「あなたの進む道に、翼の加護があらんことを……」

「──アリシア。それはだめだ」

　いきなり真顔になったカシュヴァーンの手が伸び、手首を摑つかまれ祈りの姿勢を崩される。

　久しぶりの接近にちょっと赤くなったアリシアを見る、カシュヴァーンの表情は複雑そうだった。

「〈翼の祈り〉の旅立ちの聖せい句くを、今から〈翼の祈り〉教団とやり合おうという男に贈ってどうする。……まして俺は、神様なんて信じちゃいないんだぞ。大体お前だって、そう熱心な信者というわけではないだろう」

　貴族と王族の支配を是ぜとする根拠でありながら、下げ克こく上じようの風潮に流され新興貴族たちにも翼を贈ると宣言をした〈翼の祈り〉教団。地方伯に代表される旧名家の者たちは、そのせいですっかり〈翼の祈り〉教への信仰心を失ってしまっている。

「ええ、それは分かっております。ですけど、守り石もお持ちにならないなら、使えそうなものはなんでも使ったほうがいいと思って」

　アリシアもまた、決して熱心な信者であるとは言えない。だが国教として人々を支配してきた歴史が長く、生活に根づいた素朴な教えのすべてが、完全に廃すたれてしまったわけではない。

「亡くなったお母様も、お父様がお出かけになる際にはよくこんな風ふうにしていたんですの。うちはお金がなかったから、ただでできることはなんでもしておいたほうがいいって」

　両親のことを思い出しながらアリシアが説明すれば、カシュヴァーンはゆっくりと妻の手を解放した。

　鋭い瞳の奥で揺れる、怖いぐらいに真剣な光。

　アリシアでさえ居い住ずまいを正さずにはいられないような光を瞳ひとみに宿したまま、カシュヴァーンは静かにつぶやく。

「ガキの頃からもう何年も、俺は祈りを捧ささげていない。教団に寄付をしていないし、聖堂にも顔を出していない」

　アリシアとの結婚でさえ、屋敷にある聖堂を使わなかったカシュヴァーンだ。彼の不信心、というより宗教にいっさい関わらない態度は徹底している。

「俺は神様に何もしてやっていない。だから神様も、俺に何もしてくれなくていいんだ」

　おごそかに、まるで祈るように言ってから、カシュヴァーンは自じ嘲ちよう的に片頰ほおを歪ゆがめた。

「つまらん意地だと思うかもしれんが、これは俺のけじめの問題だ。だが、気持ちだけはもらっておく」

「……でも、私……」

　提案その二も断られてしまい、アリシアは表情を曇らせてうつむいてしまった。

「つ、妻として、危ない場所にお出かけになる夫に、何か……しないと……」

　役に立ちたい。

　それは、どうして？

　──役立たずだと「困る」から？

　──もういらないと、そう言われてしまうから？

「俺はお前を買ったんだ。だからお前は、金額に見合う働きさえしてくれればいい」

　まるで、アリシアの自問自答を読んだようなカシュヴァーンの台詞せりふ。

　はっとして振り仰いだその顔は、しかし予想に反してただ優しかった。

「ただそこにいてくれるだけでいいと、最初に言っただろう？　お前は今のままで、十二分に俺の要求に応こたえてくれている。払った金以上のことはしてくれなくて構わない」

「カシュヴァーン様……」

　カシュヴァーンのこういう顔には見覚えがある。

　好きだから、愛しているから、これ以上は望まない。そう言った時の……

「……なあアリシア。心配しなくても、俺はお前に『特別』に好かれようとは思っていない。たとえ俺がお前を好きでも、愛していてもだ」

　伸びてきた大きな手が頭に乗せられた。

　剣だこの目立つ武ぶ骨こつなその手は、亜麻色の髪の流れに沿ってそっと滑すべる。

「お前の人生と運命を、自分の欲望のために狂わせた自覚はある。……だからお前に嫌われても、憎まれても、仕方がないと思っていた。他の奴と同程度に好いてもらっただけでも、俺のような嫌われ者にはありがたいことだ」

「……そんな……そんなこと、ないです。カシュヴァーン様のことを好きな人だって、たくさん、いますわ……」

　髪を撫でる手から伝わるぬくもりと切なさに、必死になってかける言葉を探せば、カシュヴァーンはかすかに瞳をすがめた。

「そうだな。お前のことを気に入っている人間もな。例えば……ディネロ・アズベルグ」

「ディネロ様……？　そうですわね、時々こちらにいらっしゃいますけど……」

　レイデン地方へ旅立つカシュヴァーンに代わり、領主代行を正式に委任されたディネロは最近よくこの屋敷に出入りしている。森の奥の館やかたは場所が辺へん鄙ぴすぎるため、ここを代理領主の仮住まいとするのだそうだ。

　いつもの見回りについては別の人間に任せているので、心配ないと言っていた。家か令れいリドレックもこちらに移ってきて、セイグラムとはまた少し違う意味で使用人たちから恐れられている。

「……あいつと、そんなに頻ひん繁ぱんに会っているのか？」

「いえ、それほど頻繁というわけでは……ディネロ様もお忙しいみたいですし」

　ずっと顔を見せてくれなかったカシュヴァーンとよりは、確かに会う機会は多いけれど。

　でも、そんなわがままを言える立場ではないことは分かっている。

「──かつての領主の館に、かつての領主の血筋、か」

　髪に触れていた手が離れた。

「古き良き時代に戻ったという声が、ちらちら聞こえるようになってきた」

　アズベルグ地方の領主は現在はカシュヴァーン・ライセン、その前はレジオール・ハルバースト。メイドの血を引くカシュヴァーンへの反発はもちろん強いにしても、先代のハルバースト家に対しても、よく思っていない人間が大勢いたとはアリシアも聞いていた。

　アズベルグ地方は地方伯アズベルグ家のもの。そういう認識がいまだ人々の心に残っている。

　大半が没落している状態でなお、地方伯の名前に対する幻想は強いのだ。地方伯の血を引く者としてある意味喜ぶべきなのかもしれないが、つぶやくカシュヴァーンは少し疲れたように見えて、髪に残ったぬくもりが消えていくのがひどく悲しい。

「俺はもう、帰って来ないほうがいいか？」

　心臓が止まったかと思った。

　息を止め、その場に凍こおりついてしまったアリシアを眺め、カシュヴァーンは眼を閉じて苦笑いする。

「……どうかしているな。困らせてすまない」

　ひとつ大きな息を吐くと、カシュヴァーンは何事もなかったかのように表情を戻した。

「では、行ってくる、アリシア。レイデン地方で何かうまい物でも見つけたら、土産に持って帰ってきてやろう」

　ちょっとわざとらしいほどいつもどおりの台詞を残し、踵きびすを返す夫のマントの裾すそを、アリシアはとっさに摑んだ。

「あのっ」

　驚いたように振り返るカシュヴァーンに、アリシアも内心自分の行動に驚きながら言った。

「何か……したいんです」

　このままカシュヴァーンを行かせてはいけない。

　そう心は焦あせるのに、具体的なことが思いつかない。守り石も聖句もだめなら、自分は彼のために何ができるだろう？

「私……カシュヴァーン様の……ために、何か……」

「……では、口づけをしてくれるか」

　マントの裾をさばいたカシュヴァーンが、その場に膝ひざを折る。

「え？」

「いってらっしゃいの口づけだよ。……嫌か」

「い、いいえ！　あの、させていただきますわ……」

　わずかに見下ろす位置にあるその頰を、アリシアはためらいながらそっと両手で挟み込んだ。

　この距離でも眼を閉じず、じっとこちらの動きを見ている強い視線に「おなかが痛い」思いをしながら、ゆっくりと顔を近づける。

「ん……」

　最初は軽く、ついばむように。位置が間違っていないことを確認したら、やわらかい感触を味わうために、味わわせるために、少し深く。

　こうでしたわよねエルティーナ様、と教本を思い出しながら一生懸命やっているアリシアと、唇くちびるを触れ合わせたままカシュヴァーンがつぶやいた。

「……少しは上手になったな」

　笑みを含んだ声と同時に、不意に伸びた手がアリシアの肩を抱く。

「……んっ……!?　ん、んっ……」

　強く抱き寄せられ、後頭部を軽く押さえるようにして唇を密着させられた。

　自分の間合いで息ができなくて苦しい。思わずカシュヴァーンの肩口を摑んでしまったが、震ふるえる指先は服の生き地じを握り締めるだけに終わった。

　全身が熱く燃えているようだ。「おなかが痛い」も最高潮で、本気でこのまま至高き国に昇ってしまうのではないか、とさえ思える。

　でも、やめてほしくない。

　以前ジスカルドに口づけをされた時は、びっくりしたというのはもちろんあったが、「やめてほしくない」なんて思えなかったのに。

　これが、「特別」ということなのだろうか。

　ちくりと胸を刺したそんな考えも何もかも、唇から伝わる熱に溶けていってしまう。

「……ふ……」

　いつしかたくましい腕に体を預け、されるがままだったアリシアから、カシュヴァーンはそっと離れた。

「大丈夫か？」

「は、はい……」

　ちょっと足あし下もとをふらふらさせている妻の頭を軽く撫でてやってから、カシュヴァーンは改めて踵を返した。

「行ってくる」

　まだぼうっとしていたアリシアは、ぼうっとしながらもこう言うのを忘れなかった。

「必ず……お戻りになって」

　カシュヴァーンは顔だけ振り返って笑ってみせてから、部屋の外で聞き耳を立てていたトレイスとルアークを平等に小突いた。







　フェイトリン産の茶葉を惜しみなく使った、馥ふく郁いくたるお茶の香りが鼻先をくすぐる。

　家令リドレックが見事な手際で注そそいだ茶を受け取ったアリシアは、自室の窓の外へと眼をやった。

「みんなそろそろレイデン地方に着いたころかしらね、レネ」

　カシュヴァーンがレイデン地方に旅立ってから、もう五日が過ぎた。出立前に聞いた話によれば、そろそろ山越えは終わったあたりだろうか。

　陰鬱な曇り空を眺ながめてアリシアが言うと、お茶の相手をしていたレネは無表情に答える。

「一軍を率いてのことになると、もう少し時間がかかるでしょう。ラグラドール人だけならいざ知らず、シルディーン人との混合部隊は足並みを揃そろえるだけでも大変なはずです。とはいえバルロイ様が同行されているのですから、問題ありません」

　最後はバルロイを褒ほめて結んだレネに、同じくお茶の相手をしていたディネロが静かな視線を向けた。

　過去に何度か領主代理をやっているディネロはこの役目に慣れているらしく、特に大変そうな様子ではない。あの祭りの日はちょっと普段と違って感じられたが、いつも同じ時間に顔を見せてくれるディネロは最初に会った時と変わりなく思えた。

「バルロイが、そんなに、好きか」

「ええ」

　即答するレネにディネロは「そうか」とだけうなずいたが、アリシアはちょっと考え込んでしまった。

　レネはバルロイが好き。

　それは「特別」な好きなのか。

「ねえ、レネ。レネはレクサンドール子爵様のことが好きなのよね？」

「ええ。好きです」

「誰よりも好き？　誰よりも……『特別』？」

「はい、そうです」

　いっさいの迷いなく答えたレネに、アリシアはまた考え込む。

「ねえ……もしも、レクサンドール子爵様と離れなければいけないとなったら、どうする？」

「離れません」

　前提を無視した即答に、アリシアは「そうね、確かに離れなければいいのよね……」と再び考え込み始めた。

　するとまた、ディネロがレネに尋たずねた。

「バルロイに、離れろと、言われたら、どうする」

「今、実際に離れております」

　レネの返事を聞いてアリシアはあっ、と声を上げた。

「嫌だわレネ、ごめんなさい！　レネはレクサンドール子爵様と一緒にいたかったのに。やっぱりジェダを護衛にしておけばよかったわ」

「いえ、これはバルロイ様のご命令です。私はあの方の部下ですから。大事な金づるの奥様を守れ、そう命じられれば従います」

　嫌味な風でもなく、淡たん々たんと答えるレネの言葉がアリシアの心のどこかを引っかいた。

　もう帰って来ないほうがいいのか、なんて。どうしてカシュヴァーンは自分にそんなことを聞くのだろう。

　どうしてアリシアに、選ばせようとするのだろう。

「そうね……命令されれば、ちゃんと言うこと聞くのに、私も……」

　しょんぼりしたアリシアに、レネ、ディネロ、リドレックがそれぞれ何か言いかける。

　だがそこへ扉を叩く音が響き、リドレックが分ぶ厚あつい木製の扉を素早く開いた。

「奥様……あ、あら、いけない、そういえばこの時間は……」

　扉の外に立っていたのは、結局まだセイグラムの看病をしているノーラだ。

　リドレックを見てやばい、という表情になったが、アリシアはまったく気づかず顔をほころばせる。

「あら、ノーラ、いらっしゃい。セイグラムの食事は終わったのね。一緒にお茶を飲まない？」

「そのつもりで来たんですけど……いえ……でも、私……メ、メイドが奥様のご友人とのお茶会に参加するなど、失礼かと……」

　セイグラムとの怒鳴り合いには慣れてしまったノーラだが、自称カシュヴァーンの愛人を礼儀正しく無視しているリドレックは苦手である。

　リドレックもさほど表情を動かすことはないが、いまだ席を用意することもなく立ったままだ。

　一度は結託し、ディネロとアリシアの間に間違いを起こそうとしたことさえある二人だが、リドレックがカシュヴァーンをある程度認めた後は事情が変わった。使用人の作法に厳しい家令は、正妻への下克上を企たくらむメイドを捨て置くことができないらしい。

「護衛も、参加している。メイドも、遠えん慮りよ、するな」

　逃げ腰のノーラに、ディネロがリドレックに軽く眼をやってから声をかけた。

「お前は、アリシアと、親しい。俺は、気にしない」

「私がするんですけど……」とノーラは口の中でぼやいた。

　得体の知れない雰囲気のディネロのことだって、得意ではない。いつなんどき「おっぱいメイド」と言い出すか分からないレネとの同席も勘かん弁べんしてほしい。

　だがリドレックが空いていた椅い子すを引き、茶の用意をし始めたので観念したようだ。努めてしずしずと歩いて来て、あまり周囲と眼を合わせないようにしながら腰を下ろした。

「セイグラムの調子はどう？　ノーラ」

　目立たないよう苦心しているノーラの心中など知らないアリシアは、無邪気に話しかける。

「あー……熱も下がりましたし、傷もふさがってきましたけど……その、体調が戻ってきた分、動き回ろうとするので大変ですわ。あっ、そうですわアズベルグ公爵、セイグラムのお見舞いに行かれてはどうですか。きっとセイグラムも喜びますわ！」

　ディネロが動けばリドレックも動くだろう。そうと見越してノーラは提案したが、乗ってきたのはアリシアだった。

「あら、そういえば最近お見舞いにも行っていなかったわね。ノーラはお茶を楽しんでいて、私はセイグラムのところへ」

「いえいけません奥様！　この人たちの中に私を置き去りにしないで下さい!!」

　思わず本ほん音ねを漏もらしたノーラにすがりつかれ、アリシアは不思議そうにしながら座り直した。

　以降、しばらく沈ちん黙もくが続く。

　かと言って気まずい空気が流れているわけではなく、全員、個別にお茶をすすっているだけだ。家令として完璧なリドレックは必要以上にはしゃべらないし、その他の人間は言いたいことがあれば急にしゃべり出し、しゃべることがなくなればこういう風になる。

　だから気まずいのは、まだ常識人の範はん疇ちゆうであるノーラだけだ。

「うぅ……全然気晴らしになりませんわ……今こそあの陰いん険けん眼鏡の無神経さが必要な時ですのに……」

　えらいところに来てしまったと嘆なげくノーラに、また不意にアリシアが話しかけた。

「ねえノーラ。ノーラは私のことが好き？」

「は？　……えっ、え、え……なんと言いますか、その、慣れたというか諦あきらめたというか、嫌いでは……あの……好き……です」

　途中でリドレックにじろっと睨にらまれたノーラは、渋々そう答えた。

「そう。それは『特別』な好き？　誰よりも私が好き？」

　妙にしつこく追及され、ノーラは心持ちアリシアから距離を取り始める。

「……ちょっと奥様、いくら旦だん那な様がいないからといって、手近ですませようとか変なことを考えていないでしょうね……？」

「手近で、すませる、か」

　ぽつりとディネロがつぶやき、レネが「ご主人の愛人と思いきや、実は妻とも……斬ざん新しんですアリシア様。参考にさせていただきます」と頭を下げた。

「お二人ともやめて下さる!?　奥様、言っておきますけど私、カシュヴァーン様の愛人の座を降りようなんて思っていないですからね！」

　大きな勘違いをしたまま、むきになって大声を張り上げるノーラをリドレックがちろりと一瞥する。

　口をつぐみはしたものの、反抗的に睨み返すノーラをよそに、「愛人」という単語に反応したアリシアは今度はディネロに顔を向けた。

「そういえばディネロ様。ディネロ様は、愛人になることに興味がおあり？」

「このお茶はお好き？」と聞くのとあまり変わらない口調で言われ、さすがのディネロも眼を丸くする。

「私は最近、エルティーナ様……オーデル侯爵夫人と文通をさせていただいているんです。あの方は顔のきれいな男性がお好きなんですの。その上にとってもお金持ち。ほら、ディネロ様のおうちは私の家と同様没落していらっしゃるから、お互いにとっていいお話ではもがもが」

「ほ、ほほほっ、嫌ですわ奥様ったら、セイグラムの見舞いに行きたいんですねそうですね！　とりあえずこの部屋を出ましょう、はい立って!!」

　肝心なところはふせぎきれなかったので、ノーラはアリシア強制撤去を開始した。

　ついでに自分も逃げようとしたノーラの企みを阻そ止ししたのは、ディネロのひと言。

「アリシア。お前は、愛人は、いらないか」

「もが、えっ？」

　びっくりしたノーラが手を離してくれたので、アリシアも驚きの声を上げる。

「私が愛人を持つということですか？」

「そうだ」

「いえ、そんな……だって私……カシュヴァーン様に買っていただいたんですもの。そんな私が、愛人を持つなんて。だって愛人ってとってもお金が」

「ただなら、いいか」

　祭りのあの日、アリシアを怖おじさせたあの奇妙な雰囲気が、ディネロの端正な顔を包み始めている。

　リドレックも思うところあってか、主あるじの発言を止めようとしない。

「俺は、ただだ」

「ディネロ様……？　……」

　胸騒ぎを覚え、彼の名を繰り返したアリシアの髪を一陣の風が揺らした。

　風のない室内に突然吹く風。それはルアーク及び、元〈玩具の兵隊〉たちの動きを示す。

「アズベルグ公爵は、アリシア様がお好きですか」

　アリシアのすぐ側に立って言うのは、いつの間にか移動していたレネだった。

「好きだ」

　即答するディネロをしばらく眺めたレネは、黙って体をずらし、ディネロの眼からアリシアを覆い隠す位置に立った。

「レネ？　どうしたの？　ディネロ様が見えないんだけど」

　アリシアの質問にレネは答えず、その眼はディネロに向けられたまま。

「間ま男おとこの出現により、夫婦の絆が深まる展開は歓迎します。ですが今、ライセン強公爵はアリシア様から離れすぎている」

　今ごろカシュヴァーンはようやくレイデン地方に着くか着かないか、というところ。トレイスやルアークといった側そつ近きんは同行しているし、何かあったとしてもすぐに取って返せる距離ではない。

「敵は外にばかりいるとは限りません。アリシア様、強公爵閣下がお戻りになるまで、あまりアズベルグ公爵と接近なさらないで下さい」

「え？　え、そう、ね……」

　ディネロのことを敵などと思ったことはない。

　けれど最近、時折見せる表情に戸惑いを覚えることも多いので、アリシアは曖あい昧まいな相あい槌づちを打った。

「いや、それはいいんですけど、このままお茶を続ける気なんですの……？」

　なぜ誰も素直にこの部屋を出て行く方向に持っていってくれないのか。余計におかしくなった空気の中で、ノーラはひとり悲ひ嘆たんに暮れていた。







　それから数日経った日の深夜のこと。

　どんな心配事があろうが、一回眠れば朝まで起きないアリシアの、健すこやかな眠りを覚ましたのはレネの呼び声だった。

「アリシア様、起きて下さい」

「むにゃ、あ、それもいただけるのなら……あら……レネ……？　……よね」

　寝起きも手伝い、ひときわぼんやりした視界に映るのは、さやかな月明かりを受けて光る小柄な白っぽい影。アリシアの枕元に立ったレネは、手際よくその辺に置いてあった眼鏡を探してかけさせてくれた。

「囲まれました」

「え？」

「人数も正体も不明ですが、かなりの手て練だれです。大きな騒ぎを起こした様子もなく、警備を突破していますから」

「あらまあ、それは大変だわ」

　特に驚くこともなくアリシアは答えた。起こってしまったことにはとやかく言わないのが彼女の主義である。

「どうしましょうね、レネ。とりあえず逃げる？」

「そうしたいところですが、逃げ道はもうふさがれています。まずは逃げ道を作るところから始めなければなりません」

　つまりは包囲網のどこかを突破しなければならないということだ。

「屋敷の中の人間も、そろそろ異常に気づき始めたようです。ひとまず合流しましょう」

　夜よ着ぎのままのアリシアの手を引き、レネは室外へ彼女を誘導した。

　薄暗い廊下に出て行くと、この時間だというのに建物のあちこちで小さな物音がしている。緊きん張ちようを帯びたささやき、小走りに駆ける足音。

　屋敷を囲んだ者たちは、まだ内部に踏み入って来ていないのだろう。しかし逃げ道をふさがれた状態のため、内部の人間も出るに出られず、対抗策を求めて右往左往しているようだった。

「どっちへ……あっ、痛っ！」

　レネに導かれるまま、歩き出したアリシアは近くの柱にぶつかって悲鳴を上げる。

「大丈夫ですか？　そうか、あなたは夜よ目めが利きかないのですね」

　夜目どころか昼間でも視界が怪しいアリシアである。眼鏡こそかけさせてもらったが、訓練を積んだレネとは違い、灯りもない廊下を衝突を避けて歩くのは難しい。

「そうなの、ごめんなさい。大丈夫よ、眼鏡も無事だし……あら？　急に明るく」

「アリシア」

　暗がりから突然聞こえてきた声に振り向けば、ランプ片手のディネロが五人の兵士を連れてそこに立っていた。いずれもディネロが自分の領地から連れてきた青年で、彼に深い忠誠を誓った頼もしい者たちである。

「無事か」

「ええ。ディネロ様は？」

「無事だ。だが、先は、分からん」

「そうですわね、でも囲んでいるのはどなたたちかしら。やはり〈翼の祈り〉の方々？」

　緊張感に欠ける会話の最中、破壊音と怒声が建物内のどこかで鳴り響いた。

　とうとう襲撃者たちが、屋敷の中に踏み入ってきたのだ。

「来たか」

　つぶやいたディネロの両眼に鋭い光がみなぎった。普段はアリシア同様、どこか浮世離れしてぼーっとしているように見えるが、彼は結構強い。

「火を、使われると、まずい。外へ、出る」

　以前ディネロの屋敷が襲撃された時も、先日ティルナードが連れ去られた時も、火が使われたのだ。状況的に相手は〈翼の祈り〉教団である可能性が高く、ならば同様の手を使う可能性も高い。

　このまま建物内部にいては危険と判断したディネロは、手にしていたランプをいきなりアリシアに渡した。

「あ、はい、持ちます……きゃっ」

　条件反射でランプを受け取ったアリシアの体が宙に浮く。

　ランプごとアリシアを抱え上げたディネロは、レネにひと言確認を取った。

「緊急、事態だ」

「致し方ありません」

　ディネロとの接近を避けるよう言い続けてきたレネだが、優先すべきはアリシアの無事と判断したのだろう。運搬係をディネロに任せ、自分はナイフを取り出した。

　準備ができたのを見届けたディネロは、五人の兵士たちにも目め配くばせして移動を開始する。

「ディネロ様、セイグラムとノーラは？　セイグラムはまだ怪け我がが治りきっていないはずなんですけど……」

　ランプを掲げ持ったアリシアに聞かれ、ディネロは短く答えた。

「人は、やったが、分からん」

　この切迫した状況下では、それが精一杯だろう。

「リドレックは？」

「内部を、仕切っている。俺と、お前に、まず、逃げろと」

「そう……ですわね。私たちが逃げないと、使用人は逃げられませんものね……」

　みんな無事だといいんだけど、と思いながら、アリシアはディネロの腕にしがみついていた。







　一番近い脱出口は、屋敷の横手へと抜ける通用口だった。閉ざされていた扉を兵士たちが蹴り飛ばし、開いたその先には。

　顔を隠し、火矢を掲げた襲撃者たちが、月明かりに照らされながらぐるりと周りを取り囲んでいる。

　カシュヴァーンが配置していたはずの警備陣は影も形もない。屋敷内ではまだ騒ぎが続いているが、一気に突入しないところを見るといぶり出そうとしているのだろう。

「あら……これはちょっと難しいわ」

　すべての火矢がこちらを向いている様は、夜間でも非常によく見える。状況を一瞥したアリシアは、ごくあっさりとそんな判断を下した。

「何が、狙いだ」

　同じく逃げ場なしと悟ったらしく、ディネロは物もの怖おじすることなくそう尋ねた。

「殺すなら、とっくに、火を放った、だろう。何が、狙いだ」

「あなたとアリシア様です」

　声は後ろから聞こえた。

　決意をにじませた表情でしゃべり出したのは、ディネロが連れてきた兵士のひとりだ。手にしていた剣を、忠誠を誓ったはずのディネロの背に突きつけて、

「ディネロ様。あなたこそが、やはりアズベルグ地方の領主なんです！」

　切せつ羽ぱ詰つまった声を聞いたディネロの眼が、苦いものを含んだ。

「そういう、ことか。警備も、ぐるだな」

「ディネロ様と私……？　ぐる……？　きゃあっ！」

　一歩遅れて復唱したアリシアの顔に血が飛び散る。ディネロに剣を突きつけていた兵士の腕に、レネがナイフで切りつけたのだ。

「突破します！」

　気合いをこめて叫んだレネが、続けざまにナイフを振るう。ディネロも相手が領民でもやむなしと判断したのか、腰の剣を抜いて構えを取った。

「やめておけ……」

　血の匂いが漂い始めた戦場に響く、だるそうな男の声。

　火矢を構えた兵士たちの間からふらりと姿を見せたのは、長ちよう身しん瘦そう軀くのひとりの男だった。目元や鼻を覆い隠し、背まで伸びた癖の強い長い黒髪を払い払い歩いてくる。

「怪我でもされると、道中の面倒が増える……暴れても逃げ場はない……」

　声、それに髪の隙間からちらちらと覗のぞく顔から察するに、三十代だろう。三十四歳ぐらいかしら、とアリシアは思った。

　ゆるやかなシャツにズボンというどこにでもいるような装よそおいだが、シャツの襟えり元もとはゆるやかではすまされないほどよれて黄ばみ、ズボンの裾は土に汚れてくしゃくしゃだ。物ぶつ騒そうな台詞を口にしているはずなのだが、だらしなく着崩した服装とも相まって、だらだらと間延びしたそのしゃべり方にあまり緊張感はない。

「そのために面倒な準備をしたんだ……おとなしくついて来い……」

　命令するのもだるそうな男の声に、レネが一瞬ディネロへ視線を向けた。

　次の瞬間彼女はぱっと身をひるがえし、腕を押さえてうめいている兵士の横をすり抜けていずこかへと姿を消した。

「レネ！」

　驚くアリシアを尻しり目めに、さっきの男がまただるそうにつぶやく。

「〈翼の護り〉の生き残りか……ライセンに知らせに行ったか……？　まあいい……お前たち二人さえいれば……」

　そう言うと男は、あくびをしながら背後の兵士たちに命じた。

「まったく、夜に働かせないでほしいぜ……捕つかまえろ……傷はつけてもいいが殺すなよ……」

「傷もだめですよ、レオニアさん！」

　レオニアと呼ばれた長身の男の背後からひょこっと顔を出したのは、茶色い髪の人のよさそうな若者だった。

　レオニアと同じように服は少しだらしなく着崩しているが、襟元や裾が汚れたりはしていない。よく見るとベルトを二重にしたり鮮やかな色の布を足してみたりと、おしゃれの一環でそうしているのが分かる。

「リュク……お前も黙ってろ……」

　面倒そうに言われても、リュクは止まらない。ディネロの腕の中のアリシアに興味深そうな視線を向け、

「あっねえねえ、君が噂うわさの死神姫だよね？　俺はリュクっていうんだ！　顔をよく……あれ？」

　レネの行方を追って横を向いていたアリシアが前を向いた途端、リュクは眼を丸くした。

「あっ、あれっ、君が噂の死神姫？」

「ええ、私がそうですけど」

「あれっおかしいな、噂では『その姿は夜空に輝く青白き月が如ごとし』……あれ？」

　何か過剰な期待をかけていたらしく、疑問符をまき散らすリュクにディネロが断言した。

「アリシアは、可愛い」

「ああ、あなたがアズベルグ公爵！　わあ、どっちかって言うとあなたのほうが青白き月って感じですね、あいててて!!」

　調子のいいことを言ったリュクが、太ももあたりを押さえて悲鳴を上げた。

「創作意欲は引っ込めろ……すぐに発たつぞ……」

　レオニアの手から伸びた金属製の細い棒の先が、リュクの太ももを刺している。分かってますよ、とうめくリュクの返事を聞くと、レオニアは無言でくいっと手首を返した。

　金属棒がその手の中で直立した、と思いきや、しゅるしゅると音を立てて短くなる。セイグラムが持っている、小型の鞭むち程度の長さに収まったそれをレオニアは懐ふところにしまった。

「まあすごい、面おも白しろい物をお持ちね！」

　つい眼を輝かせてしまうアリシアを抱いたまま、ディネロはレオニアをじっと睨んだ。

「俺たち、以外も、殺すな。傷も、つけるな」

「お前たちの、心がけ次第だな……」

　黒髪の隙間から覗く、レオニアの三さん白ぱく眼がん気味の黒い瞳が鈍にぶく光った。








　第三章　水底の聖者







　揺れる馬車の外に見えるのは、ほとんど空気穴と言ってもいいほど小さな窓の向こうの青空だけ。

　この爽さわやかな空の色からして、ここがアズベルグ地方ではないのだろう、というぐらいの見当はつく。だがフェイトリンかオーデルか、それともレイデンかあるいは別の場所か、それは分からない。

「まだそこまで離れた地域には行っていないと思うんだけど……ふう、それにしても退屈……着替えを取って来てもらう時、一緒に本を持って来てもらえばよかったわ……」

　ため息をこぼしたアリシアは、羽う毛もうを詰めて作られたふかふかのクッションにもたれかかった。

　他にも床ゆかに作りつけの木製の卓、水差しなども用意してある。馬車の中としては悪い待遇ではないのだろうが、それでも揺れるせいで体は痛いし、第一退屈だ。

　アズベルグ地方を離れてすでに三日が過ぎた。その間中アリシアは、食事や休憩時以外は小さな馬車の中に閉じ込められている。

　襲撃してきたのはやはり〈翼の祈り〉教団だった。そこまでは教えてもらえたのだが、彼らがどこへ自分とディネロを連れて行こうとしているのかはいまだ不明。

　以前エリクスのところへ連れて行かれようとした時と同様、何度か逃げようとはしてみたが状況はその時より悪い。馬車の中にはアリシアしかいないが、外は数十人からの教団の兵士ががっちり取り囲み、用事がある時だけひとりか二人が馬車の中に入ってくる。

「外のみなさんは退屈じゃないのかしら。全然おしゃべりをしないのよね……」

　真正面から逃がしてくれと頼んでみたり、金の話を持ちかけたりもしてみたが、兵士たちは必要以外のことをいっさいしゃべらない。よほどの訓練をされているらしく、アリシアも途中から彼らと話すこと自体を諦めた。

「ディネロ様は何か分かっていらっしゃるかもしれないけど、お話できないし……」

　ディネロもアリシアとは別の馬車に乗せられ、同じようにどこかへ運ばれようとしている。

　食事などは一緒に取るので話しかけること自体は可能なのだが、常に見張りが張りついている。余計なことを聞こうとすると、すぐに引き離されてしまうのだ。

　おまけに馬車を降りる際は、分ぶ厚あつい布で目元を覆おおわれてしまう。アリシアは眼め鏡がねを外されるだけで十分何も見えないのだが、それを言っても通じなかった。

「でも、これだけ警戒するということは、やっぱり教団の本拠地に連れて行かれるのかしら？」

　協力者を装よそおっていたジスカルドさえ知らない、〈翼の祈り〉教団の本拠地。聖女アーシェルの名を騙かたる、偽にせ者ものの聖女がそこにはいるはず。

　たとえ偽者だとしても、巨大な翼を背負った少女というだけでアリシアはわくわくしてしまう。

　お会いできるものならぜひ会ってみたいわ、と気分が高こう揚ようしたのも束つかの間ま、アリシアはぽふんとクッションに体を埋めた。

「……カシュヴァーン様」

　どこに向かっているのか知らないが、進めば進むほど道が悪くなっていくようだ。がたごとうるさすぎる馬車の中、そっと呼んだ声はアリシア自身にもよく聞こえない。

　いってらっしゃいの口づけとともに、夫を送り出してからどれぐらい経たつだろう。

　不思議なことに、会わない期間が長くなればなるほど、カシュヴァーンのことを思い出す回数が増えてきた。髪を撫なでてくれる大きな手、笑うと少し若く見える顔。

　俺はもう帰って来ないほうがいいかと言った時の、やるせなさをたたえた黒い瞳ひとみ。

「カシュヴァーン様はご無事よね……？　ルアークだってレクサンドール子爵様だってジェダだっているもの……大丈夫よね……？　あ、トレイスもいたわね……」

　持てる戦闘能力で考えれば仕方のないこととはいえ、トレイスが聞いたらちょっとがっかりしそうなことをつぶやきながら、アリシアは眼を閉じる。

「セイグラムも、ノーラも、レネも、リドレックも、レイデン伯爵様も、みんな無事よね……？　もしかしたら私が帰れないかもしれないけど、大丈夫よね……」

　ひとりごちた台詞せりふが急に恐ろしくなって、アリシアはクッションの上で身を縮こまらせた。

「……嫌……」

　我知らず口を突いた言葉がさらに恐ろしく、ぎゅっとクッションを握にぎってますます身を硬くする。

　命の危険がなく、最低限の衣食住の保証さえあればアリシアはどこででも生きていける。

　両親亡き後、雨あま漏もりだらけの実家に取り残された時も、しばらくはとても悲しかったけど立ち直った。後こう見けん人にんのヘイスダムにあれこれと適当な理由をつけられ、どんどん生活費を減らされていっても、その範囲での生活に文句を言ったことはない。

　誰もいない屋敷でひとり家事をして、他に食べる物がなければ肥ひ料りよう要いらずをかじるような暮らしにもすぐに慣れた。幽霊屋敷と勘かん違ちがいされ、暇つぶしにやって来る近隣の貴族たちに馬鹿にされても平気だった。

　それに比べれば現在はよほど恵まれていると言えるだろう。見張りは厳重だが食事は必ず用意してくれるし、アリシアの体調に非常に気を使ってくれているのが分かる。こうして大事に運んでいること自体、殺すつもりがないことの証拠だ。

　アリシアと、おそらくディネロが害される心配はない。

　だから、もう会えないかもしれない人たちはどうなってもいい？

　積極的にどうにかなってしまえばいいとは思わないけれど、そうなっても仕方がない？

「……違うの。みんな……みんな無事でいてほしいの。……絶対に」

　関わったことのある人たちのことはみんな好きだ。

　好きだから死んでほしくない、当たり前だ。

　けれど、絶対なんて言葉、今までめったなことでは使わなかったのに。

　自分がどこにいるかもよく分からないアリシアが、離れた場所にいる人たちに何かできるわけがない。そんなことは分かっているのに。

　贅ぜい沢たくになってしまっている自分を自覚せざるをえない。

　生来おおらかすぎるほどおおらかということはもちろんあるが、アリシアだって最初から、どんなことでも平気だったわけではないのだ。

　だから贅沢は怖い。

　一度贅沢を覚えたらきっと、今までのようにはいられない……

「おーい、アリシアー」

　うるさい車輪の音にも負けない大声が、外から聞こえてきた。

　暗い気分を吹き飛ばすような明るい声に、アリシアも体を起こして笑顔になる。

「あら……リュクー、元気ー？」

　同じく大声を張り上げれば、リュクが挨あい拶さつを返してくれた。

「うん元気ー。そろそろ食事だってさー。さっきねー、山鳥がー捕れたみたいだからぁー、期待していいと思うよー」

〈翼の祈り〉教団第七階かい梯てい、見習い聖職者に属するリュクは、気さくにアリシアに接してくれるようになっていた。

　最初は「死神姫」の噂と現実との落差にかなりがっかりしていたが、元がん来らい彼は人なつっこい性格なのだろう。同行の兵士たちはリュクともあまり会話らしい会話をしてくれず、一団を指揮するレオニアは面倒がって相手をしてくれないとかで、アリシアの囚とらわれの身とは思えない気楽な対応が嬉うれしいのだそうだ。

「あらー、嬉しいわー。干し肉もいいけどー、たまにはー新鮮なお肉がー食べたいわよねぇー」

　道みち行ゆきが長いせいか、一行は時々こうやって狩りをしながら進んでいる。

　先ほどまでの物思いはどこへやら、山鳥の肉の歯ごたえを夢む想そうしてうっとりしたアリシアは、ふと思いついて尋たずねた。

「ねえリュクー、山鳥がー捕れたということはー、ここはー山なのー？」

　道理で足あし下もとが悪くなってきたはず、と思いながら問うと、今度はリュクの返事が返ってこない。

　そういえばリュクは敵なんだわ、と思い出し、アリシアは謝罪した。

「ごめんなさーい、それは言えないのよねー、お食事ー、楽しみにしてるわー」

「……うん！　俺こそごめんねー、……あっ、すいません、もうやめますからー！」

　後半、慌てたようにリュクの声が跳はねたのは、いいかげんにしろと周囲にたしなめられたのだろう。

　すぐに彼の声は聞こえなくなったが、待つほどもなくアリシアを乗せた馬車は停止した。







　香料などをまぶさなくても、旨うま味みがたっぷり詰まったおいしそうな匂いが鼻先をくすぐる。

「あーん、あ、熱ッ」

　口元に運ばれてくるのを待ちきれなくて、自らかぶりつこうとしたアリシアだが目隠しをされた状態だ。目もく測そくを誤り、舌先を軽く火傷やけどしてしまった。

「うわっ、ごめんアリシア、大丈夫？」

　山鳥の煮込みを食べさせていたリュクが、焦あせって余計に手元をもたつかせる。アリシア自身は逃走防止のため後ろ手に縛しばられているので、どうすることもできない。

「アリシア、動かないで、見えないだろうけどそっちは敷物がないから倒れると危ないよ！」

　一行は地面に敷物を敷き、その上に腰を下ろして食事を取っている。とはいえアリシアは目隠しをされているので、緑の匂いが濃いこと以外周囲の状況はまったく分からない。

　と、そこへレオニアが無む造ぞう作さに手を伸ばしてきて、アリシアの唇に水の入った椀わんを当ててくれた。

「あ、ありがとうございまふ」

　焼けた舌先をもつれさせながらアリシアは礼を言った。

「ちゃんとお姫様の世話をしろよ、リュク……」

　慌てるリュクに椀を持たせながら、レオニアはさも面倒だと言いたげに睨んだ。

「おちおち昼寝もできないだろうが……手間を増やすだけなら……他の奴やつに任まかせるぞ……」

「あっいやっ、俺がやりますよ！　ねえアリシア、ごめんね、はい、あーん」

　急いで返事をしたリュクは、すくった鳥肉を慎重にアリシアの口元に運んでくれた。

「ねえレオニアさん。アリシアの手とか眼とか、そろそろ自由にしてあげてもよくないですか？　彼女、全然そうは見えませんけど地方伯の令嬢なんでしょう？　不自由だし、第一この様は美しくないです」

　後ろ手に縛られ、目隠しで大きな肉を一生懸命嚙かもうとしているアリシアを気の毒そうに眺ながめ、リュクはかたわらのレオニアにそう問いかけた。

「だめだ……あっちはそれでちゃんとしている……お前の世話が下へ手たなだけだ……」

　あっち、というのは、敷物の反対側、アリシアと同じ状態で食事を取らされているディネロのことである。

「えーそうかなあ、あの人表情に出さないだけでさっき『熱い』って言ったような……あっそうだ、レオニアさん、こんな時こそいつもの発明ですよ！」

「はひゅめい？」

　好奇心をくすぐられ、口の中に物を入れたままつい聞いてしまったアリシアにリュクが説明してくれた。

「レオニアさんは発明が得意なんだよ。ほらぁ、いつもみたいに、このままの状態でも熱いものを簡単に食べさせられる道具をぱぱっと」

「面倒を減らしたい時……必要な物を作るだけだ……」

　独自の発明理念らしきものを、レオニアはあくびをしながらだるそうにしゃべり始めた。

「あっちはできてると言っただろう……お前がうまくなればいい……発明する面倒を……発明で減る面倒が上回らないなら作らない……」

「けど、俺がうまくなるまで待つんじゃアリシアがかわいそうですよ」

「もっと冷さませ……」

「冷めた肉って硬くてまずいじゃないですか。だったらやっぱり、自由にしてあげましょう！　大丈夫ですって、もうアズベルグ地方からはだいぶ離れたし、いくら後こう見けん人にんがいる地方だからってレイデン地方にそう詳しくは」

「おい……」

　土地勘がないから平気だ。そう力説しようとしたリュクの言葉を、レオニアのため息がさえぎる。

「あら、ここはレイデン地方ですの？　まあ、〈翼の祈り〉教団の本拠地はレイデン地方に？」

　口の中の物を飲み込んだアリシアにもそう言われ、青くなったリュクにレオニアは呆あきれ顔だ。とはいえその顔は、だらしなく伸びた髪にほとんど覆われているのだが。

「リュク、本当にお前は……生まれ変わるんじゃなかったのか……？」

「ご、ごめんなさい！　いやでも、ほらっアリシアはその、分かってない感じですから！」

　しどろもどろに言い訳するリュクに、レオニアはそれ以上の追及を諦めた。

「まあいいだろう……その代わり絶対逃がすなよ……」

　ふわあとひとつ大あくびをしてから、黙々と肉を嚙んでいるディネロを眺めやる。

「俺もそろそろ……面倒な話をしないといけないしな……」







　食事の途中でアリシアの手と眼を自由にしてくれたリュクは、彼女に眼鏡をかけさせ一団からこっそり離れた。

　向かう先は濃こい緑色の苔こけに覆われた平たい岩々が、折り重なるようにしてできた小さな丘の上だ。見回せば、少し向こうには背の高い木々に囲まれた山がいくつも連なっている。

「どう？　アリシア。きれいだろ、ここからの景色。なんて言うか、すごく絵になるよね。アズベルグ地方の景色も最初は珍めずらしかったけど、どこ見ても同じだからちょっと飽あきちゃったよ」

「ええ、そうね、青空と緑の対比がきれい……」

　アズベルグとレイデンの間にあるという山脈がこれかしら、と思いながら相あい槌づちを打った次の瞬間、耳の中にいつかのカシュヴァーンとの会話が蘇よみがえった。

　──つまらんだろう、アズベルグ地方の景色は。

　──そもそも景色に色というものがない。どこを向いても黒か白か灰色。土地が瘦やせている上に、観光で人を呼ぶこともできん。

　──そうか、お前はこういう景色が珍しくて楽しいんだものな。……まったく、安上がりで助かるよ。

「カシュヴァーン様も……この景色をご覧になりたいかしら……？　……」

　かすかに眉まゆ根ねを寄せ、ひとりごちるアリシアをちらっと見てから、リュクがやれやれと両腕うでを伸ばした。

「それにしてもやばかったぁ、レオニアさんを怒らせるところだったよ」

「あ、ええ、そうね……でも、ええと、大丈夫なのリュク？　私たちだけで来てしまって」

　レオニアの怒いかりを恐れている割にはずいぶん大胆な、そして脳天気な行動だ。叱しかられた瞬間は哀あわれなほどにぺこぺこするリュクだが、少し時間を置くとすぐこうやってあっけらかんと勝手なことをする。

「大丈夫だって。だって、こんなところで女の子がひとり逃げたって危ないだけだからさ。……でも逃げないでねアリシア？」

「できれば逃げたいんだけど、そうね……ディネロ様を置いてはいけないし、確かにここで逃げてもね……」

　場所の見当は大おお雑ざつ把ぱにはついたものの、あたりには家も人影もない。ここで逃げても飢うえ死にするか、獣けものなどに襲われるのがおちだろう。

　でもあの草は食べられる、ときょろきょろと周囲を見回し、考え始めたアリシアがよほど真剣そうに見えたのか、リュクは急に弱気を覗のぞかせた。

「う、うん、ごめん悪いけど本当に逃げないで。俺、次に何か失敗したら、今度こそ教団を追い出されるんだ。俺もよく知らないけど、アリシアにもアズベルグ公爵にも損はない話ってことだから、頼むからおとなしくしてて」

「ええ、とりあえずは。それにしてもリュク、教団を追い出されてしまうの？」

　最後は拝おがみ倒すような勢いになったリュクに尋たずねると、彼はぽりぽりと頭をかいた。

「あー、うん、ていうかもう半分ぐらい追い出されかけてたんだけど。……実は俺、元々レイデン地方の農民でさ。って言っても家の仕事はそんなに手伝ってなかったんだけど……そのせいで家から追い出されたんだけど」

　前後の繫つながりが分かりにくいリュクの話を総合すると、つまり彼はまず家を追い出されて〈翼の祈り〉教団入りし、そこでも追い出されかけているということらしい。

「まあ家を追い出されたのは俺が悪いんだけどね、絵にかまけてあんまり仕事しなかったから。でもさ、全然しなかったわけじゃないんだよ！　ただ、単純作業をしてる最さい中ちゆうって不思議に創作意欲が湧わくんだ。今頭にあるこの絵を描かなくちゃ、って思ったらいてもたってもいられなくて、つい」

「そうね、リュクは絵が好きだし、とっても上手だものね」

　リュクの絵は、これまでも何度か見せてもらっている。聖せい句くがびっしりと書き連ねられた、恐らくは聖職者が〈翼の祈り〉の教えを書き取ったものの裏紙を束ねた物が彼の画集だ。

　普段の脳天気な様からは想像もできないほどその絵は精せい緻ちで、陰いん影えいの均きん衡こうに独特の感性が光っていた。特に手ほどきを受けたこともないという話だから、これは天てん賦ぷの才さいなのだろう。

「へへ、ありがとう。俺の絵は教団のえらい人も認めてくれたんだよ。だから今度新しいアーシェル様のために建つ、新しい聖堂に絵を描くことに……あああっ！」

　照れくさそうに笑ったリュクは、途中でばたばたと両手を振って騒ぎ始めた。

「うわごめん今のなし！　聞かなかったことにして!!」

「どこを？　えらい人が認めてくれたところ？」

「そこはいいよむしろ褒ほめて！　そうじゃなくて新しい……ああ、いやっもういいよね、どうせ後で分かるんだろうから！」

　途中で開き直ったリュクの声を聞きながら、アリシアは「じゃあ、新しいアーシェル様ってところ……？」と考え込んだ。

　何百年もの昔、誰もが神を信じなくなっていたその時代に、ひとり信仰を貫つらぬいた少女。不ふ心こころ得えな者たちより迫はく害がいを受け、追い詰められて崖がけから身を投げたその背に、神は至いと高たかき国へ飛び立つための翼を贈った。

　以来、人々の信仰対象になったとされる、翼持つ聖なる少女アーシェル。

〈翼の祈り〉教団にいる彼女は偽者だ、とルアークは言っていたが、「新しい」とはどういうことだろう。

「聖女様に古いとか新しいとかがあるの？　ねえ、古いほうでいいから私、お会いしてみたいんだけど。向かっているのが〈翼の祈り〉の本拠地ならいらっしゃるわよね。リュクはお会いしたことがある？」

「う、うん、まあ、もうそのことは気にしないでアリシア！　あっ、そうだそうだ、見てほしい物があるんだ!!」

　強引な話題転換をしたリュクは、服の隠しに手を突っ込んで、ある物を取り出した。

「あのさ、アリシア。俺、絵だけじゃなくて、作ること全般的に好きでさ。だから、あの……これ……もらってくれない？」

「まあ、これは……私？」

　リュクが差し出したのは、ブローチ大の木彫りの肖しよう像ぞうだった。蔓つる薔ば薇らに縁ふち取どられた楕だ円えん形の枠わくに収まっているのは、眼鏡をかけた少女の胸から上。

　この手の彫り物といえば、大抵は慎つつましやかに微笑ほほえんでいるものだろう。だがリュクが丹たん念ねんに彫り上げた少女は、それは楽しそうな笑みを顔いっぱいに浮かべている。

　地方伯の令れい嬢じようらしい優美さや気高さとはほど遠い。しかし見る者が思わずつり込まれてしまうような、アリシアの笑顔の輝きを彼の腕は見事に捉えていた。

「すごいわリュク！　これは高く売れるわよ!!」

　手の中の彫り物と同じ笑顔でアリシアが褒めると、リュクも満まん更ざらでもなさそうに笑って、

「えへへ、そう？　ありがとう。アリシアってちょっとしたことですごく嬉しそうに笑うから、その笑顔を形にして残したいなって思ってさ。最初は絵にしようかと思ってたんだけど、ちょうど彫りやすそうな木を見つけたんで、あいてててっ！」

　悲鳴を上げてリュクが飛び上がった。きょとんとしたアリシアの耳に、丘の下からだるそうなレオニアの声が届く。

「どこに行ったかと思えば……」

　大あくびをするその手には、アズベルグの館を襲しゆう撃げきしてきた時にも持っていた伸び縮みする金属棒。発明は得意だが名づけは適当なレオニア曰いわく、「近づかなくても……リュクに注意できる棒……」。

　その正体は中が空くう洞どうで、少しずつ太さの違う金属棒を重ね合わせた物だ。投とう擲てきの要領で勢いをつけて振り下ろせばしゅるしゅると伸びて、今のように離れた場所にいるリュクの尻しりを突き刺せる。

「痛いなあもう！　ひどいですよレオニアさん！」

　自分のことを棚たな上あげし、尻を押さえて抗議するリュクをレオニアは無視した。眠そうな三さん白ぱく眼がんは、アリシアが手にした木彫りの肖像に向けられている。

「なんだそれは……こそこそ何をやっているかと思えば……そんな物を作っていたのか……」

　呆れ顔のレオニアは、リュクの尻を刺した棒を短くして手の中に戻した。

「そういう物は早いのにな……頼まれた仕事を……ちゃんとやらないから……いつまでも下したっ端ぱなんだ……」

「俺はちゃんとやらなかったわけじゃないですよ、本当です！　ただ、自分の納得のいくまでちゃんとした物を作ろうとすると、期限どおりにっていうのはなかなか難しいんですって!!」

　懸けん命めいに自己弁護を始めたリュクは、レオニアが懐ふところにしまおうとした金属棒を見て衝しよう撃げきを受けた顔をした。

「あーっレオニアさん！　俺がせっかくつけてあげた握りのところの飾り、取っちゃったんですか!?　自信作だったのに！」

「握りに要いらん物があると……扱いにくいだろうが……」

「レオニアさんの発明は味気がなさすぎるんですって！　もうッ、人をそんなただの棒で刺さないで下さいよ!!」

　わめくリュクを尻目に、レオニアはアリシアに言った。

「馬鹿は無視だ、お姫様……出発するぞ……」

「ええ……でも、頼まれた仕事ってなんですの？」

　つい好奇心を働かせたアリシアに、レオニアは肩をすくめた。

「目的地に着いたら……話せることも増える……俺も制約が多くて面倒なんだ……さっさと行くぞ……」

「……分かりましたわ」

　お預けを食った気分になりながらアリシアは、もらった木彫りの肖像を大事にしまいこんだ。そして尻を押さえたリュクと一緒に、小さな丘を下りてレオニアたちと合流した。

「戻りましたわ、ディネロ様。あら、ディネロ様もいろいろ外していただけたのね」

　出発準備に慌ただしい兵士たちの中、ディネロがひとり立ってじっとこちらを見ている。アリシアと違って体格のいい大男である彼を警戒しているのか、数人の兵士が側に張りついてはいたが、目隠しは外され手も自由な状態だった。

「……ああ。お帰り、アリシア」

　一瞬の間を置いてディネロが挨拶をしてくれる。

　それきり何も言わないのはいつものことだ。けれど物言いたげな色の薄い瞳は、一向にアリシアから外れない。

「……あの……どうなさったの……？」

　居い心地ごこちの悪さを感じたようにアリシアから目線を外すと、ディネロは「なんでも、ない」と言って眼を逸そらした。

　そんな二人の様子を、伸びた前髪をかき上げながらレオニアが冷静に観察していた。







　長々と続いた馬車の旅は、リュクに木彫りの肖像を渡された日の夜に終わった。

　といっても旅そのものが終わったわけではない。山道を登るためにこれまでの馬車が使用できなくなり、アリシアは足腰の丈夫な驢ろ馬ばに乗るよう指示された。

　ここでも逃亡防止に手だけは縛られていたので、頑がん固こで気分屋の驢馬が急に立ち止まったりすると危なくて仕方がない。

　たっぷりお尻と太ももが痛い思いをさせられながら、毎度のごとく慣れてきたアリシアは「驢馬肉っておいしいのかしら」などと思いながらその背で揺られていた。そうして三日ほど経った日の、昼過ぎのこと。

「あー、やーっと着いたぁー！」

　アリシアの驢馬の斜め後ろを徒歩でついて来ていたリュクが、安あん堵どの息を吐く。

　レオニアもやれやれという顔をし、あまり表情を動かさない兵士たちも控えめにほっと息を吐いた。大男のディネロを乗せて運ぶ労苦に耐えていた驢馬も、心なしかほっとしたような表情を浮かべている。

「まあ、ここが〈翼の祈り〉教団の本拠地？」

　ちゃんと眼鏡をかけているアリシアにも、山の中腹に建つ巨大な白い石作りの建物は見え始めていた。

　ライセンの屋敷にも備えられている聖堂を、二回りほど大きく立派にしたようなものだ。立ち並ぶ円柱と、壁面に描かれた翼の紋もん章しようが特徴的な豪華な聖堂を中心に、別棟が二つもくっついている。

「こんな場所にこんな建物……すごいわ。石材を運ぶだけでも大変な労力と財力が必要よ。やっぱり聖職者って儲もうかるのねえ」

　アリシアの言葉に誰も応こたえないまま一行は進み、やがてアリシアとディネロは大聖堂の前の広場に降ろされた。正面に見える扉もまた、一いつ対ついの広げられた翼を模もした凝こった作りだ。

「あの作りもすごいわね。ねえリュク、リュクはあんな……あら」

　扉の意い匠しようについてアリシアがリュクに話しかけた時、翼を象かたどった扉の向こうからひとりの青年が現れた。

　長い黒髪と白い法ほう衣えの裾すそが、秋の気配を含んだ風に揺れる。

　胸元に下げられた翼の紋章の下には、第三階梯以上の司教の証あかしである聖女アーシェルの横顔が刻まれていた。

　にっこりと微笑みながら、歓かん迎げいを示して広げた手の片方の甲には、縁が黒ずんだ丸い跡が残っている。肥料要らずの毒を受けた跡のある、この手の主は。

「お久しぶりです。お元気そうで何よりですよ、アリシア様。アズベルグ公爵には初めまして、ですね」

「……ユーラン……様」

　ティルナードの元後見人であり、かつてアリシアにルアークの毒針で刺されて死んだと思われていた聖職者。数人の兵士を従えて現れた青年は、春先に別れた時と変わらぬ笑顔でアリシアとディネロに頭を下げた。

「生きて……いらしたのね。私てっきり……あら、ごめんなさい」

　生きているとは聞いていたが、実際に顔を合わせるとやはり驚いてしまう。

　手の縄を解ほどかれたことにも気づかないで突っ立っているアリシアに、ユーランは穏おだやかに笑った。

「ははは、我ながらよく助かったなあとは思っているんですよ。まったくあなたときたら、仮にも聖職者である私を刺し殺そうとするとはさすが悪あく名みよう高い……あわわ」

　以前と同じように口を滑すべらせたユーランの背後で、床ゆかを蹴ける荒い靴くつ音おとがした。

「放せ！　放せってば!!」

「まあ……レイデン伯はく爵しやく様!?　よかった、生きていらしたのね！」

　両脇わきを二人の兵士にがっちり挟み込まれた格かつ好こうで、連れて来られたのは行方ゆくえ不明と聞いていたティルナードだった。脂あぶら汗あせを流しながら本人は懸命に暴れているのだが、訓練の行き届いた兵士たちに特に困っている様子はない。

「生きては、いるが、無事では、ないな」

　かすかに瞳を細め、ディネロがつぶやくのを聞いてアリシアも表情を曇くもらせる。

「確かに……あの、大丈夫ですの？　一応生きてはいらっしゃるようですけど、ひどい顔色ですわよ」

　ユーランと同じような白い法衣を着せられているせいもあり、ティルナードの顔色の悪さは目立った。眼に見えるところに外傷はないが、左右の兵士に完全に体重を預けて立っている様子を見るに、足に怪け我がでもしているのだろうか。

　アリシアもティルナードの有様にびっくりしたが、ティルナードの驚きようはそれ以上だ。

「アリシア様！　……ああ、本当にアズベルグ公爵まで……!!」

　アリシアとディネロの姿を認め、ティルナードは絶望の声を漏らした。どうやら二人が連れて来られることを事前に聞かされていたようだ。

「いけませんよぼっちゃん、久しぶりにお会いした方にちゃんとしたご挨拶もせずに……仕方のない方だ。あなたの再教育には、今少し時間がかかりそうですね」

　子供の他愛ない悪戯いたずらを見つけた親のように、ユーランが口元に浮かべる笑みは優しい。

　だがティルナードは眼に見えて表情を強こわ張ばらせ、アリシアも背筋にうそ寒いものを感じてしまった。

「まあよろしいでしょう。時間はたっぷり取ってあります。ティルぼっちゃん、アリシア様、そしてアズベルグ公爵。お三さん方かたには今少し、地方伯の血を引く人間としての自覚を持っていただきます」

　慈じ愛あい深ぶかいとすら形容できる笑みを宿したその眼が、アリシアとディネロを等分に眺めやる。

「ライセン公爵の訃ふ報ほうも近々届くでしょう。その後はあなた方に結婚していただき、ご夫婦でアズベルグとフェイトリンを治おさめていただきますからね」

「えっ？」

　あまりにも普通に言われたので、危うく聞き流すところだった。カシュヴァーン様はライセン〈強〉公爵です、と訂正するのも忘れ、そのままユーランの言葉を反はん復ぷくしてしまう。














「訃報って……えっそれに、け、結婚？　私が？　……ディネロ様と？」

　アリシアは思わずディネロを見た。しかしディネロは常と変わらぬ無表情で、静かに見つめ返してくるばかり。

　ディネロの分まで驚いているのはリュクだ。「俺はそんなこと聞いてないですよレオニアさん!?」と大声を上げたが、隣のレオニアは面倒臭くさそうにあくびをするばかりで相手にしない。

「やめろユーラン、アリシア様はライセンの妻なんだぞ！」

　一度は黙り込んでいたティルナードが、眼をぱちぱちさせているアリシアに代わって食ってかかった。

　しかしユーランは、血けつ相そうを変えたティルナードを見てあくまで優しく笑うだけだ。

「そんなことは分かっておりますよ。──でも、お二人の結婚を絶対に許せない、そう言って止める私を振りきりアズベルグに突撃したのはぼっちゃん、あなたではないですか」

　変われば変わるものだと揶や揄ゆされて、ティルナードが言葉に詰まる。

　過去の様々なことを思い出しているのか、恥じ入るように眼を伏せた彼にユーランは哀あわれみのこもった声を出した。

「お気の毒に、すっかりライセン公爵の考えに染められてしまったようですね……ですがどうぞご心配なさらず。今度こそ私があなたを、立派なレイデン家当主にしてみせます」

　心からの優しさと労いたわりに満ちた言葉。

　以前よりは失言も減り、どことなく頼もしくなったようにも見えるユーランの言葉には説得力と包容力がある。

　だが甘い誘惑を蹴って、ティルナードは叫んだ。

「お前はもう僕の後見人じゃない！　……教育係でもない!!　僕にはライセンとセイグラムがいるんだ！」

「ああ、ぼっちゃんひどいです、なんということを」

「ひどいのはどっちだ！　……僕は……僕はお前のことを、ずっと信じて」

　語尾を震ふるわせるティルナードの言葉に、ユーランの切々とした訴えが重なった。

「私にライセン公爵のみならず、セイグラムという男も殺せと言うのですか。一度は命乞いまでされたというのに……ひどい方です」

　ティルナードが硬直し、アリシアも驚いてユーランを見る。

　穏やかで優しげで、一見以前と変わりなく思えるユーラン。

　笑みをたたえたその両眼はどこまでも清く澄んでいて、澄みすぎていて、どんな反論も飲み込まれ浄じよう化かされてしまいそうだ。

　味方のはずのリュクや兵士たちも心なしか顔を引きつらせているが、ユーランは素知らぬ顔でとうとうと語る。

「ですが、彼らがいなくならなければあなたの後見人と教育係の座が空あかないとおっしゃるのなら、仕方がありません。これもすべては神の与え給たもうた試練。ティルぼっちゃんの水みな底そこの国行きを阻そ止しできるのならば、このユーラン……たとえもう一度かの国へ行くことになっても、必ずやお守りいたしますよ」

「えっ、あらっ？　ユーラン様、水底の国へ行かれたの？」

　水底の国とは、生前の善ぜん行こうが足りず、至高き国へ辿たどり着けるまでの翼を得られなかった信者が行き着く場所だ。海の底にあるとされており、そのため〈翼の祈り〉信者たちの間で水にまつわる死は忌いみ嫌きらわれている。

　死者が、それも翼を与えられなかった者が行く国にユーランが行ったのかと、アリシアは驚きを声に出してしまった。

「ええ……あなたのおかげで、死神姫」

　ユーランの澄んだ瞳がアリシアのほうを向いた。

「計画の失敗を責められた私は、己おのれの信仰に改めて向き合う機会を与えられました。我が教団の擁ようする罪つみ量はかりの湖に落とされ……生きながら水底の国に堕おちた私は……より強き翼を得て、蘇ったのです」

　そういった話はアリシアも何かの本で読んだことがある。〈翼の祈り〉の熱心な信者は、かつて岸から身を投げたアーシェルに倣ならい、己の罪の重さを入じゆ水すいにより量ると。

　罪が軽ければ浮かび上がる。重ければ、彼らが最も忌み嫌う水による死を迎える。

　ユーランもアズベルグ・レイデン地方での失敗を責められ、入水させられたのだろう。そこで死の国を幻げん視しして──生まれ変わったのだ。

「僕は……お前に、僕のためにまた水底の国に行ってほしいなんて思ってない……」

　きっと何度もこういったやり取りを繰り返してきたに違いない。

　疲れたようにうなだれたティルナードは、それでも細い声でつぶやいた。

「ああ、優しいお言葉をありがとうございます、ぼっちゃん」

　本当に嬉しそうにユーランは礼を述べ、ごく自然に話題を変えた。

「さて、おしゃべりはここまでとしましょう。ぼっちゃんは部屋へ戻って勉強の続きです。アリシア様とアズベルグ公爵も、部屋を用意させておりますのでどうぞ」

　どうぞ、という言葉に呼こ応おうして、アリシアの左右に兵士が立つ。

　女性相手と遠えん慮りよしてか、直接体に触れられることはなかったが、追い立てられるようにされるとアリシアは彼らの望む方向に進むしかない。

「アリシア様、セイグラムは無事ですよね!?」

　両脇を兵士たちに抱かかえられたティルナードが、別方向に連れて行かれそうになりながら叫んだ。

「ご、ごめんなさい、セイグラムの怪我を治してはいたんですけれど……私たちがさらわれてからのことは、よく分かりませんの……」

　安易な噓も言えず、アリシアはそう答えるしかなかった。







　小さな窓には二重の木き格ごう子し。

　扉の外には常に見張りの兵士。

　室内には簡素な作りの木製の卓と椅い子す、寝台、後は〈翼の祈り〉教団の教えを信者が書き写した教きよう典てんが並んだ棚だけという部屋に、アリシアはひとり閉じ込められてしまった。

　ユーランの結婚しろ宣言にアリシア以上にびっくりしていたリュクは、レオニアに連れられてどこかに行ってしまった。ディネロも別の場所に閉じ込められているようで姿が見えない。

「一体、何がどうなっているの……？」

　いくら状況に逆らわない主義のアリシアでも、この状況にそう簡単に馴な染じんでしまうわけにはいかない。

　とりあえず差し入れられたパンとスープはしっかりおなかに入れてから、脱出経路を探し始めた。

　だが前述どおり窓は二重格子でふさがれ、扉の外には見張りだ。そもそも扉の取っ手が内側にないため、自分の意思で外に出ることは不可能。

　代わりに食べ物の差し入れ口がついているが、そこから「外に出たいです」と素直に言ってみても無む駄だだった。試しに手を突っ込んでみたが、肩までが限界だし外の兵士に止められる。

　カシュヴァーン様なら蹴破れるかしら、と思いながらお行ぎよう儀ぎ悪く扉を足蹴りなどもしてみたが、分厚い扉は小揺るぎもしない。

「ちょ、ちょっと……これは……無理、ね……」

　できることすべてが徒と労ろうに終わると、長旅の疲れが一気に吹き出してきた。軽いめまいを覚えたアリシアは、寝台に突つっ伏ぷして眼を閉じた。

「カシュヴァーン様……」

　か細い呼び声は、誰にも届かずに消えていく。

　カシュヴァーンは、他のみなはどうなったのだろう。

　ティルナードは今ごろ嫌な目に遭あわされていないだろうか。

　ディネロは。

「私……ディネロ様と結婚しないといけないの……？　……」

　知らず震えを帯びたその声にも誰も答えてくれず、アリシアはひとりぼっちで眠りの底に落ちていった。







　次に目覚めた時、アリシアはひとりではなかった。

「わああっ、ご、ごめんっ！」

　顔を赤らめて飛びすさるリュクを、上半身を起こしたアリシアは寝ぼけ眼まなこをこすりこすり見つめる。

「リュク……あら……？　ここはどこ……？」

「お姫様の部屋さ……監かん禁きん室だがな……」

　答えたのは、勝手に椅子に座っているレオニアだ。道中はありふれたシャツにズボンをだらしなく着崩くずしていたのだが、今は〈翼の祈り〉教団聖職者の白い法衣をだらしなく着崩している。

　よく見ればリュクも、白い法衣姿になっていた。ただし袖そでに鳥の文もん様ようの縫ぬい取りがしてあったり、首から下げた翼の紋章に赤い石がくっついていたりと、自己流改造をしているのは相変わらずだ。

「ええと……今はいつ……？」

「昨日ここに着いて、それからアリシアは丸々一日寝てたんだよ」

　言われてみれば、小さな窓から差し込む光はすでに昼間のものだ。朝ご飯を食べ損そこねちゃったわ、と思いながら大あくびをしたアリシアの、寝起きのぼさぼさ頭をリュクがちらちらと見ている。

「あの、アリシア……髪、すごいことになってるから、俺が整えてあげようか？　前から言おうと思ってたんだけど、君んちの使用人はあまり君の髪型にこだわってない気がするんだよね。貴婦人は髪型も大事だよ。俺が可愛かわいくしてあげるから」

「え？　いいえ私、髪はいつも自分で」

「やらせてやれ……」

　アリシアにつられたように大あくびをしながら、レオニアが口添えしてきた。

「そいつは……ちまちました作業が好きでな……お姫様も……もっと手を加えりゃもっと可愛いと……」

「ちょっ、やめて下さいレオニアさん、ばらさないで下さい！」

　顔を赤くして動揺するリュクに、レオニアは棚から黒い革かわ張ばりの教典を取り出しながらつぶやく。

「まあいいけどな……どうせお姫様は……あの公爵と結婚するんだ……」

　レオニアがぱらぱらと教典をめくる音だけが、静まり返った室内に響いた。

　表情を強張らせて動きを止めたリュクに、アリシアはとりあえず頼んだ。

「ええと、じゃあリュク、お願いしてもいい？　そういえばここには鏡もないし」

「……うん」

　近寄ってきたリュクが、自前らしき櫛くしを片手にアリシアの髪に触れる。自分で言い出すだけあってずいぶん慣れた手つきだった。

　髪の流れを優しく整え、手て際ぎわよくまとめていく指の感触。

　ノーラがたまにやる気を出して、アリシアの髪をいじってくれる時のようだ。ノーラは無事かしら、とアリシアは思った。

　セイグラムも、リドレックも無事に逃げられただろうか。レネは大丈夫か。ルアークやジェダたち元〈玩具おもちやの兵隊〉の面々は強いけれど、トレイスは大丈夫じゃないかもしれないわね……などと、近ちかしい人々の面影が次々と脳のう裏りに浮かぶ。

　けれどやはり、リュクの手の感触はノーラとは違う。少し硬くて節ふしが目立つ、この手の感触はどちらかといえばカシュヴァーンの……

「──あの、レオニア様。私はもうカシュヴァーン様と結婚していますから、ディネロ様と結婚はできませんわ。〈翼の祈り〉の教えは重じゆう婚こんを禁じているはずですわよね？」

　なんとなく背筋を伸ばしてアリシアは宣言してみたが、レオニアは膝ひざの上に置いた教典から眼を上げない。

「だが……ライセン公爵は殺される……」

　眠そうないつもの声で、彼は当たり前のように答えた。それは確定した未来であると言いたげに。

　動きは鈍どん重じゆうで、さほど雄弁というわけでもないレオニアだが、その言葉には一種独特の抗あらがい難がたさがある。

　ディネロ様みたい、と思った瞬間、突きつけられた彼との結婚話がカシュヴァーンの死を前提にするものだと思い、アリシアは二重の意味で黙り込んでしまった。

「……カシュヴァーン様は、殺されたり、しませんわ。だってカシュヴァーン様はとってもお強いし、あの方の周りには強い人がたくさんついているんですもの」

　重い気持ちを振りきるように、アリシアはそう声に出した。

　しかしレオニアは全く別の話を始めた。

「俺たちはな……お姫様の再教育係に任命された……」

「え？」

「ユーラン様がやるって話だったが……レイデンのぼっちゃんが思ったより頑固でな……ここには他に……俺より位くらいの高い聖職者がいないんで……面倒だが俺が来た……」

　言われてアリシアは、レオニアの胸元を見た。だがそこには翼の紋章はあっても、アーシェルの横顔は刻まれていない。

　ということは、第四階梯未満の位にあるということだ。第五階梯以上の人が各地の聖堂の責任者になれるのよね、とアリシアは遠い知識を探った。

「ではここは、教団の本拠地ではありませんのね」

　考え考えアリシアがつぶやくと、レオニアがぴくりと表情を動かす。

「えっアリシア、なんで分かったの!?」

　リュクがすっとんきょうな声を上げたので、アリシアは説明をした。

「だってユーラン様とレオニア様以外に位の高い聖職者様がいらっしゃらないんでしょう？　教団の本拠地なら、もっとたくさん高位の聖職者様がいらっしゃるはずだわ」

「あっ本当だアリシア、頭いいね！　もうだめじゃないですかレオニアさん、あいてっ！」

　ここぞとばかりに責めてくれたお礼として、レオニアは「近づかなくても……リュクに注意できる棒……」を軽く振って小突いた。

「まったく、面倒だな……」

　金属棒をしまい、せっかく開いた教典を閉じ、レオニアは単刀直入に切り出した。

「アズベルグ公爵に不満はないだろう、お姫様……？」

　いきなり始まった最終意思確認を、アリシアは体を強張らせながら聞いている。

「政略結婚はもう二回やったろう……なら三回目もやれる……今度は教団の支援の下もと……アズベルグ地方だけじゃなく……お姫様の故郷まで治める男が相手だ……えらい美形だしな……」

「ディネロ様に……不満は……ないですけど。でも私……カシュヴァーン様の、妻……なんです」

　つっかえつっかえ、アリシアはまずそう答えた。

「それに、ディネロ様だって……いきなり私と結婚なんて……困る……でしょう？」

「公爵は……乗り気だ……」

　レオニアがまた教典を手に取ったが、それは大あくびを隠かくすためだった。

「えっ……ディネロ様はの、乗り気……ですの？」

「そのようだ……現領主と違い……あの公爵は信仰心が篤あついそうだからな……先に話した……」

　そういえば旅の途中、レオニアがディネロに話があると言っていたような。

　道中アリシアはディネロと満足に話せなかったので、今の今まで状況が分からなかった。

　だが確かに昨日、ユーランの口からその話が出た時、ディネロは驚いていなかったような気がする。

「信仰心が、関係ありますの？　確かにカシュヴァーン様は、神様を全然信じていないですけど」

「神を信じない領主より……信じる地方伯が統すべるほうが……領民は幸せだ……そう説いた……」

　聖職者としては当然の理屈であるが、だるそうなレオニアの口く調ちようで言われるといまいち信しん憑ぴよう性せいが薄い。

「……なんで、俺に教えてくれなかったんですか、その……結婚話」

　尋たずねたのは、とかしたアリシアの髪をせっせとまとめているリュクだ。いつもの陽気さはなりを潜ひそめ、その眼はレオニアを見ようとしない。

「詳しくは……ユーラン様がする予定だった話だからだ……」

「そ……そりゃあ俺たちは、ただアリシアとアズベルグ公爵を連れてくるだけの役かもしれないですよ？　でも……じゃあなんで、レオニアさんが知ってて俺だけ」

「お前は俺の従者に過ぎん……アズベルグ地方に行きたいの、死神姫が見たいのと……わがままを言ってついて来ただけだろうが……理由を知りたければ初めからそう言え……」

　答えるレオニアの台詞せりふは、彼にしては長いがその分冷たかった。

「なんでもするから追い出さないでくれと……泣きついてきたのは誰だ……？　リュク。生まれ変わる機会を……また棒に振る気か……」

　にべもなく突き放され、一瞬リュクは沈黙した。

　このまま無抵抗かと思いきや、彼はきっとレオニアを睨にらんだ。

「レ、レオニアさんだって……大して神様なんか信じてないくせに」

　翼の紋章をぶら下げた者同士とは思えない会話だが、現在のシルディーン国内では神に対する態度はこれぐらいが一般的だ。信じていないわけではないが、人生を左右するほどではない。

　俺は神様に何もしてやっていない。だから神様も、俺に何もしてくれなくていいんだ。

　そう言ったカシュヴァーンの眼の真しん摯しな光を思い出し、アリシアは我知らずうつむいた。

「聞いてますよ。レオニアさんって、元々いい家の出なんでしょう。本当ならすぐ出世してくはずだったのに、やる気がないからいつまでも第五階梯止まりだって」

　あら、やっぱり第五階梯なんだわ、と思っているアリシアをよそに、リュクはしゃべり続ける。

「俺だってそうです。神様を信じてないわけじゃないですけど、正直食わせてくれるならどこでもよかったんだ。けど、他に行く当てもないし……まだ穏おん健けん派のほうがましだと思ったから、ユーラン様につきましたけど……あの人、なんかちょっとやばいっていうか怖こわいっていうか……」

　穏健派。

　以前セイグラムが言っていたような単語が出てきたので、アリシアは意味を問おうとしたが、話は彼女を置き去りにして進んでいく。

「そりゃあアズベルグ地方の人を皆殺しにするよりはいいですけど……アリシアにまた結婚しろだなんて、かわいそうですよ」

「皆殺し!?」

　今度はアリシアの大好きな、恐怖小説にはしょっちゅう出てくる単語が飛び出した。

　読書中ならやっぱりこれがないとね、などと思ってしまう言葉だが、上に「アズベルグ地方の」とつけば話はまるで違ってくる。

〈翼の祈り〉教団は、アズベルグ地方の人間を皆殺しにするようなことまで目もく論ろんでいるのか。

「あっ違うよアリシア、俺はそんなことしようと思ってないよ！　そういうの考えてるのはソルラスカ様派で……あっ、あああっ、ごめん今のなし！　レオニアさん怒らないで、今度こそ、今度こそ生まれ変わりますから、俺!!」

　アリシアを安心させようと慌てたリュクの口から、ぽろぽろと失しつ言げんがこぼれる。

　失礼な言葉を故意か意い図と的にか漏らすユーランと違い、リュクは単純に情報を漏ろう洩えいしてしまうようだ。

　話の見えないアリシアとしてはむしろありがたいが、レオニアは深いため息をついた。

「ここならもういいだろう……地方伯が〈翼の祈り〉との結びつきを取り戻せば……いずれそういった話も……耳に入ってくる……」

　顔を覆う黒髪をかき上げ、改めてじっとリュクを見る眼は鋭い。

「お姫様がかわいそうか……なら連れて逃げるか……？　だが家には戻れんだろう……絵で身を立てる気なら……期日を守る技術がいるだろう……」

　脅おどす風ふうでもなく、淡たん々たんと述べたレオニアに、今度こそリュクが黙る。

　意地になったようにアリシアの髪に集中し始めたリュクを放って、レオニアは革張りの教典をアリシアに手渡した。

「お姫様だって……〈翼の祈り〉の信者ではあるだろう……？　水底の国に行きたくなければ……話に乗るべきだ……」

「……でも。私もカシュヴァーン様ほどではありませんが、そこまで信しん心じん深いわけでもないんですけど」

　恐ろしい怪物がうろうろしているとされる水底の国。それは覗いてみたいかも、などという気持ちも相あいまって、アリシアの返事は煮えきらない。

「心から信じなくてもいい……信じたふりをしておけばいい……」

　まともに説教をする気はないらしく、レオニアは聖職者としてはかなり危険な発言をした。

「生きてる間にちょっとがんばっておけば……死んだ後に楽ができるという教えだからな……俺の発明と同じ……少しの手間で後が楽なら……やる価値はある……」

　実利を前面に押し出した提案はアリシアには有効だ。一瞬心が動いてしまった。

　だがどうせならもっと、いい案がある。

「そうですわねえ……でも私、生きている時も死んだ後も、何不自由なく楽に暮らせるのが一番ありがたいんですけど……」

　限りなく図ずう々ずうしい希望を聞いて、レオニアが一瞬黙った。

「……なるほど……」

　眠そうな眼の中で好奇心の光が揺れている。彼は今この時、初めてアリシアに興味を持った様子だった。

「噂うわさとは違うが……面おも白しろいお姫様だな……リュクも入れ込んでしまう、か……」

「ちょっと、レオニアさん、本当にやめて下さい、そんなのじゃないんですったら！　俺はただ、アリシアがかわいそうだと思ってるだけですよ！」

　焦るリュクの手元では、アリシアの亜あ麻ま色いろの髪はいつの間にかきれいに編み込まれている。

「レイデン伯爵のような目に……遭あうのが嫌なら……考えてみることだ……」

　嫌な予感がして、はっと眼を見開くアリシアの前で、レオニアはゆっくりと立ち上がる。

「火であぶられるのは嫌だろう……足を折られるのも嫌だろう……？」

　あくびとともにレオニアの口から出た、なんでもないような言葉。

　それはユーランが、さらってきたティルナードにしたことなのだろう。

「お姫様だけのことじゃない……アズベルグの皆殺しは……可能性としてはある……」

　アリシアは小さく息を吞のんだ。

「教団内の急進派は……領りよう主しゆの不信心によりアズベルグは穢けがれた……火によって清める必要があると……うるさい……」

　穏健派と急進派。

　覚えなければいけない単語だと思うのに、それ以外の部分から受ける衝撃が大きすぎて頭がうまく回らない。

「アズベルグ公爵が……領主になれば……回避できるだろう……」

　信心深いことで有名なディネロ。

　名家アズベルグ家の当主である彼ならば、〈翼の祈り〉教団からも認められる。

「生きている以上……避けられない面倒もある……よく考えることだな……」

　もうひとつあくびをしたレオニアに手招かれ、渋しぶ々しぶ、といった様子でリュクもアリシアから離れた。レオニアが内側から扉を叩き、確認した兵士が外から扉を開く。

　二人が出て行った後、他にどうしようもなく、アリシアは大きな大きなため息をついた。

「……どうすればいいの」







　山中の聖堂の一室に閉じ込められてから早くも三日が過ぎた。

　アリシアが置かれている状況は変わらない。部屋から出ることは叶かなわず、外の情報はまるで与えられない。

　レオニアはリュクと一緒に毎日決まった時間にやって来て、ディネロとの結婚を受け入れるよう言っていく。

　アリシアにとって唯一幸いなのは、何事にも面倒臭がりのレオニアは無理なごり押しをして来ないことだ。無論受け入れるよう言いはするが、さすがに気落ちしているアリシアが返事ができずに黙ってしまうと、リュクにやいやい言われるまでもなく「考えておけ……」とだけ言い残して出て行ってしまう。

　だがいつまでも、このままではいられないだろう。

「レイデン伯爵様は、大丈夫かしら……腕を折られたりしていないかしら……」

　寝台の上で教典をめくっていたアリシアは、重い声でそうひとりごちた。

　これも再教育の一いつ環かんなのかもしれないが、他に置かれているものがないので教典を読むぐらいしかすることがないのだ。レオニアたちもとうに帰ってしまい、夕食もたいらげてしまったので、後はもう寝るしかない。

「……カシュヴァーン様は……」

　苦しそうに夫の名をつぶやいたアリシアは、見てはいたものの一文字も頭に入ってこない教典を閉じた。

　黒い革張りの分厚い教典。この本を見てさえ、いつも黒ずくめのカシュヴァーンの姿を思い出してしまう。

　会いたい、と切実に思った。カシュヴァーンに会いたい。

「だって私は、カシュヴァーン様の妻なんだもの……」

　訃報が届いたとは聞いていない。いいや、きっと生きている。

「私……カシュヴァーン様のこと、好き……なんだもの……」

　おそるおそる口に出した「好き」という言葉に呼応して、頭の中でディネロの声が響いた。

　他の、誰より、ライセンが、好きか。

　ライセンが、特別に、好きか。

「私……あ、あら、はい」

　この間からずっと、気づけば同じところをぐるぐる回ってしまうアリシアの耳に、扉を叩く音が届いた。見張りの兵士の「アリシア様、起きていらっしゃいますか」という呼びかけも聞こえる。

「はい、起きていますわ。リュク？　それともレオニア様？　……あ」

　一日に二回来るなんて初めてだわ、と思いながら、立ち上がったアリシアはその場で立ちすくんだ。

　大きな体を屈かがめ、扉を潜くぐって室内に入ってきたのがディネロだったからだ。

「久しぶり、だな」

　額ひたいに落ちかかる淡あわい金の髪を無造作に払いのけ、ディネロはゆっくりとアリシアの前に立った。不慣れな環境のためか頰ほお肉が少しそげ、肌も青白く見え、美しさよりも不ぶ気き味みさが強調されている。

　おまけにディネロは、〈翼の祈り〉教団の白い法衣に身を包んでいた。翼の紋章まで首から下げているので、レオニアなどよりよほど高位の聖職者のように見える。

「お、ひ……ひさ……し……ぶり……ですわね……」

　何を言えばいいのか分からない。

　外から扉が閉められる音がやけに大きく聞こえる。

「ディ、ディネロ様は、大丈夫ですか？　腕や足はありますか？　火は折られていませんか？」

「大丈夫だ」

「そうですか、わ、私も平気ですの。こ、ここの方たち、私やディネロ様を傷つけるつもりはまだありませんのね、よかった……あっ」

　早口に、自分でも何を言っているのかよく分からないまま口走るアリシアの頰に、いきなりディネロが手を伸ばしてきた。

「少し、瘦せた」

「……ディネロ様こそ……」

　声こわ音ねはいつもどおり平へい坦たんだが、かすかに心配そうな調子が込められた声を聞いて、アリシアは内心安堵した。服装こそ変わったが、いつものディネロだ。

「その服は、あの、どうされましたの……？」

「教育のため、着ろと、言われた」

「そうですの。そういえばレオニア様も一回私に着ろとおっしゃいましたわね。でもリュクが、着るならもっと可愛くしないといけないって言い出して、うやむやになってしまって」

　真ま面じ目めな聖職者とは言い難がたい服装の二人のことを思い出し、微笑みを取り戻したアリシアの肩にディネロがもう片方の手を置く。

　見下ろしてくるその眼に、自分を怯おびえさせる何かが宿りつつあることにアリシアは気づいた。

「アリシア。俺の妻に、なれ」

「……えっ」

　ぎくりと身を強張らせ、逃げようとしたが動けない。

　天敵に見つかった哀れな小動物のように、アリシアは色素の薄い瞳に射いすくめられてしまった。

「嫌か」

「だ、だって……私は」

「ライセンが、領主だから、結婚、したんだろう」

　カシュヴァーンの妻だという言い訳を赦ゆるさず、ディネロは淡々と言いたいことを言う。

「なら、俺が領主になれば、俺とする、だろう」

〈翼の祈り〉の教えが支配する正しい世界。地方伯が各地の領主であった時代であれば、ディネロはアズベルグ地方の領主だった。

　フェイトリンの令嬢であるアリシアと結婚するのは自然な流れだ。

「でも……私はもう……カシュヴァーン様の、妻、です」

　だが、世の中の流れは変わってしまったのだ。

　両親はそのことを嘆なげいていたし、流れを戻そうとしている人間たちが数多いことだって知っている。しかしアリシアは、昔からそういった流れに逆らわないことが信条で……

「ユーランは、ライセンは、死ぬと。すべての、地方伯が、領主に、戻ると」

　感情のない断定が胸を刺す。

　世の中の流れがまた変わる。元に戻ろうとしている。

　それに逆らうのは、アリシアの信条に反しはしないか。

「奴らは、俺の、領民に、危害を、加えようと、している」

　ほんの少しだけ強い感情がにじんだディネロの声が、アリシアの胸の違うところを刺した。

　噂の死神姫を害しようとする連中がいるからと、心配性しようの夫に止められるため、アリシアはほとんどアズベルグ地方の領民と触れ合ったことがない。

　けれど先日の豊作祈願の際には、大勢の人たちが楽しげに浮かれ騒ぐのを見てしまった。保守的なことなかれ主義者どもだとカシュヴァーンは悪口ばかり言うが、そんな彼らを守るために毎日働いてもいるのだ。

　ディネロとの結婚は、民たみを守ることに繫がるのか。

　だがそれは、カシュヴァーンの死を前提としている──。

　胸を絞しぼられるような痛みとともに、アリシアはあることを思いついてそっと口を開いた。

「確かに、領民のみなさんに危害を加えられるのは困りますわ。でも、今思ったんですけど……レイデン伯爵様にひどいことをしたユーラン様に従っても、いずれ別のやり方でひどいことをされるだけではありませんの……？」

　フェイトリンでジスカルドに協力を持ちかけられた際、カシュヴァーンも最終的には似たような結論を出した。どれだけみじめな負け戦いくさになろうとも、むざむざ領主の座も……アリシアも、ジスカルドに渡しはしないと。

「ねえディネロ様。ディネロ様が、とても領民想いでいらっしゃることは私も存じています。けれどユーラン様はたぶん、あなたが想うようにはアズベルグのみなさんを大事にはして下さらないわ」

　黙り込み、何か考えている風なディネロに、アリシアはここぞとばかりにもう一歩踏み込んだ。

「だから……その、ディネロ様、私との結婚のことでなんて悩まないで下さい。それよりどうにかして、ここから逃げる方法を考えましょう」

　微笑みとともに持ちかけたアリシアを、再びディネロの眼光が射すくめる。

　顔を強張らせたアリシアに、ディネロは意外なことを述べた。

「アズベルグの家は、ハルバーストや、ライセンの家に、奪われて、ばかりだ。本来の、俺のものを、返して、もらっても、いいだろう」

　リドレックも以前そんなことを言っていた。カシュヴァーンの父親レジオールに至っては、領主の地位のみならずジーナ・アズベルグまでさらっていった、と。

　おまけに薔薇にしか興味を持たなかった彼女を、殺して薔薇園に埋めるという凶きよう行こうに及んだのだ。アズベルグ家の者が恨うらみを持ったとしても仕方があるまい。

「それは……確かに、お気の毒で……で、でも」

　常らしからぬ発言に戸と惑まどうアリシアの髪に、ディネロの手が触れる。

　剣だこのある大きな手。カシュヴァーンともよく似ているはずの感触の、カシュヴァーンとの差さ異いが今はひどく鮮明に思えてならない。

「お前も、あいつのことが、特別に、好きでは、ないんだろう」

　また、「特別」。

　どうしてディネロは何度も何度も、こんなことを聞いてくるのだろう。

　苦しい。「おなかが痛い」。

「私……」

　両手をぎゅっと握り締め、アリシアはより深くうつむいた。

「贅沢は、いけない、の……あっ」

「なんだと」

　聞こえない、と言うように、あごを取られて眼を覗き込まれた。

　懺ざん悔げを強要するような鋭い瞳が怖い。けれど逃のがれることはできず、アリシアは途切れ途切れにこう伝えた。

「誰かを、『特別』に好きだなんて……そんな贅沢は……赦されないんです、私には……」

「──それが、贅沢、か」














　ディネロのつぶやきは苦いものを帯びていた。

　これで解放されるかと思いきや、肩に置かれた手に力がこもる。

「ディネロ様……!?」

　片方の手が背を滑り、腰を抱かれた。あごが引き上げられ、ディネロの顔が近づいてくる。

　口づけをされようとしている。

　そうと理解した瞬間、アリシアは思いきり強くディネロを突き飛ばした。

「あっ、ご、ごめんなさいディネロ様！」

　実に呆あつ気けなく、ディネロがその場に尻しり餅もちをつく。自分が相手に危害を加えるつもりがない時、彼はいっさい反撃をしない。

「贅沢、だな」

　別に痛くもなさそうにすぐ起き上がったディネロは、開かい口こう一いち番ばんそう言った。

　相手を選んでいるじゃないか。暗にそう匂わされ、混乱しながらアリシアは謝罪した。

「……ごめんなさい、私……」

「答えは、出ている、のか」

　おろおろするアリシアを見下ろし、ディネロは謎なぞの言葉をつぶやいた。

　その口元にはなぜか満足げで、それでいて少し寂しそうな笑みが浮かんでいる。

「なら、いい」

　くるりと踵きびすを返したディネロの、扉を開けようと伸ばした手が思いきりただの板の部分にぶつかった。取っ手がないことを忘れていたようだ。

「アズベルグ公爵、アリシア様、さっきからすごい物音がしていますがどうされました!?」

　不ふ審しんを感じた外の兵士の声に、ディネロは「痛い。帰る」と返事をした。

「もう、しない」

　背を向けたままアリシアにもひと言言って、ディネロは開かれた扉から去っていった。








　第四章　天の裁き







　あれ以来、ディネロは来ない。

　レオニアも来ない。リュクも来ない。

「……どうなったのかしら、一体……」

　ディネロに口づけをされかけて二日後の朝、朝食を食べ終えたアリシアは寝台の上でぼんやりしていた。寝る以外することがない生活をしているので、もう一度寝ようという気にもなれずぼんやりすることしかできない。

　今またディネロの来訪を受けても、何を言えばいいのか分からない。だが彼はともかくとして、レオニアとリュクはどうしたのだ。

　──カシュヴァーンは。

　訃ふ報ほうが届いたとは聞いていないけれど、聞いていないからといって無事と限るわけでもなく……

　悶もん々もんとしているところに、いきなり「アリシア様」と外から呼ばれた。

「あっ、は、はい！　いますわ！」

　びっくりしつつもなんだか嬉うれしくて、つい大声を出してしまったアリシアの部屋に入ってきたのは、全く見たことのない二人の兵士だった。

「アリシア様。これからユーラン様のところに行っていただきます」

「えっ？　ユーラン様がお呼びなの？　どうして？」

　尋たずねても、兵士たちは当然のように返事をしない。当とう惑わくしつつもアリシアは、彼らに連れられ部屋の外に出た。

「ああ、これだけでもとっても新鮮……」

　ずっと閉めきられた部屋の中にいたので、一歩外に出ただけでもだいぶ違う。ユーランがいるという別べつ棟むねに続く渡り廊ろう下かを歩いていくと、外の森や中庭の緑が緩ゆるやかに色づき始めている様もうかがうことができた。

　季節はもう秋に移行しているのだ。時間の感覚がなくなりつつあったアリシアだが、そのことに思い至ってかすかに背筋が寒くなる。

　秋が来て、冬が来ても、自分はまだここにいるのだろうか。

　その時は、ディネロが夫となっているのだろうか。

「うう、でもちょっと足が痛いわ……ごめんなさい、もう少しゆっくり歩いて下さらないかしら」

　軟なん禁きん状態で過ごすうち、知らず足の筋肉が落ちていたのだろう。少し歩いただけなのに足が痛くなってきて、アリシアは前後を挟んだ兵士たちにそう頼んだ。

　その時だった。

「アリシア危ない！」

　叫ぶ声はリュクのものだ。

　声がしたほうを驚いて見れば、血けつ相そうを変えたリュクが走ってくる。

　アリシアを連れに来た二人の兵士は敵てき襲しゆうかと思ったのだろう。腰の剣に手をかけ、背にアリシアを庇かばう体勢を取る。

「どうしたリュク！」

　叫ぶ兵士にリュクは答えない。全速力で走ってきた彼は、その勢いで片方の兵士に思いきり体当たりした。

「うわっ!?」

　まさか味方にそんなことをされるとは思わなかったらしく、兵士はもんどり打って転がる。その間にリュクは服の隠しに手を突っ込み、小さな袋を取り出して叫んだ。

「アリシア、息止めて！」

　訳も分からず鼻と口を押さえたアリシアが見守る中、リュクは手にした袋の中身を転んだ兵士にぶちまけた。黄色っぽい粉と皮膚まで染み込むような強烈な匂いがあたりに広がり、兵士がげほげほとむせ始める。

「ごめんなさい！」

　煙を避けて素早く後退したリュクが、アリシアの手を取って駆け出す。呆あつ気けに取られていたもうひとりの兵士が、鼻を押さえながら怒鳴った。

「リュク！　貴様、血迷った……ぎゃああっ！」

　剣を振りかぶった兵士の目元に刺さった、金属の棒。

　振り向き様にリュクが繰り出したのは、「近づかなくても……リュクに注意できる棒……」だった。

　反射的に眼を押さえた兵士の、がら空あきになった鼻と口におぞましい粉が飛び込む。哀あわれな兵士は押さえる手が足りなくなったらしく、自ら近くの壁に顔面をぶつけて伸びてしまった。

「リュク、ど、どうし……っ、ごほっ」

「話は後！」

　問答無用でアリシアに命じたリュクは、「近づかなくても……リュクに注意できる棒……」を投げ捨てまた駆け出した。きょろきょろとあたりを見回しながら、アリシアの手を引き建物の影を走り抜ける。

　アリシアが囚とらわれていた付近の警備は厳しかったが、人ひと気けのない山の中という立地条件のせいだろう。聖堂を離れてしまえば見張りは数が少なく、あらかじめその位置を確認していたらしいリュクは、まんまと脱出を成功させた。







　枯れた部分が目立ち始めたこんもりした茂みの奥に座り込み、アリシアとリュクははあはあと荒い息を吐はいている。

　ひとしきり森の中を走ったので、巨大な聖堂は最も早はや視界の中にはない。追っ手も今のところ見えないが、無茶な脱出方法の負ふ荷かが今になって押し寄せてきた。

「あー……レオニアさんが正解だなあ……握にぎりには要いらない物がないほうが扱いやすいよ、確かに……」

　リュクはだんだん調子を取り戻し始めたが、アリシアは勢いにまかせて走ったために萎なえた足が痛くて大変だ。立ち上がることもできずにはあはあ言っているその背を、呼吸を整えたリュクが労いたわるように撫なでてくれた。

「ごめん、アリシア、平気？」

「な……なんとか……でも、あの、リュク、どうして……？　ごほっ」

　しゃべった拍ひよう子しにアリシアは、口の中に入り込んでいた奇妙な粉にむせてしまった。

「あ、ごめん、大丈夫？　ええと、さっきの粉もレオニアさんの発明のひとつで、『死なないが……嫌な気分になる粉……』だったかな？　俺は単に嫌な粉こなって呼んでるけどね、だって豚の……あ、うん、気にしないで」

　あまり成分を知らないほうがよさそうな粉の効果はようやく消えた。森のきれいな空気を吸い込みながら、アリシアは改めて尋たずねる。

「そうなの。レオニア様も、あの、私を逃がすのに協力してくれてるの？」

「違うよ。これは俺の意思」

　さほど厚くもない胸をリュクは張ってみせた。

「まあ、道具はこっそり借りたけどね。でもレオニアさんだってアリシアのこと、かわいそうだって思ってるみたいだよ。もう少し俺に任まかせてほしいって言ってたのに、ユーラン様が……」

「ユーラン様が？　そういえば私、ユーラン様に呼ばれたんだけど」

　話が本筋に戻ったのを感じ、再度質問したアリシアに答えるリュクの表情は苦い。

「……俺が今日こんなことしたのは、ユーラン様がレイデン伯はく爵しやくと一緒に、アリシアを再教育するって言い出したからだよ」

　それを聞いてアリシアは、自分がユーランに呼ばれた理由にようやく思い当たった。

「ああ、そういうことなのね……でもどうして？」

「レオニアさんじゃらちが明かないからってさ。……明かなくていいんだよ。どうせアリシアの意思なんか、最初から無視する気のくせに」

　面倒がって、あるいはリュクの言うとおりなら気の毒がってアリシアの再教育の手を抜いていたレオニアに、ついにユーランも業ごうを煮にやしたのだろう。自みずからアリシアを火であぶるか、足を折るかする気で呼び出したのだ。

「ユーラン様自身だって、いまだにレイデン伯爵にちゃんと言うことを聞かせられないってのにさ。前からちょっとやばい人だとは思ってたけど、何が穏おん健けん派だよ。穏健派も急進派も結局は一緒じゃないか……！」

　語気を強めて言った後、リュクは急に楽観的な明るい声を出した。

「アリシア、とりあえず山を下りよう。食べる物は少しは持ってきたし、今の季節ならきのこでもなんでも採とれるからきっと大丈夫！」

「そうね、草もたくさん生はえているし。えっと……でも、だめよリュク」

「だめって？」

　意外そうに聞き返してきたリュクに、アリシアはあっさり答えた。

「ディネロ様を置いてはいけないわ。それに第一、リュクは〈翼の祈り〉の人なんだから、食べる物はもらえると嬉しいけどあなたは帰って？」

「そういうわけにはいかないよ、俺も教団を抜ける！」

　さり気なく図ずう々ずうしいアリシアに、リュクは勇ましく宣言した。

「食わせてもらえればいいと思ってずっといたけど、もう上の人のやり方にはついていけないよ。せっかくレイデン地方まで戻って来られたんだし、駄だ目め元もとで一回家に戻ってみようかと思うんだ。だからその……アリシアも、一緒においでよ」

　最初は勇ましかったものの、次第に彼の声は決まり悪げに小さくなる。

「それに……あの……これ！」

　ごまかすように大声を出したリュクが差し出してきたのは、以前アリシアももらったようなブローチ大の木彫りの肖しよう像ぞう。

　違うのは、楕だ円えん形の枠わくの内側を取り巻くのが一いつ対ついの翼であること。そしてその翼に護まもられるように、あるいは閉じ込められるようにして彫られているのが、まっすぐに正面を見据えた見知らぬ美少女であることだ。

「アリシア、アーシェル様に会いたがってただろう？　だから……ほら、彫ってみたんだ。俺、実は以前にアーシェル様に会ったことがあるんだよ。聖堂に描く絵の雰ふん囲い気きを摑つかみたくてさ。あんまり近くには寄らせてもらえなかったんだけど、印象的な方だったからよく覚えてる」

　手渡された肖像を、アリシアはしげしげと眺ながめてほうっと息を吐いた。

　この少女が聖女アーシェル。

「すごくきれいな方ね……」

　彩色されたわけでもない、素朴な木彫りの肖像なのに、リュクの腕うではさすがのひと言に尽きた。

　簡素な白い法ほう衣えをまとい、無む造ぞう作さに髪を伸ばした硬質な聖女の姿が自然と眼に浮かぶ。背にある巨大な翼が風に揺れ……でも、その翼は、偽にせ物ものなのだ。

「そうだね、きれいで……そしてなんだか、少し寂しそうに見えた」

「寂しそう？」

「うん……それは、アリシアもだけど」

「私が？」

　そんなこと、今まで一度も言われたことがないので驚いてしまった。

　まじまじとリュクを見つめれば、リュクは自分のほうこそ寂しそうに笑う。

「アリシアもさ、いつもにこにこいい笑顔してるのに、たまにすごく寂しそうな、切なそうな顔をしてる時があるよね。……あれ、ライセン公爵のこと、考えてるんだろ？」

　カシュヴァーンの名前を聞いたアリシアが表情を曇くもらせつつ、「ライセン〈強〉公爵様よ」と訂正すると、リュクも一層寂しそうな、切なそうな笑みを浮かべる。

「あんなに美形のアズベルグ公爵と、あんないい条件出されても結婚したくないなんて……アズベルグの暴君、だっけ。ライセン、えーと、強公爵閣下って、きっとものすごくかっこいいんだろうね」

「……ええ、そうよ、とってもかっこいいの。強くて、優しくて、お金持ちで、寛大で……」

　時々ひどく、もろくも見えて。

「……私の、理想の、旦だん那な様なの……」

　カシュヴァーンからは一番遠いはずの木彫りのアーシェルを見てまで、彼の姿が脳のう裏りに浮かんできた。そのうち何を見てもカシュヴァーン様に見えてくるかもしれないわ、とアリシアは思った。

　そういう形でもいいから、会いたいとも。

「……そっかぁ。買われたも同然って話だったけど、アリシアはあの人のことが本当に好きなんだね」

　あーあ、とため息をついたリュクの言葉にアリシアはどきっとしてしまった。

「本当に、好き……？　……」

「うん、だってそういう顔してたよ」

「え、ど、どんな？　どんな顔？」

　思わず両頰ほほに手を当て、百ひやく面めん相そうを始めてしまったアリシアを見てリュクは今度は楽しそうに笑った。

「計画変更。ねえアリシア、アズベルグ地方に戻ろうよ。そして俺を、お抱かかえ絵え師しとしてライセン強公爵に推すい薦せんしてくれないかな」

　絵師だの楽がく士しだのを抱え、彼らの創作を助けるのは金持ちの証あかし。あらすてき、とすぐ思考を切り替えたアリシアだったが、

「ううん、でも、カシュヴァーン様は今レイデン地方に来ていらっしゃるはずなのよ。それにあまり芸術活動に興味をお持ちではないのよね……」

「らしいね、ハルバーストの家にいた絵師は追い出されちゃったって話だし。だけど俺の絵は教団の偉い人も認めてくれたんだし！　それに教団の情報だっていろいろ持ってるから、きっと雇やとってくれるよ!!　……だめなら下働きでもなんでもするから、頼むよアリシア」

　脳天気さと図々しさと弱気さをまぜこぜにしてリュクが頼むと、アリシアも微笑んだ。

「そうね、私もカシュヴァーン様も無事なら、きっと大丈夫だわ。だってリュクは私を助けてくれたんだもの。ご自分に何かをしてくれた方には、必ずお返しをする方なの」

　言い終わるのと、風を切る音がしたのはほぼ同時だった。

「えっ？」

　アリシアが思わず声を上げたのと、リュクの絶叫もほぼ同時だった。

　茶色い部分が眼につき始めた茂みの緑の上に、アリシアの着古したドレスの裾すそに、木彫りの聖女の肖像に、赤い雨が降る。

　リュクの右腕の付け根に、一本の矢が突き刺さっていた。







「リュクっ！」

「おや、少し外はずしてしまいましたか」

　うずくまったリュクに駆け寄ったアリシアの耳に、しばらく聞いていなかった穏おだやかな声が聞こえてきた。

　柔らかな腐ふ葉よう土どを踏みしめ、十数人の兵士を引き連れてユーランが近づいてくる。呼び出したはずのアリシアが逃げた報告を聞き、追いかけて来たのだろう。

「結構練習をしたつもりだったのですが、やはり実戦は難しいですね」

　その手の中にある武器は、アリシアも実際に見たことがある物だった。

　機械弓クロスボウ。

　腕わん力りよくと訓練が必要な長弓と違い、射しや出しゆつ方法を覚えるだけで強力な力で矢を発射できる武器だ。木の台に弓を取りつけ、なんらかの器具を使って弦つるを引いておき、あとは狙ねらいをつけて引き金を引けばいい。

　ユーランが持っているのは、手回し式の巻き上げ機を使う種類だった。矢をつがえた状態で固定し、持ち歩ける利便性はあるが、次の矢を構えるのに時間がかかるため実際の戦闘では案外不便である。

　だが今のように、最初の一発でけりがついてしまえば次の心配はない。

「……しかし恐ろしい量の血です……うう……、いやいや、ここで怯ひるんでいてはいけないですね……返り血を浴びる心配はないのだし……」

　噴出した大量の血の匂いに、ユーランは気分が悪そうにする。剣などと違い接近の必要がない武器だからと、弓を選んだのだろう。

　もっともアリシアの知っている気弱なユーランなら、自ら機械弓クロスボウを引くこともできなかったに違いない。そういう意味でも彼は水みな底そこの国を知り、ティルナードやリュクにとっては不幸な方向に成長したのだ。

「お、お早い……です、わ、ね……、ユーラン様……」

「リュクがおかしな匂いのする粉をまいていきましたからね。匂いを辿たどれば、逃げ出した先は簡単に分かりますよ。全く困ったものです、つくづく考えが足りない……おっと」

　肩をすくめるユーランから、アリシアは急いでリュクへと視線を戻した。

「だ、大丈夫、生きてる、よ、俺……」

　どくどくと血を吹き出す右腕を左手で押さえ、リュクは泣き笑いの表情をしている。下へ手たに抜いたりすると余計に傷口を広げてしまうかもしれない、という知識があるアリシアは、どうすることもできない。

「はは、でも、腕、全然上がらない……指も、動かないや……」

　美しい絵や彫り物を生み出す、器用で繊せん細さいな指先は今やわななくばかり。

「こ、こんなことなら、ちゃんと描いておけばよかった、聖堂の絵……今、すごく、すごくいい図案が」

「何を言っているんですか？　リュク。次などあるはずがないでしょう」

　微笑むユーランの手が、巻き上げ機を使って弦つるを引き始める。

「生まれ変わりたいのでしょう？　生まれ変わらせてあげますよ」

　固定された弓、巻き上げ機の取っ手などに凝こった翼の紋もん章しようが彫り込まれていることにアリシアは気づいた。この精せい緻ちさはきっと、リュクの手による物だ。

「やめてユーラン様、リュクが作ったものでリュクを撃たないで！」

　とっさにアリシアは叫び、リュクを庇かばうように両腕を広げた。

「リュクが作った？　違いますよ、これを作ったのはレオニアです。聞いているかもしれませんが、彼はこういった物を作るのが得意なので。人間誰にでも取とり柄えが……おっと」

　しょうもない発明ばかりしているように見えたレオニアだが、実じつ践せん的な物も作っているようだ。そこに見た目が美しくないと、横からリュクが手を加えたのだろう。

「裁さばきの弓ゆみ、などとレオニアは言っていましたが、私はこれを救いの武器だと思っております。とはいえリュク、あなたは仮にも聖職に身を置く者。この弓の力を借りずとも、ご自分の翼で至いと高たかき国へ行けるでしょう……さあアリシア様、お退どきなさい」

　柔らかく微笑まれても、アリシアは動かない。

　レオニアとリュクの合がつ作さくなら、なおさらリュクを撃たせるわけにはいかない。

「アリシア、いいよ、君は逃げて……」

　リュク本人が言ってもやはりアリシアは動かない。

「だめよ、逃げても捕つかまってしまうもの。どうせ逃げられないなら、リュクを守らないともったいないわ……」

　かたくなな態度を見て、ユーランはさも困った、という顔をした。

「その男は食うに困って教団入りし、絵の才覚を見み出いだされ重要な仕事を任されるも、期日に間に合わせることができず周りに多大な迷惑をかけました。にもかかわらずへらへらするばかり、あげく情なさけをかけてくれたレオニアの顔に泥を塗るような真ま似ねをしでかしたのです。正直、人手も足りなかったので使ってはみましたが、しょせんはこういうことですね」

　ぴんと張った弦つるにつがえられたやじりがアリシアに向けられる。

　けれどユーランは、それでも退どかないアリシアを見てすぐに諦あきらめたように弓を下ろした。「仕方のない方だ。とはいえ、その優しさは地方伯の令れい嬢じように相応ふさわしいと言えるでしょう。分かりました、リュクを撃つのはやめましょう。……血の匂いで吐きそうですし」

　機械弓クロスボウ自体も重いらしく、ユーランはそれを手近の兵士に渡してしまった。中途半端に以前のままのところが余計に怖こわい。

「その代わり、もう一度あなたが逃げ出すようなことがあれば、リュクがどうなるか分かりますね？　唯一の取り柄も失ってしまった彼には、より敬けい虔けんに祈ることによりアーシェル様のお役に立つしかないのですよ」














　アリシア自身に「再教育」を施ほどこすまでもなく、有効な足止め材料が見つかったとユーランは喜んでいる。

　絵を描くどころか指を動かすこともままならないリュクは、たとえ体が回復したとしてもできることは非常に限られてしまうだろう。教団の保護がなければ日々の糧かてを得ることもできまい。

「……分かりましたわ……」

　悄しよう然ぜんと肩を落としてアリシアがうなずいた時、ユーランの背後に背の高い黒髪の影が立った。

　一瞬どきっとしたのは、その影がカシュヴァーンに見えたからだ。──しかし現れたのは別の男だった。

「……リュク……」

「あ……レオニア様」

　昼寝でもしていたのか、一層ぼさぼさの髪のレオニアが、血まみれのリュクを見つめて棒立ちになっている。

「ああ、レオニア、来ましたか。話は聞いていますね？　あなたの従者がとんでもないことをしてくれましてね」

　振り返ったユーランと、その横の兵士が手にした機械弓クロスボウにレオニアは髪の隙すき間まから素早く眼を走らせた。

「……殺したのか……その、弓で……」

「生きてはいますよ。もっとも、絵師としては死んだかも……おっと、失礼」

　困ったように微び笑しようしたユーランの横をすり抜け、レオニアはリュクの側そばに行った。

「馬鹿が……せっかくレイデンに連れ帰ってやったのに……」

　衝しよう撃げきと出血で意識を失いつつあるリュクの右肩を睨にらみ、レオニアは吐き捨てる。

　きっと、リュクを家に戻してやるつもりで従者としたのだろう。好みは正反対でも、やっぱり仲良しなんだわ、と思ったアリシアは、その分だけつらくなってそっと眼を伏せた。

　やがてユーランの指示により、兵士たちが動き始めた。レオニアに付き添われたリュクは数人の兵士に担かついで連れて行かれ、アリシアもまた、元来た道を戻るよう促うながされる。

「……もっと派手でごてごてして、狙いも外してしまうような装飾をしておけばよかったのよ、リュク……」

　血まみれの聖女の肖像を握り締め、アリシアはとぼとぼと歩き始めた。

「……けれど、カシュヴァーン様は生きていらっしゃる、のね……」

　いずれライセン公爵の訃報は届く、と再会した当初のユーランは自信たっぷりだった。

　だがまだそういった話は出てこない。時間はあると言っていたのに、アリシアの「再教育」に自ら乗り出してきたあたりにも余裕のなさが透すけて見える。

　人手不足だともさっき言っていた。高位の聖職者や見張りの数の少なさも、それを裏づけているようにも思える。

　穏健派と急進派。

　教団内での対立は、それぞれの派閥が持てる力を制限してしまっているのではないか。

　一度失敗したユーランは、実はかなり勢力を落としてしまっているのではないか……

　時折そこで身の毛もよだつ怪物が現れて、などといった思いつきに邪魔されながらも、アリシアはそんな結論に達した。

　ならば自分にできることはただひとつ。

「とりあえず、助けに来て下さるのを待つしかないわ……」

　いくら見張りが少なかろうが、逃げればこのように追っ手がかかることは証明ずみだ。草を食べて生き延びることはできるかもしれないが、追っ手をまいて逃げ出すような能力はアリシアにはない。

　それにリュクは敵で、どうしようもなく脳天気でちゃらんぽらんだが、死んでほしくない。

　待つ間にディネロとの結婚話は、また進められるのだろうが。

　重い気持ちになりながらも、なるようにしかならないと考え直し、アリシアは黙もく々もくと歩いた。







　遠く人のざわめきが聞こえる。

　連れ戻されてから二日目の夜、監かん禁きん室の寝台でまどろんでいたアリシアはぼんやりと瞳ひとみを開いた。

「何かしら……？　……」

　見回してもあたりは真っ暗。だが外からかすかな火灯あかりとともに、緊きん張ちようを帯びたささやき声が室内に漏もれ入ってきている。

　時刻は真夜中のはずだ。非常に規則正しい生活をする聖堂内の人々が、こんな時間にこんな風ふうに騒いでいるのは初めてである。

「一体どうし……、えっ」

　枕元の眼め鏡がねを手探りで探していたアリシアの髪が、突然の風に揺れる。

　あっと思った次の瞬間、一筋の銀色が視界を過よぎり、次いで誰かが眼鏡をかけさせてくれた。

「ルっ……！」

「おっとアリシア、お静かに」

　おどけたように笑うのは、銀髪の死神少年・ルアーク。

　自主的に口元を覆おおいながらも、再会の喜びにいっぱいのアリシアを見てルアークも嬉しそうにした。

「ああ、さすがのアリシアもちょっと瘦やせちゃったね……だけどひとまず、大丈夫そうだね」

　肉体的にも精神的にもまだそこまでひどい状態ではないと、ルアークはひと目で察知したようだ。

「手をわずらわせてごめんなさいね、ルアーク。逃げようとはしてみたんだけど」

「はは、いいって。下手に逆らっておかしなことになるよりよっぽどまし。それにこういう状況じゃ、ただおとなしく待ってるほうがよっぽど大物だよ。俺たちが来るって信じてくれてたってことだよね？」

　監禁の恐怖と焦しよう燥そう感から、人ひと質じちが自力で事態を改善しようとするのは自然なことだ。だがルアークなどならとにかく、戦闘能力皆かい無むのアリシアに余計なことをされるとかえって厄やつ介かいなことになりかねない。

「でもその服はいただけないなあ。ドレスは脱がされちゃったの？」

　アリシアは現在、〈翼の祈り〉教団の白い法衣を着せられている。着ていたドレスがリュクの血まみれになったのと、着替えを止める人間がいなくなってしまったためだ。

「そうなの、もったいなかったけど血まみれになってしまったから、ドレスは捨てられてしまったと思うわ」

「えっ、ちょっと待って、どうして血まみれになったの？」

　にわかに怪け訝げんな顔になったルアークに、アリシアは端たん的てきに答えた。

「リュクがユーラン様に撃たれてしまったの。そうだわルアーク、私は大丈夫だけど、レイデン伯爵様と……ディネロ様と、それにリュクはどうかしら」

「えーと、ごめん、そのリュクって人は誰なのかな」

「リュクは食べるのに困って教団に入った絵師なの。でも、もう絵は描けないかもしれないの……私を逃がそうとしてくれた時に、ユーラン様に機械弓クロスボウで撃たれてしまって。死んだとは聞いていないけれど、どうなったか分かる？」

　リュクともレオニアとも、リュクが撃たれて以来会っていないのだ。ディネロとの結婚話でさえ聞いても返事をもらえず、アリシアは情報に餓うえていた。

「わー、すっごく突っ込みたいところがたくさんあって嬉しいけど、とりあえず他のみんなと合流しようか。話は後でできるし」

　ルアークも相当聞きたいことがありそうだったが、さすがに彼は冷静だった。

　次第に冷静さを欠いていくのは部屋の外の様子だ。「見張りを集めろ」「火をもっと足せ」「レオニア様はどこに行った！」などなど、慌ただしく騒ぐ声が乱れた足音に混じって遠ざかっていく。

「陽よう動どう成功って感じだね。さあて、ぼちぼち行こうか、アリシア。ちょっと待っててね」

　扉の覗のぞき窓から外を見て、ルアークは散歩にでも誘うような様子でつぶやいた。銀の軌き跡せきが一瞬部屋の奥に下がった、と思って振り向いたアリシアは、窓を覆う木き格ごう子しがいつの間にかきれいに外されているのを見た。

「ルアーク？　ここから入ってきたの？」

　驚いたアリシアがきょろきょろしていると、今度は扉の向こうで何かが倒れる音がした。

「お待たせ、アリシア」

　部屋の外から扉を開けて、なんでもないように入ってきたのはルアークである。その足あし下もとにはお前は残れとでも言われていたのだろう、見張りがひとりだけ眼を回して倒れていた。

「ええ。でも、大丈夫？」

「今この建物に続く山道の途中で、バルロイおじさんたちと教団のみなさんが交戦中なんだ。やっぱ基本が聖職者だねえ、そこそこ訓練はしてるっぽいんだけど、みんな浮き足立っちゃってこっちの警備はがら空きだよ」

　見張りから奪ったらしいランプ片手のルアークの言うとおり、騒ぐ声は今はすべて建物の外から聞こえてくる。

「そうね、元々人も少ないみたいだし……あ！」

　廊下へ出たアリシアが声を跳はねさせたのは、薄暗がりの向こうからレネとディネロが現れたからである。

「よかった、二人とも無事……」

　途中で声が詰まってしまった。

　ルアークが掲げたランプの光に浮かび上がったレネも、それにディネロも傷つき、薄汚れ、とても無事には見えなかったからだ。

「ご無事で、アリシア様……」

「アリシア、よかった」

　いつもの無表情をほんの少しほころばせ、二人はアリシアに怪我がなさそうなことを喜んでくれている。

「二人とも、一体どうしたの？」

「ああ、レネはアリシアとディネロ様を置いてったことをすごく気にしててね、めちゃくちゃな強行軍で知らせに来てくれたんだよ。おかげでこの有様」

　ルアークの説明に、アリシアはそんな、と首を振る。

「置いていったなんて思っていないわ、レネ。誰かが知らせに行かないといけないし、私とディネロ様は殺されそうになかったもの。それに誰も逃げられないよりいいじゃない」

「いえ、護衛としてついていながら、あのような状況を許してしまったこと自体恥ずべきことです。バルロイ様にもお叱りをいただいてしまい、深く反省しております」

　額ひたいや頰ほおに擦すり傷を浮かせたレネが生き真ま面じ目めに謝るのを見て、アリシアはもう一度首を振った。

「大丈夫よ、レネ、来てくれて嬉しいわ。そうだ、後でカシュヴァーン様ととびきりいちゃいちゃ……」

　そこでアリシアは、無意識に避けていた話題をおそるおそる口にした。

「ルアーク……カシュヴァーン様は……無事？」

「疲れていらいらして時々アリシアの幻覚を見てるみたいだけど、なんとか大丈夫だと思うよ。すぐに会えるから安心して」

　力づけるように笑ってくれたルアークに、アリシアはほうっと大きく息を吐いた。泣いているような、笑っているような笑みが自然に口元に浮かぶ。

「……よかった。よかったわ……」

　そんなアリシアを、ディネロが黙って見つめている。

　視線に気づいて見つめ返せば、ディネロが着せられている白い法衣の一部が裂け、下に手当ての跡が覗いていた。先日部屋に来た時よりも一層顔色が悪くなっている。

「でも、ディネロ様はどうされましたの？　お怪け我がでも」

「お前と、結婚しないと、言ったら、やられた」

　淡たん々たんとしたディネロの回答に、アリシアはもちろんルアークやレネも眼を丸くする。

「──おっとぉ、ユーラン様ってばすごい強硬手段に出るとこだったんだね。捕ほ虜りよさんたちも全然口を割らないから、状況が分からないんだけど……間に合ったんだよね？　俺たち」

　おかしなことになっていないかと、探るように緑の瞳を動かすルアークに、アリシアはうなずいた。

「え、ええ、一時は結婚させられそうになっていたけど、断って下さったのね、ディネロ様……その、よかった……？」

　ユーランの結婚しろ発言からディネロに口づけをされかけたことまで、一連の流れを思い出しながらアリシアは小首をかしげた。

「ええと、でも、ディネロ様が怪我をされたことはよくありませんわね」

「大事、ない。俺より、ティルが」

　ティルナードの愛称を口にしたディネロがすいと眼を動かした先、廊下の角を曲がってもうひとつの影が現れた。ディネロ様ぐらい大きい、と一瞬アリシアは思ったが、それはひとりがもうひとりを背負っているからだ。

「ジェダ！　レイデン伯爵様！」

　ランプの灯りの範囲に入ってきたのは、ぐったりしたティルナードを背負ったジェダだった。

「ひどいですね」

　傷ついた顔をわずかにしかめてレネが言うとおり、集まってきた面々の中で、一番ひどい状態にあるのは明らかにティルナードだ。

　熱を帯びた顔は赤く、ところどころ破けた白い法衣から覗く肌に水すい泡ほうが群れを成している。火であぶられたせいだと分かり、アリシアはぞっとした。

　ぶらりと垂たれ下がった片足は、折れているせいできちんと抱えることができないようである。ほとんど意識がないせいもあり、背負いにくくてジェダも均きん衡こうを取るのに苦労している。

「ジェダさん大丈夫？　俺が代わろうか？」

　ルアークに言われ、ジェダはむきになったように応じた。

「平気だ、このぐらい。それよりアリシア様、リュク、という男をご存じですか」

「ええ、知ってるわ。リュクは無事？」

「みなさんを探している途中、そう名乗る男を発見しました。アリシア様の知り合いだ、彼女を助けてほしい、ついでに自分も逃がしてほしいと言われたのですが、どう見ても教団の人間。とりあえず無視したのですが」

「ええと、確かに教団の人だけど、私を助けてくれようとした人でもあるのよ」

　そこでアリシアは、ルアークに頼んでみた。

「ねえルアーク。さっきも言ったけど、リュクは私を助けてくれようとしたの。それに絵はもう描けないかもしれないけど、リュクはアーシェル様に会ったことがあるんですって」

　聖女アーシェル。

　その名を聞いて、アリシアとぐったりしたティルナード以外の面々の顔に一気に緊張が走った。

　それに気づかずアリシアは、法衣の懐ふところを探ってリュクお手製の木彫りのアーシェル像を取り出した。アリシアの肖像は前のドレスごと持って行かれてしまったが、血にまみれた聖女像が「再教育」に有効だと考えたのか、ユーランはこれは取り上げずにいてくれたのだ。

「ほら、この方がアーシェル様なんですって。リュクは教団のことをいろいろ知っているみたいだから、できれば助けてあげられないかしら。他の捕虜のみなさんみたいに口を割らない、ってことはないと思うわ。カシュヴァーン様があんまり締め上げなくても大丈夫よ」

「──……ねえ、アリシア。そのリュクって人、よっぽど高位の聖職者？」

　代表してルアークが問うと、アリシアはリュクとの会話を思い出しながら答える。

「いいえ、第七階かい梯ていの人よ。でもええとね、聖堂に絵を描くために、新しいアーシェル様と……あら？　古いほうだったかしら？」

「新しい、古いか。……へええ、確かにいろいろ知ってるみたいだね」

　意味ありげに薄く笑ったルアークは、同じように何かを感じているジェダとレネに視線を向けた。

「こりゃあそのリュクって人に、ぜひ話を聞かないと。二人はみんなを連れて打ち合わせどおり逃げて。俺はそのリュクって人を探しに行くよ。ジェダさん、見つけた場所教えて」







　戦いの声を遠く聞きながら、暗い山の中をアリシアはディネロに抱えられて運ばれていく。

　怪我をしている彼にそんなことをさせるのは気が引けるのだが、是ぜも非ひも問わず抱え上げられてしまったのでどうしようもない。

　レネは体が小さいし、口には出さないがアリシアにも分かるぐらい疲ひ弊へいしていた。ジェダは重傷のティルナードを背負っていることを考えると、一刻も早く逃げ出すためには結局これが一番だろう。

　足下が悪いため、しゃべると舌を嚙かみそうで何も言えない。ひたすらディネロの法衣を摑み、時々草や小枝が体に当たって痛いのをこらえながら、どれぐらい経たっただろうか。

　気づけば戦いの声はほとんど聞こえなくなっていた。陽動作戦の定じよう石せきどおり、本隊は真反対の方向に控ひかえているのね、とアリシアが考えていると、いきなりディネロが立ち止まった。

　星明かりに紛まぎれてしまいそうな、小さな火灯あかりが暗くら闇やみの中に数個掲げられている。

　ざわめきや、人の気配も感じられるが、生あい憎にくこの状況ではアリシアにはさっぱり周りが見えない。

「ディネロ様……、あ」

　戸と惑まどうアリシアをディネロが地面に下ろしてくれた。

　柔らかな腐葉土を足の裏に感じた、と思った次の瞬間、またぐいっと抱え上げられる。

「きゃっ！」

　何が起こったのかとびっくりしてしまったが、反射的に摑んだ服の布地の感触がさっきと違う。ゆったりとして触り心地のいい法衣ではなく、もっと硬かたくて、風ふう雨うに耐えることを想定された厚手の生き地じ。

　探るようにそろそろと、触れた部分を指先で辿れば、大きな手に丸ごとその手を摑み取られた。剣だこの目立つ荒れた手の平。そこから伝わる熱。

「……カシュヴァーン様……？　……」

　小さく呼ぶと、体を抱いた腕が強くなった。しかし、彼は答えようとしない。

「カシュヴァーン様、ですよね、違うの……？」

　幻覚もここまで発展したのかと思いながらアリシアが問うが、カシュヴァーンと思おぼしき影はじっと彼女を抱いたまま動かない。

「あのう、カシュヴァーン様じゃない方でしたら放していただきたいのですけど……でも、カシュヴァーン様ですよね……何か、しゃべって下さる……？」

「……お前がしゃべれ……」

　耳のすぐ側でささやかれ、アリシアは「おなかが痛」くなった。

「やっぱり、カシュヴァーン様、ですのね……あ、お体は大丈夫ですか？」

「いいからお前がしゃべれ……！」

　少し苛いら立だったように命じられ、戸惑いながらアリシアは、カシュヴァーンに伝えるべきことを考えた。

「ええと、来て下さって嬉しいです……ここに来る途中初めて驢ろ馬ばに乗りましたわ、驢馬肉っておいしいんでしょうか……それと、青空ってやっぱりたまに見るとすごくきれいで……」

　旅行記としてもとりとめのない話を、カシュヴァーンは黙して聞いている。

「きれいと言えば、リュクが私の木彫りの肖像を彫ってくれましたの……あ、でもあれは前のドレスの隠かくしに入れたままなんだわ……せっかく彫ってもらったのに、あれも捨てられてしまったのかしら……あっ！」

　抱き締める腕に力がこもった。

　これ以上ないほどぴたりと体を密着させられ、これ以上ないほど「おなかが痛」くなる。

「やっと会えたというのに、なんてどうでもいい話だ……！　今度こそ幻ではなく……本物のアリシアだ……!!」

　カシュヴァーンの大きな手が、アリシアの髪に触れる。

「俺の見る幻覚では、俺の理性が邪魔してお前の言うことがまともすぎた……だが……やっと、やっと無事に会えた……」

　指でくしけずるようにして何度もその感触を確かめられる、そのたび背筋がぞくぞくした。

「レネが知らせに来て……だが戻るに戻れず……アズベルグでも馬鹿が暴れ出しやがって……あの馬鹿ども、俺が帰ったら覚えてろ……」

　ディネロ様こそが領りよう主しゆに相応ふさわしい、そう言った兵士たちのような人間が何かやらかしたのだろう。カシュヴァーンは一瞬、殺気を込めて毒づいた。














「殺されはしないにしても……他にいくらでもひどいことはできる……お前に何かあったらと思うと……だが……、よかった……」

　感かん極きわまったように震ふるえるその声が持つ熱が、遅ればせながらアリシアにも伝染していく。

「私も……ユ、ユーラン様がその、カシュヴァーン様を……殺すと……おっしゃるから。と、とても……怖かった……ですわ」

　アリシアもカシュヴァーンに何かあったら、と思うと不安でたまらなかった。しかしそれは、同じように離れていて、同じように状況が分からないカシュヴァーンも同じだったのだ。

　思わず手を伸ばし、夫の首に回す。

　改めて見つめたカシュヴァーンは、眼の下に大きな青いくまを作っておりいつもよりもさらに年齢が上に見える。なのにその眼の奥に残った不安の陰かげりが、迷まい子ごのような危うさをも同時に醸かもし出していた。

　アリシアは思わずぎゅうっと抱きついて、指先に触れた硬い黒髪を、カシュヴァーンがしてくれているように優しく撫でた。

　差し当たっての救出成功で気が抜けたか、地面にうずくまりつつも「これが私への礼ということですね、参考になります」などとレネが言っているがあまり気にならない。ディネロが黙ったままこちらを見ていることも意識に上らない。

「私も……あの、私も何度もカシュヴァーン様のこと」

「ティルナード様！」

　何を見てもカシュヴァーンのことが頭に浮かんだという話をしようとしたところに、セイグラムの大声が響き渡った。

　びっくりして見回すと、少しは闇に慣れてきた眼に、トレイスに肩を借りてよろよろと歩いてきたセイグラムが映る。眼鏡は新調したか借りたかしたらしいが、怪我は治りきっていないようで顔色は悪い。

　セイグラムの目線の先には、背中からずり落ちてしまったティルナードを抱え直してまた歩き出したジェダがいる。意識のないティルナードを、怪我を気き遣づかいながら背負って運ぶのはやはり相当重労働らしく、いつの間にか彼らとは結構な距離が開いてしまっていた。

「あ、よかったわセイグラム、無事ね！　カシュヴァーン様、ノーラは無事ですか？」

　セイグラムに続いてノーラの無事を確認しようとしたアリシアだったが、カシュヴァーンの答えは突然の悲鳴にさえぎられてしまった。







　火灯りを倒しながら、ひとりの兵士が絶叫を上げて地面に転がる。その腹には矢が深々と突き刺さっていた。

「さすがにばれたか。だが数はそれほどではない。バルロイがだいぶ減らしてくれたな」

　皮肉っぽくつぶやいたカシュヴァーンの声は、先ほどまでとは打って変わって覇は気きに満ちている。アリシアの無事を確認したことで、最大の気がかりが消えたからだろう。

「弓兵がいるぞ！　防壁を作れ!!　火をもっとたくんだ、こっちの居場所は割れている！」

　アリシアを抱いたまま素早く下がったカシュヴァーンに代わり、盾たてを構えた兵士たちが前線に出て行く。すぐに激しい雨音にも似た、分ぶ厚あつい板に立て続けに矢が刺さる鈍にぶい音が聞こえ始めた。

　それまでは遠えん慮りよがちだったかがり火がいくつもたかれ、夜の闇の中を照らし出す。すでにこちらの居場所がばれてしまった以上、中途半端な灯りは的まとにしかならない。

「何人かはジェダとティルを助けろ！」

　合流し損そこねてしまっているジェダとティルナードは、矢を射いかけられたりはしていない。しかし流れ矢が飛ばないとも限らず、直接攻撃に出られれば荷物を抱えたジェダが危ない。

　相次いで命令を下すカシュヴァーンに、その腕に抱かれたアリシアは言った。

「カシュヴァーン様、お気をつけて。〈翼の祈り〉のみなさんは、機械弓クロスボウを持っているようですの」

「なんだと？　しかし連射できないにしては、一斉射撃で終わりという様子はないな。気をつけるようにはするが、主要武器はおそらく普通の弓だろう」

「それと、ルアークはリュク……ええと、さっき話した肖像を彫ってくれた人を助けに行ってくれていますの。元農民で、絵師で、聖職者見習いの」

「……？　分かった。とりあえずルアークなら、大丈夫だろう」

　伝えられた情報にうなずいてみせると、カシュヴァーンはアリシアを下ろし、トレイスとセイグラムのほうへと押しやった。

「アリシア、ノーラは無事だ。トレイスとセイグラムと一緒に下がって待っていろ。セイグラム、ティルが心配なのは分かるが、俺の言うことを絶対に聞く約束で置いてやっているんだ。そこを動くな！」

　セイグラムは、かなりの無理を押してやって来たに違いなかった。それでもまだ、ジェダとティルナードのほうに行く素そ振ぶりを見せたが、彼に肩を貸しているトレイスががんとして動かないので諦めたようだ。

　レネも今の自分は使い物にならないと判断したらしく、自発的に下がっている。だがその手にはナイフが握られ、少しでも体力が戻ればすぐに戦う構えだ。

　四人を後方に残し、カシュヴァーンは前線に戻っていく。

　途中にいたディネロと一瞬視線を合わせた瞬間、その全身をちらっと眺めて彼は言った。

「怪我をしているな。アリシアを連れ戻してくれて感謝する、お前も下がれ」

「やれる。武器を、くれ」

「じゃあそこいらにある予備を適当に持っていけ。そろそろ突っ込むぞ」

　アリシアを抱えて走って来られるぐらいだ。戦えるのだろうとの皮肉を含ませてから、カシュヴァーンは自分も腰の剣を抜いた。

「アリシア様、もう少しこちらへ。……ああ、それにしてもご無事でよかった。カシュヴァーン様も、これでようやくきちんと眠れるようになるでしょう」

　セイグラムを支えたまま、トレイスがアリシアの顔を覗き込んで微笑む。

「ええ、心配をかけてごめんなさいね、トレイス。でも……大丈夫かしら、この戦い」

「こちらには弓兵はいませんが、矢を防ぎきれば人数は我々が上です。大丈夫ですよ」

　元の人数の関係か、アリシアが言ったとおり機械弓クロスボウも多かったのか、敵の矢の勢いはもうかなり落ちている。近接戦闘に持ち込む頃合いであることは誰の眼にも明らかだ。

　カシュヴァーンが今にも突撃命令を出しそうになったその時、再び戦場が動いた。







　矢が対象物に突き刺さる鈍い音が、真正面からではなく斜め前方から聞こえてきた。

　盾の角度が悪かった者、突撃命令が出ると予測して盾を下ろしかけていた者などがもんどり打って倒れる。カシュヴァーンの命に従い、ジェダとティルナードを助けに行く間合いを計はかっていた者たちも体のあちこちに矢を植えられて転がった。

「言ってる側から！　前線を崩くずすな！　押し切られるぞ!!」

　舌打ちしたカシュヴァーンが大声で叫んだ。

　現れたのは、陽動部隊をかわして来たと思われる兵士たちの集団だ。しかし数は二十人前後、疲労も激しそうで、絶妙の間合いでの奇襲だったにもかかわらずこちらの前線を崩すにはいたらない。

　けれど彼らの目的は、最初からカシュヴァーンたちではなかった。

「ティルナード様！」

　セイグラムが絶叫する。

　一斉射撃を煙えん幕まくにして足止めをかけた状態で、彼らの半数はジェダとティルナードに向かったのだ。

　はっと顔を強こわ張ばらせたジェダは応戦の構えを見せたが、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。いくら元〈玩具おもちやの兵隊〉とはいえ、疲労も限界のところに十人に囲い込まれてはひとたまりもない。

　ティルナードごと引き倒されたジェダに、剣が振り下ろされる。

　転がって致命傷を避けたのはさすがだ。その代わり太ももに刃やいばを受けたジェダは、そのまま蹴けり飛ばされ強制的にティルナードと引き離された。

「ジェダ、逃げて！」

　こうこうと照る火灯りの中、苦く悶もんの表情を浮かべながら横たわるジェダを見てアリシアは叫んだ。

　ジェダがとどめを刺される。そう思って叫んだのだが、敵の目標はジェダではなかった。

　奇襲をかけてきた兵士たちが、ひとり取り残されたティルナードの周りをぐるりと取り囲む。

「……う……、ぅっ、ここは……!?　あっ、セイグラムっ！」

　地面に落ちた衝しよう撃げきで目覚めたか、眼を開いたティルナードはセイグラムを見つけて身を起こそうとした。

　だが次の瞬間異常な状況に気づき、顔を強張らせて静止する。

「……ユーラン！」

　ティルナードの向こう、居並ぶ敵兵の向こうにゆらりと立った白い影を見て、カシュヴァーンが吼ほえる。

〈翼の祈り〉教団の白い法衣に身を包んだユーラン、それにレオニアだった。







　気がつけば戦場は静まり返っていた。

　矢が尽きたのか、最初に交戦していた教団側の兵士たちは攻撃を仕掛けてこない。ティルナードを取り囲んだ兵士たちはある者は矢をつがえ、ある者は剣を抜いているが、円陣を描いたまま動こうとしない。

　味方の兵士も攻撃の手を休め、指示を仰あおぐようにカシュヴァーンの顔を見ている。けれどカシュヴァーンは、苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような顔をして押し黙っていた。

　ある程度の人数がやられはしたが、それでも数はこちらが上。途中でやって来た敵兵たちは数が少ないし、奇襲で力を使い果たしたか、すでに地面に倒れ伏している者もいるほど疲労困こん憊ぱいしている。

　いずれバルロイたちも駆けつけてくれるだろう。戦闘そのものには間違いなく勝てる。それはアリシアにもたやすく分かった。

　だがティルナードは。

「ティルナード様！　……トレイス！　放せッ！」

「いけません、あなたまで危険なことに！」

　トレイスを振りきる勢いで暴れ出したセイグラムを、必死の形ぎよう相そうでトレイスが止める。

　その様を眼に留め、ユーランは場違いに穏おだやかな笑みを浮かべた。

「ああ、あなたがセイグラムさんですか。初めまして、私は〈翼の祈り〉教団の聖職者にして、ぼっちゃんの後こう見けん人にん兼教育係のユーランと申します」

　その辺ですれ違ったような気安い挨あい拶さつをするユーランの眼には、どこか見る者の胸の底をざわつかせるようなものが含まれている。

「おいユーラン。ティルの後見人は俺だし、教育係はここにいるセイグラムだ」

　用心深く剣を構えたままカシュヴァーンが言うと、ユーランは朗ほがらかに突っぱねた。

「何をおっしゃっているんですか？　私がいるのに。ティルぼっちゃんには私がいればいいんです。ねえぼっちゃん？」

「……ユーラン……」

　呼ばれてティルナードは、よろよろしながら身を起こした。

「ユーラン、僕には昔、確かにお前が必要だった……」

「嬉しいですぼっちゃん」

「今でも……思ってるよ。帰ってきてほしいって……だから、帰って来いよ、ユーラン」

　薄汚れた法衣に包まれた腕を、ティルナードはユーランに向かって差し出した。

「僕だって〈翼の祈り〉の信者だ。だからお前は聖職者のままでも構わない。だけど……お前は、おかしいんだよ、違うんだよ！　うまく言えないけど……でも、それでもいいから、帰って来いよ……」

　弱々しい声で訴えられても、ユーランは穏やかな笑みを崩さない。

「ですから帰って来たではないですか、あなたを救いに」

「何が救いだ、図々しい！　ティルナード様、あなたもこんな眼に遭あわされてなぜそのようなことをおっしゃるのですか！」

　怒り狂って叫ぶセイグラムを、トレイスははらはらしながら支え続けている。

「セイグラムの言うとおりだティル。そいつに説得はきかん。肥ひ料りよう要いらずの毒を受けても生きているような人間に、まともな話が通じると思うな」














　アリシアと〈玩具の兵隊〉たちにも当てはまる台詞せりふを吐き捨て、カシュヴァーンは冷れい酷こくな眼でユーランを睨んだ。

「聞きたいことはいろいろあるが、神様の犬に尋じん問もんをしても無む駄だのようだからな。劣れつ勢せいは自分でも分かっているだろう？　ユーラン、今度こそ貴様には死んでもらう」

「ええ、私も死なねばならないでしょう」

　脅おどし文句に怯ひるむことなく、ユーランが隣のレオニアから受け取った物。

　各部位に翼の紋章が彫り込まれたそれは、リュクの右腕を血に染めたあの機械弓クロスボウだ。リュクを撃った時にはなかった、小振りの木彫りの翼まで横に生やしたそれには、一本の矢が装そう塡てんされている。

　そしてユーランは、ぴたりと狙いをアリシアに合わせた。

「……えっ？　あっ、カシュヴァーン様」

　カシュヴァーンが顔を強張らせ、アリシアを自分の背に庇かばった。ディネロとレネも滑すべるように近づいてきて、左右から彼女を守る位置に立つ。

「危ないですわ、カシュヴァーン様」

　夫の前に出ようとする妻の頭を、後ろ手に押さえつけながらカシュヴァーンは低く問うた。

「なんのつもりだ」

「なんのつもりは私が言いたいことですよ、ライセン公爵。あなたが神を信じない、最悪それはよしとしましょう。ですがあなたの穢けがれた思想に染められ、あなたの妻や被後見人までも、知らず悪あく行ぎようを重ねてしまっている。最早、生まれつき約束された翼では神の下もとまで飛べないほどに……」

　いつもの失言をすることもなく、教典を読み上げるがごとくにすらすらとユーランは述べる。その様は神こう々ごうしくさえあった。

「アズベルグ公爵もアズベルグ公爵です、素直にアリシア様と結婚して下さればいいものを……ですから聖職者であるこの私が、この救いの弓で儀式を執とり行なわねばなりません。きちんとした再教育さえできれば、と思っておりましたが、まことに残念です……」

　ユーランの瞳から、はらはらと涙がこぼれ落ちる。

　噓うそ偽いつわりのない涙を流しながら、ユーランは手にしていた武器をいきなりティルナードに向けた。

「……貴様、やはりティルが狙いか！」

　ディネロとの結婚の話題が飛び出したせいか、一瞬反応が遅れたカシュヴァーンが叫んだ。ティルナードもぎくりと身を強張らせ、まじまじとユーランを見つめ返す。

「ユ、ユーラン……」

「アリシア様もお送りして差し上げたいが、やはり私はあなたの後見人ですからね……ああ、それにしてもずっと大切にお守りしてきたティルぼっちゃんを、まさか私がこの手で至高き国へお送りすることになろうとは……」

　ひとりごちる声に宿った嘆なげきは本物だ。

　それは悲しそうに語る一方で、ユーランの手は今なお機械弓クロスボウの巻き上げ機を巻き続けている。聖なる儀式を完かん遂すいしようとする強固な意志が、その行為にはこめられていた。

「ティルナード様っ！」

　ついにトレイスの手を振り払ったセイグラムだったが、ティルナードの周囲は十人の兵士が取り囲んでいるのだ。

　ユーランの暴走を止められたとしても、彼らにティルナードが害されてしまえば意味はない。

「ですが今ここであなたをかの国へ送らねば、いずれティルぼっちゃんは水底の国に沈むことになる……後見人として、それだけは絶対に阻そ止しせねばなりません」

　語るユーラン自身も、彼が連れてきた兵士たちも最早生きて逃のがれるつもりはないのだろう。その代わりこの場でティルナードを至高き国へ送ることが自分たちの使命なのだと、純粋に思っている眼をしていた。

「ご心配なく、私もすぐにご一緒しますから。ティルナード・レイデン伯爵閣かつ下か、あなたの進む道に翼の加か護ごがあらんことを──」

　旅立ちの聖せい句くは死出の旅たび路じの際も同じものが贈られる。優しい笑みをたたえたまま、ユーランは限界まで弦つるを巻き上げた機械弓の引き金を引いた。







　短い射出音とともに、血があたりに飛び散る。

　ユーランは、さも驚いたという顔をして一瞬周囲を見回した。

「……ユーラン……!?」

　あ然とした表情のティルナードの体中に、赤い雨が降りかかる。

　ユーランはきちんと引き金を引いたはず。なのに、機械弓に装塡された矢はそのままだ。

　しかしユーランの腹には深々と一本の矢が刺さり、リュクの何倍もの血を吹き出していた。

「ユーラン様!?」

「ユーラン様、ど、どうしたのです、順番が違いますよ……!?」

　ティルナードを囲んでいた兵士たちや、その他の教団側の兵士たちも予定外の事態に騒ぎ始めた。

「天の裁きだ……」

　挙きよ措そを失った教団側の人間の中、ひとり冷静なレオニアがぽつりとつぶやく。

「穏健派のやり方は……やはり神の意思にそぐわない……」

　預よ言げん者しやのごとき言葉に兵士たちがどよめいた。まさか、そんな、やっぱり、そういった声が闇の中に次々と流れ、消える。

「アーシェル様には……戻ってそう報告しよう……じゃあな……お姫様……」

　こちらを向いたレオニアが、軽く片手を上げる。その手の中に、リュク手製の木彫りのアリシア像を見つけた瞬間、アリシアの頭の中でかちりと何かが嚙み合った。

　裁きの弓だと、彼は言ったという。

「これも……レオニア様の発明……？　あなたは、急進派の方なの……？　……」

　問いかけにレオニアは直接は答えなかった。代わりに、

「できればリュクは、殺さないでやってくれ」

　初めて明めい瞭りようにしゃべったレオニアは、普段のだらしなさからは想像もつかないような俊しゆん敏びんなしぐさで駆け出した。合わせて数人の兵士が目め配くばせをしながら後を追う。

　残された兵士たちは追従しようとする者、それを止める者、ただ混乱して騒ぐ者、地ちに伏ふして聖句を唱となえ出す者などに分裂し、統制を失った彼らは最早戦える状態ではなくなっていた。

「……いい、無駄だ。──それよりティルの無事を確保しろ」

　さすがに驚き、言葉を失っていたカシュヴァーンが、レオニアを追走しようとした味方の兵士たちを制する。

　ユーランの死とレオニアの裏切りにもとれる行為にいきなり直面させられ、我を失った〈翼の祈り〉の兵士たちが人間の壁になってしまっているのだ。なぎ倒すのはたやすいが、逃走経路の準備はしてあったらしく、レオニアの姿はすでに森の闇に紛れて見えない。

「おーいカシュヴァーン、無事か！　こっちは片づいたぜ！」

　代わってやって来たのは、ラグラドール人たちを従えたバルロイだ。混乱して突進してきた〈翼の祈り〉の兵士を苦もなく蹴り飛ばしながら、めちゃくちゃになった戦場を見回して面おも白しろそうに口笛を吹く。

「おいおいなんだこりゃ、また面白い祭りに招待してくれたなぁ」

「……教団内の勢力争いに巻き込まれたらしい。話は後だ、とりあえず生きてる奴やつは捕まえてくれ」

　腰に剣を戻しながら苦く言ったカシュヴァーンは、自分の配下たちにも命じた。

「怪我人の手当てを急げ！　手が空いている奴はバルロイを手伝え！」

　命令一いつ下か、動き出した兵士たちの手により事態は急速に収束し始めた。

　レネもディネロも手近の敵兵を片っ端から捕まえている。ジェダを含め、怪我人たちには応急手当てが施ほどこされていく。

　そんな中アリシアはそろそろと移動し、うつぶせに倒れ伏したユーランを見つめて動かないティルナードに近づいた。

　ティルナードの周辺を囲んでいた〈翼の祈り〉教団の兵士たちは、すでに逃げたか捕虜になったかしている。しかしカシュヴァーンの命めいに従い、ティルナードを救おうとやって来た兵士たちも、どうしていいものか分からない様子で遠巻きにしているだけだった。







　ユーランは、まだ生きてはいた。

　横を向いた口がぱくぱくと動いているし、肩も上下している。

　しかし倒れた拍子に矢がより深く刺さり、やじりが背中に突き出した状態だ。白い法衣は真っ赤に染まり、至高き国へ飛び立つのも時間の問題と思われた。

「レイデン伯爵様……あの、お体は大丈夫……？」

　アリシアの呼びかけにも、血まみれのティルナードはユーランを見つめたきり顔を上げない。

　トレイスの手を借り、同じようにセイグラムが近づいてきてもやはり反応しなかった。

「ユーラン……」

　ティルナードが名を呼ぶと、ユーランは首をねじるようにして彼を見上げた。

「ティルぼっちゃん……また泣いているのですか……？　……」

　びくっと肩を震わせたティルナードに、ユーランはそれはそれは優しく微笑みかける。最早この世ならぬどこかを覗き込んだ眼で。

「おかわいそうに……ご心配なさらず……私は絶対に、あなたから離れたりしませんから……」

「……そうだ。お前は離れなかった。いつだって僕のためだった。最さい期ごまで……本当に、本気で、僕のためだって思ってたんだ……」

　小こ刻きざみに肩を震わせるティルナードの頰に、血に汚れたユーランの指が触れた。

　逆らうことなく、されるがままのティルナードをユーランが見つめたまま、嚙み合わない最期の会話は続く。

「誰がいなくなっても……誰があなたを捨てても……あなたがどれほど愚おろかな振る舞いをしても……赦ゆるしますよ、私だけは……」

「……僕のことを、ただの『レイデン家の血を引くおぼっちゃん』としか見ていなくても……馬鹿になるように僕を育てたんだとしても……それでも」

「私は、ずっと、あなたの……側……に」

　黒髪の頭ががくりと垂れ、ティルナードの頰に触れていた指が赤い跡を引きながら落ちる。

　それを見たティルナードは、痛めつけられた体を懸けん命めいに起こしてひざまずき、もう永遠に起き上がることのないユーランのまぶたをそっと閉じてやった。

「──さようなら、そして今までありがとう、ユーラン。お前の進む道に、翼の加護があらんことを」

　自らも眼を閉じてつぶやくその声は、どんな高位の聖職者もかなわないほど気高くおごそかに響いた。

　いつの間にか側に来ていたカシュヴァーンも、口出しをせず黙ってティルナードのすることを見守っている。

「父様と母様が死んでから、みんなは僕を笑ったけど……お前だけは、僕のために泣いてくれた……そこに噓はなかった……」

　再び開かれたティルナードの瞳から、こらえていた涙がこぼれ落ちる。頰に付着した血が混じり、森の地面に落ちる雫しずくは同じ赤に染まっていた。

「……だから、赦すよ。僕は赦せるよ、お前を……」

「あなたは馬鹿です」

　ばっさりと切り捨てたのは、トレイスの手を払いのけたセイグラムである。

「このような眼に遭わされて、赦す？　泣いてやる？　甘いにもほどがある！　もっともあなたをこんな風に育てたのも、この男だという話ですがね!!」

　度どし難がたいとセイグラムは声を荒げるが、ティルナードは静かに赤い涙をこぼし続けている。

「だって、見ろよ。ユーランが死んだのに……殺されたのに、ユーランの仲間は、誰も泣いてないんだ……」

　それを聞いてアリシアは、大半が拘こう束そくされた〈翼の祈り〉の兵士たちを振り返った。

　衝撃が大きすぎた、元々ユーランが怖かった、リュクのように食うに困っていただけだった、天罰が下ったことを目まの当たりにして心が離れた。理由は様々だろうが、確かにユーランの死を悼いたんで涙しているような者は見えない。

「……そうね。ひとりぼっちは、かわいそうね」

　ぽつりと漏らしたアリシアの髪が不意の風に揺れた。

「そうだね。二人でいてもひとりぼっちみたいな関係もあるけど、やっぱり嫌だね、ひとりぼっちは」

　当たり前のように現れたのは、リュクを担いだルアークだ。怪我をした後も痛めつけられたのだろう、リュクは右腕以外にもあちこちに傷を負ってぐったりしているが、命に別状はなさそうである。

　アリシアとルアークの言葉に、ティルナードもうなずいて、

「……そうだよ。だから、僕ぐらい泣いてやらなきゃ……ユーランがかわいそうだ……」

「それが甘いと言うんです！」

　容よう赦しやのないセイグラムの一いつ喝かつにトレイスがびくっとしたが、ティルナードは目元をぬぐいながら食い下がった。

「ユーランは、お前の主あるじの恩人なんだ……あいつがいなければ、僕は今まで生きていられなかったかもしれない。さ、刺された相手だから難しいと思うけど、お前も赦してやってくれないか」

　言いながら立ち上がろうとしたティルナードを、カシュヴァーンが支えてやる。

　おとなしくその手を借りたティルナードは、そっぽを向いているセイグラムに懇こん願がんした。

「お前は僕の執しつ事じで、教育係で、これからも一緒にいてくれるんだろう……頼む、セイグラム」

　まだセイグラムは反応しない。冷たい横顔を見続けるのがつらくなってきたのか、ティルナードの視線は横たわるユーランの亡なき骸がらへと落ちた。

「その、赦してくれなくてもいいから……せめて、ユーランの墓をどこかに……ちゃ、ちゃんとしたやつじゃなくてもいいからさ……墓参りも年に一回ぐらいでいいから……でも、お前が嫌なら、一年半に一回ぐらいでも……」

「……私の主にこれだけの血と涙を流させた男を赦せと？　酷こくな命令をなさる」

　そっぽを向いたまま吐き捨てたセイグラムは、いきなりその場に膝ひざを突き、ティルナードに深く頭を下げた。

「ですが、あなたのご命令とあらば従いましょう。その代わり私も図々しいことを言わせていただきます。お守りするとの約束を果たせず、おめおめと顔を出したことをお赦し下さい、ティルナード様」

　大体いつも図々しいセイグラムの言葉は、先のティルナードの聖句に負けないほどおごそかな響きを持っていた。

「そして改めて、あなたに終生仕つかえることをお赦し下さい」

「……うん、赦すよ。だってお前は、生きて助けに来いって約束は守ってくれたものな」

　少し大人びた顔で、嬉しそうに笑ったティルナードは、そこで限界が来たらしくカシュヴァーンにもたれかかるようにして意識を失った。








　第五章　贅沢は素敵







　薄い霧を溶かした闇やみの中、いくつもの火が忙せわしなく行き来している。

　森も空も一面に塗りつぶしたような暗闇があたりを包んでいるが、わずかな火灯あかりと星灯りが、天を突くように伸びた鋭い木々の輪りん郭かくをぼんやりと浮かび上がらせている。華はなやかさには欠けるけれど、荘そう厳ごんで幻想的な、アズベルグ地方独特の風景。

「……きれい」

　揺れる馬車の中、つぶやいたアリシアの声にすぐ側そばにいたリュクも窓の向こうを見た。

「そうだね、きれいだ。寒いけどね……」

　素直な賞しよう賛さんを口にした直後にくしゃみをしたリュクやジェダ、ティルナードやセイグラムなど、重傷を負った者たちがこの馬車には乗せられている。

「大丈夫？　リュクさん。あんたも怪け我が人なんだから、もうちょっと寝てなよ。で、もうちょっとアリシアから離れてくれる？」

　笑いながらリュクを牽けん制せいするのは、退屈だからといつの間にか馬車に乗り込んできたルアークだ。

　捕ほ虜りよを運んだりするために馬車が足りず、ディネロなどは怪我をおして馬で移動していた。アリシアにそんなことをさせるわけにはいかないからと、カシュヴァーンがこの馬車に乗せたのだが、周りが男ばかりであることを懸け念ねんしてか、ちょくちょくルアークは顔を見せにくる。

　自分を助けに来てくれた時のルアークの、鮮やかな手並みをリュクも覚えているのだろう。「申し訳ありません」となぜか敬語になって、すごすごと馬車の隅すみに移動した。

　そんなやり取りにはまったく気づかず、アリシアは不思議な感動を覚えながら見慣れたはずの景色を眺ながめている。

「帰ってきたんだわ、私……」

　じわりと広がっていく素そ朴ぼくな喜びが、自然に口を突いて出た。

　生まれ育ったフェイトリン地方は大好きだ。つい十日ほど前にいたレイデン地方だって、風ふう光こう明めい媚びで作物がよく育ちそうだった。オーデル地方も日当たり良好、領主の締めつけは厳しいが、気候が温暖で住みやすいと聞く。

　けれどもう、霧にぬかるんだ地面にしょっちゅう車輪が埋うまってしまうこのアズベルグ地方が、アリシアが帰ってくるところになったのだ。

　そんなことを思っている最中、また馬車が停とまった。あ、まただわ、とアリシアは思ったが、同時に「止まれ！」という鋭いカシュヴァーンの声が聞こえた。

「敵てき襲しゆうですか」

　横になっていたセイグラムが起き上がり、剣を手にしながらかたわらのティルナードを庇かばう位置に移動する。ティルナードもぼんやりと眼を開いたが、高熱が続いている彼の意識はまだ半分夢の中にあるらしく、すぐにその眼は閉じられた。

　ジェダも無言で身を起こし、あたりの景色に眼を配っている。ルアークの姿が消えたのは、外の様子を見に行ったのだろう。

　アリシアも一瞬不安を覚えたが、続いて聞こえてきた声は温かな歓かん迎げいの意に満ちたものばかりだった。

「ああ、領りよう主しゆ様！」

「ライセン強公爵閣かつ下かのお帰りだ!!」

　闇の中を動き回っていた火灯りが、次々に集まってくる。

　出迎えてくれたのは、松明たいまつを手にした大勢の武装した若者たちだった。自じ警けい団だんの者たちだろう。夜中の帰還になったにもかかわらず、先触れに応じてやって来てくれたのだ。

「出迎えご苦労。……どうにかなったようだな」

　馬車から身を乗り出して見つめれば、ずっと厳しく張りつめていたカシュヴァーンの顔が、ほんの少しだけ緩ゆるむ。

　おおまかにしかアリシアも聞いていないが、カシュヴァーンが領地を離れ、自分とディネロがさらわれたその後、アズベルグ地方ではちょっとした騒動が起こっていたという。〈翼の祈り〉教団にそそのかされ、アズベルグ公爵こそが領主に相応ふさわしいとする一部の過激派が騒ぎ出したそうなのだ。

　おかげで帰る道すがらも、カシュヴァーンは忙しなく伝でん令れいを走らせ常に働いている状態だった。レイデン地方で〈翼の祈り〉教団が起こした騒ぎもまだ完全には片づいておらず、バルロイは怪我人を除く自分の団員を引き連れて鎮ちん圧あつに戻っていった。レネはどうやら、勝手に団長についていった。

「旦だん那な様！」

「リドレック」

　若者たちに交まじり、松明を片手にやって来たのはリドレックだ。寸法が合う服が他になかったので、まだ白い法ほう衣え姿のディネロも馬を下りて家か令れいを迎える。

「……ご無事で、ようございました」

「お前も。心配を、かけて、すまない」

「いえ、そのような」

　短い言葉に深い想いを込め、無事を確認し合う二人にカシュヴァーンが近づいていく。それに気づいたリドレックが、深々と頭を下げて謝罪した。

「申し訳ありません。すでにお聞きになったかとは思いますが、旦那様のためにと先走り、愚おろかな振る舞いに及んだ者がおりました。誓って私どものあずかり知るところではございませんが、ご迷惑をおかけしたことを深くお詫わびいたします」

「分かっている。俺もお前やディネロの差し金だとは思っていない。だが……」

　ため息をついたカシュヴァーンは、静かに断言した。

「けじめは必要だ」







　夜を圧あつし退のけようとでもいうように掲げられたたくさんの火が、広場をこうこうと照らしている。

　領主直属の兵士たちと血けつ気き盛さかんな自警団の面々に先導され、カシュヴァーン一行が訪れたのは、夏の終わりに豊作祈願の祭りが行われた場所だ。立てられた木の柱はまだ残っていたが、趣しゆ向こうを凝こらした飾り物を取り外はずされたそれが闇の中に立ち並ぶ様はかなり不ぶ気き味みだった。

「これはこれでいいわ」

　夜空を見上げてついのんきなことを言ってしまったアリシアだが、視線を下げればそこには生々しい現実が待っている。

　剝むき出しの広場の地面に、総勢数十名の者たちが縄を打たれて転がされていた。早くも冬の気配をにじませた秋風が、彼らの乱れた髪や傷の浮いた肌を撫なでていく。

　ディネロこそがアズベルグ地方の領主に相応しい。

　それを合い言葉に騒ぎを起こし、捕つかまった者たちを眺ながめるカシュヴァーンの瞳ひとみは冷たい。

「……あら、あの方は……」

　そっと馬車を下りたアリシアは、かつての領主の館やかたで襲しゆう撃げきを受けた際、ディネロにつき従っていた兵士たちの姿を見つけた。

　向こうもアリシアに気づき、大半がばつの悪そうな顔をして眼を伏せた。しかし、そのうちのひとりは大声で叫んだ。

「アリシア・フェイトリン様！　あなたはアズベルグ公爵の花嫁となるべき御お方かただ!!」

　カシュヴァーンとの結婚自体認めない、という表明だろう。アリシアを旧姓で呼んだ若者の頭を、間かん髪ぱつ入れずカシュヴァーンは踏みつけた。

　ぐっ、とうめいた若者を片足で押さえつけたまま、カシュヴァーンが腰の剣を抜く。どよめく一同を尻しり目めに、彼は剣の先を足あし下もとの若者の首筋に当てた。

　そうしてから、眼だけ振り返ってアリシアに命じる。

「アリシア、馬車に戻れ」

「え、でも……」

「ここから先は、お前に見せたくない。寒いだろう、馬車に戻って、怪我人の看病でもしていろ」

　アリシアの肩に毛皮で裏打ちされた上着をかけてやりながら、トレイスも遠慮がちに声をかけてくる。

「アリシア様、どうぞお戻りを。なんでしたら一度、近いほうの屋敷に私がお送りしましょうか？」

　アリシアだって分かっている。領地を離れている隙すきに反乱を起こした連中を赦ゆるせば、領民だけでなく他の領主にまで舐なめられる。厳げん罰ばつを下すのは当たり前だ。

「でも……あっ、ディネロ様」

　いつの間にかアリシアのすぐ横にディネロが立ち、色の薄い瞳でカシュヴァーンをじっと見下ろしている。

「ライセン。そいつを、赦してやってくれ」

「それはできない。なぜならこいつらが、俺が領主であるという現実を赦せないでいるからだ」

　手にした剣はそのままに、カシュヴァーンは素早く言い返した。

「世の中には赦していいことと、赦してはいけないことがある。見極めるのは難しいが、この地を治おさめる者としてこいつらのしでかしたことは絶対に認められん。……詳しい被害は報告待ちだが、今回の騒ぎで命を落とした人間も大勢いるんだぞ」

「それは、分かっている。だから」

　背後に控ひかえたリドレックにそっと視線をやってから、ディネロは続けた。

「そいつらは、殺すな。俺の、家を、殺せ」

　カシュヴァーンが眼を見開き、アリシアも驚いた拍ひよう子しにディネロを見上げすぎて首の筋を違えそうになった。

「ディネロ様、何を！」

「おやめ下さい、そんな……！」

　ディネロを慕したう若者たちも口々に騒ぎ始めたが、ディネロ自身はいつものように一定の口く調ちようで、淡たん々たんとしゃべり続けている。

「アズベルグ家が、まだ、あるから、こうなる」

　悪あく名みよう高い成り上がり領主が権勢を振るえば振るうほど、没ぼつ落らくしたかつての領主家の再さい興こうを願う声も大きくなってしまう。

　強引な統とう治ちを行ってきたカシュヴァーンの責せきでもあるが、引き起こされたのは領民同士の争いだ。それは誰の幸福にも寄き与よしない。

「俺は、結婚は、しない。子も、作らない」

　名家の当主のものとは信じられないような宣言が、次々とディネロの口から飛び出してきた。そして最後に、彼は決定的な言葉をやはり淡々と述べた。

「アズベルグ家は、俺で、終わる。リドレックとも、前から、話していた」

　声にならない衝しよう撃げきが広場を包む。

　カシュヴァーンも信じられない、という顔をしてディネロを見ているが、ディネロの表情はいつもと変わらない。

「ディネロ様……そんな、リドレックも……」

　アリシアが思わずリドレックを振り向くと、年老いた家令は黙って彼女を見つめ返した。

　ディネロと並んで立っているアリシアを見て、何を考えたのだろう。しわに囲まれた眼がかすかに細くなったが、礼儀正しい一礼をした後は完かん璧ぺきな無表情に戻った。

「この男は、実の父親を殺して領主の座を奪ったような人間です！」

　カシュヴァーンにまだ踏みつけられたままの若者が、悲鳴のような声を上げた。

「ディネロ様、早まらないで下さい！　死神姫やレイデン伯はく爵しやくだけでなく、あなたまで懐かい柔じゆうされてしまったのですか!?　アズベルグ家こそが真の領主家、お願いですから……！」

「前の領主の、時代、アズベルグ家の、人間は、何も、しなかった」

　すがりつくようなその声を、ディネロは淡々とさえぎった。

「誰も、何も、しなかった。ライセンは、した」

　たくさんの女性たちがカシュヴァーンの父親、レジオール・ハルバーストに連れて行かれ、咲かない薔ば薇らの肥料とされたアズベルグ暗黒の時代。

　当時のディネロがアズベルグ家の当主として、何かできるような権限を持っていたかどうかはアリシアは知らない。何もしなかったはずはないとも思ったが、息子に「怪物」と称されたようなレジオールの狂気を止めるまでのことはできなかったのだ。

「ラグラドール人と、仲良くできたのも、ライセンの、功こう績せきだ」

　別に仲良くはしていない、とカシュヴァーンは言いたそうな顔をしたが、口を挟むことはせず黙ってディネロの言葉に耳を傾けている。

「ライセンが、それほど、だめなら、暴動は、成功、していただろう」

　ある意味一番耳が痛い言葉に、ディネロ派の若者たちが沈ちん痛つうな面おも持もちになった。

　彼らが言うように、カシュヴァーンがそれほどまでに領主として相応しくないのなら、とっくの昔に引きずり下ろされていたはず。あるいはディネロを担かつごうとする気運がそれほどまでに高ければ、同じ事が起こっていたはず。

　保守的な事なかれ主義者ばかりだからだと、カシュヴァーン自身は皮肉るかもしれない。しかし離れた場所にいる領主を信じ、領地内の争いを治めるために戦ってくれる程度の信頼を、カシュヴァーンはすでに勝ち得ているのだ。

「それに、ライセンは、父殺しに、何も、感じないような、奴やつでは、ない」

　結びのひと言を聞いて、カシュヴァーンは黙ってディネロを見返す。

　ややあってふうっと大きく息を吐はくと、何も言えないでいる若者から足を退どけてやった。

「──それでいいんだな、リドレックも」

　問われてリドレックがうなずき、足下の若者がまた叫ぶ。

「よくありませんよ！　ディネロ様、お考え直しを……うあっ！」

「黙れ。誰がディネロにこんな決断をさせたと思っている」

　長ちよう靴かの先で足下の頭を蹴け飛とばしたカシュヴァーンは、頭半分高いディネロをちらっと見上げ、

「こいつの気持ちが分かるなら、俺に従うんだな。俺のやり方に文句があるなら、〈翼の祈り〉をとおさず直接言ってこい。話だけなら、とりあえず聞いてやる」

　不満の気配はまだ場に流れている。けれどもう、誰もそれを明確に口に出すことはない。

「ディネロ様は……つ、〈翼の祈り〉教団に、お入りになる、おつもりですか……？」

　別の若者がおずおずと声をかけた。ディネロが法衣姿であることや、教団入りする時は家名を捨てる習わしから連想したのだろう。

「それも、考えた。だが、今の、〈翼の祈り〉は、だめだ」

　敬けい虔けんな信者であるディネロだからこそ、このたびの騒動には考えさせられるものがあったようだ。答える声にはかすかな苦みが混じっている。

「ひとりで、祈りは、続ける。神と、聖女と、民たみの、ために」

「ひとりではありませんわ、ディネロ様」

　首が痛むのも構わず、アリシアはほぼ垂すい直ちよくにディネロを見上げて微笑ほほえんだ。

「私も、カシュヴァーン様も、領民のみなさまも……みんないますもの。カシュヴァーン様はあまり祈りはお好きではないですけど、その分ディネロ様が祈って下さればいいわ」

　かすかに口の端を持ち上げたディネロが手を伸ばし、アリシアの頭に触れる。カシュヴァーンはかすかに眉まゆをひそめた。

「死神姫、アリシア・ライセン」

　改めてディネロがその名を呼ぶと、地に伏した親しんディネロ派だけでなくカシュヴァーンの配下たちもざわめき始めた。

「やっぱりあの方がそうなのか」

「三つ目の眼はどこにあるんだ？　後頭部か？　角つのも？」

「山より大きいと聞いていたが……まさか体の大きさを自由に変えられるのか」

「じゃあきっと、本ほん性しようを現すと月もかくやという美人になるんだ。それともあの姿は領主様の趣味に合わせて……？」

「法衣を着ているのは、〈翼の祈り〉教団への皮肉なんだろうな」

　死神姫についての流りゆう言げんは尾ひれ背びれがくっつきすぎて、原形を留めない状態になっている。その上カシュヴァーンはあまり妻を領民たちの眼に触れさせないできたため、アリシア本人を眼の前にしても彼女が噂うわさの当人だとはなかなか信じてもらえないようだ。

「死神姫を、妻とし、死ななかった、〈強〉公爵、カシュヴァーン・ライセン」

　まだ眉をひそめているカシュヴァーンの肩にも、ディネロは続けて手を置いた。

「アズベルグの地は、アリシアの、夫にして、レイデン伯爵の、後こう見けん人にんであり、ディネロ・アズベルグが認めた、カシュヴァーン・ライセンが、治める」

　白い法衣に包まれた両腕うででライセン夫妻を指し示し、神しん託たくを受けた聖者のごとく告げるディネロに場はたちまち静まり返る。

　縄打たれた若者たちの幾いく人にんかがすすり泣きを始めた。だが否いなの声は、上がらなかった。







　縛しばられた若者たちが、兵士たちに従い移動していく。

　この場で首をはねられはしなかったものの、反乱兵を無罪放ほう免めんというわけにはいかない。正式な裁判はいずれ行われるが、時刻が時刻だ。ひとまずは記録を採るためにと、いつしかこの手のことにも慣れたトレイスが細かな指示を出している。

「相変わらず見事な引き際ぎわだねぇ、ディネロ様」

　ティルナードなどの怪我人を乗せた馬車を見送った後、だいぶ人ひと気けが少なくなった広場に出て来て、ディネロに声をかけたのはルアークだ。事があれば飛び出すつもりだったようで、顔を隠かくす頭巾を装備している。

「……後になってやっぱり嫌だ、はなしだぞ、ディネロ。それと、お前の名前はまだ使わせてもらうからな」

　人気がなくなっていく広場の様子を眺めながら、カシュヴァーンがぼそっと言った。

「お前こそ、これでもう、後には、引けない」

　そのカシュヴァーンの横顔を見つめ、ディネロは静かに言い返した。

「ただの、暴君では、もう、いけない。お前は、その先を、目指さねば、ならない」

　言わんとしていることを汲くみ取り、眉根を寄せたカシュヴァーンにリドレックも深々と一礼し、

「恐れながら、ライセン強公爵閣下。あなたはご自分の地位は子には継つがせない、一代限りなどと甘えたことをおっしゃっておられるとか」

　礼儀正しく鞭むち打うつような進言にも、カシュヴァーンは黙って耳を傾けている。

「アズベルグ家を踏みつけて手に入れた地位を、たった一代で投げ出すなど神をも恐れぬ行為。この地の末永い繁栄のためにも、次の世代のことを考えていただきたいものです」

「……分かっているさ」

　アズベルグ主従の脅おどしとも激励ともつかぬ言葉にうなずいたカシュヴァーンの眼が、ちらとアリシアに向けられる。

　内心どきっとしながら、しゃべりにくいので少し離れていたアリシアは、改めてディネロに尋たずねた。

「……でも、本当によろしいの？　ディネロ様。アズベルグ家を、終わらせておしまいになるなんて……」

　アリシアなりに空気を読んでさっきはああ言ったが、同じ地方伯として家名に対するこだわりは分かるつもりだ。

　最後の宣言だけで十分ではないかと思ったが、ディネロの答えは変わらない。

「俺は、民の、幸せを、願う」

　決意をひるがえすつもりはないと述べてから、出し抜けにアリシアに近づいたディネロの手がその頰ほおに触れる。

「だが、惜しい気持ちは、ある」

　淡い瞳の中にある、かすかな炎。

「おっとぉ」と小さく漏もらしたルアークの横で、カシュヴァーンは顔を強こわ張ばらせている。

「もう少しで、お前の、夫に、なれた」

「ディネロ、様……」

　無む下げに振り払うのもどうかと思い、おずおずとアリシアは、頰に触れているディネロの手をそっと取って外した。

　ディネロも別に逆らいもしなかったが、代わりに彼はこんなことを聞いてきた。

「だが、お前は、ライセンを、好きなのだろう。夫として、男として、選んだの、だろう」

　選ぶ。

　また、「特別」の話。

　黙り込んだアリシアから、ディネロは拳こぶしを握にぎり締めて突っ立っているカシュヴァーンに視線を移した。

「ライセンも、アリシアを、妻として、女として、選んだの、だろう」

「……そうだ。俺はな」

　否定しないカシュヴァーンの答えを聞いて、やって来た「おなかが痛い」にアリシアはいよいよ混乱し始めた。

「贅ぜい沢たくは、だめ、なの……」

　言われるままに最初はブライアンに嫁とつぎ、そして言われるままにカシュヴァーンに嫁いだ。

　──カシュヴァーンが今後命を落とすようなことになれば、アリシアの死神姫の悪名は決定的なものとなるだろう。最も早はやもらい手など皆かい無むになるに違いないが、万一、奇特な誰かが現れれば、きっとまた再婚することになる。

　そうしなくてはいけないのだ。今までずっと、そうやって生きてきたのだから。

「私は……選ばない……の。選ばれるの……いつも……」

　そこだけ聞くと非常に傲ごう慢まんな言葉を漏らす妻の頭に、すべてを赦す瞳をしたカシュヴァーンが触れた。

「……いいんだ、アリシア。考えなくていい。浮うき世よ離ばなれしているかと思えば妙に現実的で、危険なほどに単純で脳天気な……そういうところが、お前の魅力なんだからな」

　亜あ麻ま色いろの髪を優しく撫でてやってから、カシュヴァーンはディネロを見つめ返した。

「ディネロ。聞いたとおり、アリシアは贅沢に慣れていないんだ。……だからこそ、贅沢も言わず、俺のような男を受け入れ、赦し……妻として、側にいてくれるんだ」

　俺は神様に何もしてやっていない。だから神様も、俺に何もしてくれなくていいんだ。

　そう言った時と同じような口調でカシュヴァーンが言うと、ディネロはいきなり踵きびすを返した。

「ライセンが、気の毒だ。俺も、気の毒だ」

　歩き始めたその背を追って、リドレックも一礼をし去っていく。

「俺には、口づけも、赦さなかった、くせに」

　ぼそりとひと言つぶやいて、アズベルグ主従は闇の向こうに消えていった。







「……ディネロに、口づけをされそうになったのか？」

　あーあ、という顔をしているルアークとは対照的に、尋ねるカシュヴァーンは去っていったディネロといい勝負なぐらい無表情だった。














「え……あっ、あ、え、ええ」

　忘れかけていたことを思い出し、うつむくアリシアをカシュヴァーンは苦い顔で見つめている。

「……俺ばかりが嫉しつ妬として……」

　自分自身にうんざりしたように吐き捨てると、カシュヴァーンはもっと嫌なことを思い出した、という顔になった。

「ああくそ、またオーデル侯爵夫人にからかわれそうだな」

　アリシアだけでなく、時々カシュヴァーンにも書しよ簡かんを送ってくるエルティーナ・オーデル。

　嫉妬。

「──嫉妬？」

　二つの単語が頭の中で組み合わされて、覚えのある謎なぞの感覚を呼び覚ます。胸の底が「もぞもぞ」して、居い心地ごこちが悪いような、あの。

　一方カシュヴァーンは、アリシアが単純に耳に馴な染じまない単語を聞き返してきただけだと思ったのだろう。さすがにちょっと忌いま々いましそうな顔になった。

「たぶんお前には一生縁えんのない感情だ。好きな相手が、違う誰かと一緒にいるとむかつくってことだよ」

　いら立だち紛れに吐き捨てられた瞬間、アリシアは反射的にこう続けた。

「それなら私も、この間エルティーナ様に」

　カシュヴァーンが驚いたように動きを止める。

　ルアークも同じように動きを止め、それからかすかに笑うと、音もなくトレイスのすぐ側へと移動した。指示を仰あおごうと近づいてきていたトレイスは、ルアークに耳打ちされて慌てて足を止める。

　火灯りに照らされた闇の中、二人きりになったことにも気づかずに、アリシアはかーっと血が上った頰に手を当てた。

「あっ……、えっ、や、ち、違い、ます」

　嫉妬に狂った人間の話は、アリシアの好む恐怖小説にもたくさん出てくる。若い愛人の裏切りに遭あい、血も凍こおる拷ごう問もんを行う男爵夫人。君くん主しゆの寵ちよう愛あいを受けた同どう僚りようを妬ねたみ、謀む反ほんの噂をばらまいた騎士。

　カシュヴァーンに教えられるまでもなく、アリシアも嫉妬の定義ぐらい知っている。自分が得られるはずだった幸福を、他人が味わっていると感じた時覚える感情だと。

　けれどアリシアは買われた花嫁。カシュヴァーンの愛情を独ひとり占じめする権利など、あるはずもないのに。

「そんな、嫉妬なんて、贅沢、私、違います、ごめんなさ……あっ！」

　表情を隠す手を摑つかみ上げられ、カシュヴァーンに顔を覗のぞき込まれた。

　真剣な眼と眼が合った途端、死にそうに恥ずかしくなってアリシアは必死に下を向いた。

「ご、ごめんなさい、私、贅沢、だめなの、ごめんなさい、ごめんなさ」

「もう一回言え」

「……え、はい、ごめんなさい」

「そうじゃない。謝れなんて言っていない。さっきの……オーデル侯爵夫人の話だよ」

　オーデル侯爵夫人、と聞いた途端、エルティーナがあでやかな微笑みを浮かべながらカシュヴァーンの腕に絡からみついている像が眼の奥に再生された。

　胸の底が「もぞもぞ」するし、カシュヴァーンの顔が近くて「おなかが痛い」しで、アリシアは訳が分からなくなってきた。

「ど、どうして……そんな……こと」

「聞きたいんだ、どうしても。いいからもう一回言え。俺と、オーデル侯爵夫人が一緒にいた時、お前はどう思ったんだ」

　両手で頰を包み込まれ、口づけせんばかりの距離でそんな風ふうに迫られれば、もう観念するしかない。

　眼を閉じることさえできず、アリシアは真剣な黒い瞳を見つめ返して懺ざん悔げした。

「ごめんなさい……私……、エルティーナ様が、カシュヴァーン様と……一緒にいて……こ、この辺がもぞもぞして……い……嫌……って……、思って……しまった、の……」

　恥ずかしい。怖こわい。

　何を馬鹿な、そんなことを言われても困る、もういらないと言われたらどうしよう。

「私は……カシュヴァーン様のもの……ですけど。カシュヴァーン様は、私の……ものじゃ……ない、のに……本当に、ごめんなさい……」

　泣きそうになりながら訴えたアリシアの視界が黒いものに覆おおわれる。

　あれよあれよと言う間に抱き締められ、耳元でカシュヴァーンがささやくのが聞こえた。

「お前が、嫉妬してくれているとは思わなかった……」

　己おのれの罪深さを恥じる気持ちと、それを上回る歓かん喜きがその声を震ふるわせている。

「我ながら、最低だと思うが……嬉うれしくて、たまらない」

「……カシュヴァーン……様」

　真っ赤に染まった頰を、冷たい風が撫でていくのが心地よい。

　冬も間近なアズベルグ地方の夜が気にならないほど体は熱いのに、もっとカシュヴァーンの体温を分けてほしくて、アリシアは自みずからも夫の背に手を回した。







　意識が回復したティルナードなどを含め、アリシアたちがいつもの屋敷に戻って来られたのは、アズベルグ地方へ帰き還かんしてから五日目のことだった。

「奥様！　カシュヴァーン様！　トレイスもルアークもみな無事ですのね!!」

　一階の広間に入るなり、赤毛と豊かな胸を揺らして走り寄ってきたのは、メイド服に身を包んだノーラだ。カシュヴァーンより先にアリシアを呼んでしまったことに気づかないほど、ほっとした顔をしている。

「ノーラ、ノーラ！　よかったわ、無事なのね！　会えて嬉しいわ!!」

　ノーラ以上に喜んだアリシアのドレスが、妙に体に合わないぶかぶかしたものであることに針はり子ことしても優秀な彼女はすぐ気づいた。

「ちょっと、なんですの奥様その服は!?　胸が余りまくっている上に、今時そんな風に袖そでをふくらませたドレス誰も着ませんわよ!?」

「あ、ごめんなさい。ええとね、この間まで着ていた服は血まみれで、その次は法衣だったから脱いだほうがいいというお話で、だけど向こうのお屋敷にはこれしかドレスがなかったの。メイド服はカシュヴァーン様が絶対だめって」

「ああもうお変わりなくて腹が立ちますわ！　なんだかよく分かりませんけど、そんな見苦しいお衣装で私の前を歩かないで下さいませ！」

　奥方づきのメイドとしての自尊心を刺激されたか、早さつ速そくわめき始めたノーラにひとつの影が近づいた。

「あら？　どちら様ですの」

「えへへー君すごく美人だね！　俺はリュク！　アリシアのドレスについては同意だよ、俺たち気が合いそうだね!!　今度君の絵を描かせてほしいな、よろしくね！」

　自他共に認める美人メイドの顔と胸をてらいなく見つめ、自己紹介をしたのはリュクである。

　右腕にはまだ包ほう帯たいが巻かれて痛々しいが、その他の部分はすっかり回復していた。リュクもまた法衣を脱いで簡素な上着にズボン、といった格かつ好こうをしているため、一見どこにでもいる農民の若者だ。

「……バルロイの団の人間ですか？」

　このちゃらちゃらした感じは、と嫌そうな顔をするノーラに、アリシアが最初から説明しようとする。

「違うわ。リュクは〈翼の祈り〉教団の人で」

「〈翼の祈り〉!?」

　ぎょっと身を引くノーラに、さらに横からカシュヴァーンがおざなりな説明を足した。

「今はただの絵描きだ。といっても、その手がどこまで治なおるかはよく分からんがな。いろいろと興味深い情報を持っているので、しばらくの間はここに置いてやることにした。後はどうなるか分からんが」

「あーひどいなぁカシュヴァーン様、俺結構役に立ちますよ！　手も今はここまでしか上がりませんけど、思ったより指も動きますし！　それに右手がだめなら左手も口もあるんだし！　なんか俺、右手がちゃんと使えない今のほうが、かえって絵が描きたくてしょうがないんですよね!!」

　すでにお抱かかえ絵え師し気取りのリュクに対し、「じゃあ手が治ったら描きたくなくなるだろうよ」とカシュヴァーンは冷たい。ライセンの屋敷に戻る道中、ある程度まで回復したリュクに「わあ、あなたが強公爵とか恥ずかしい爵位を堂々と名乗ってる方ですか！　アズベルグ公爵よりは劣おとるけどかっこいいですね！　任まかせて下さい、肖しよう像ぞう画がは五割増しの美形に仕上げる自信があります!!」と初めて挨あい拶さつされた時からこういう態度だ。

　調子のよすぎるリュクを、執しつ事じとして男性使用人の最上位にあるトレイスが叱しかった。

「リュク、いいかげんにしなさい。お前はアリシア様をさらった人間なんだぞ。本来なら投とう獄ごくされても仕方がないところなんだからな。それがなんだ、いきなりノーラのその、胸ばかりじろじろ見て。アリシア様にべたべたしたり、レネにちょっかいをかけたり、見習いとはいえ仮にも聖職に身を置いていた者の態度か？」

「あ、すいませんトレイスさん、俺、調子に乗っちゃって……ごめんなさい、今度こそ生まれ変わろうって思ったのに……」

　すぐしょんぼりしたリュクに、トレイスも「いや、私もそこまで怒ったわけではない」と慌て始め「トレイスさんは結局甘やかしちゃうなあ」とルアークに笑われた。

　おかしな人間関係が構築されているのを目まの当たりにし、ノーラは余計に困こん惑わくしている。

「絵師って……若い男手を増やして下さるのはありがたいですけど、カシュヴァーン様は絵にも音楽にも大してご興味をお持ちでは……あ」

　まったく状況が分からず、いぶかしそうなノーラがいきなり固まる。

　不思議に思ったアリシアの耳に、少し緊きん張ちようしたティルナードの声が聞こえてきた。

「た、ただい、ま、ノーラ」

「……レイデン伯爵」

　意識は戻ったとはいえ、まだ完全回復とはいえない状態のティルナードが、セイグラムに寄りかかるようにして広間に入ってきたところだった。養よう生じよう中に山登りをしたセイグラムも万全の体調ではないはずだが、やせ我慢をして看かん病びようを拒こばむのでカシュヴァーンももう好きにさせている。

「あの、まだ、体がちょっと、山越えはきついから、しばらくここで厄やつ介かいになるんだ……い、家も直さないといけないし、さ……」

「……そう、です、の」

「な、なんだよ、ぼーっと僕の顔ばっかり見て。ただいまって言ってるんだから、お帰りなさいとかなんとか」

「……お帰りなさいませ、レイデン伯爵」

　それだけ言うのがやっと、という調子でノーラはつぶやいた。それきりきゅっと唇くちびるを引き結んで、睨にらむようにティルナードを見つめている。

　けんかを売っているようにしか見えない態度だったが、アリシアはノーラの眼の端に淡あわい光があることに気づいた。

「あら？　ノーラ、泣いてるの？」

「なっなんですか奥様何をおっしゃるの泣いてなんかいませんわ泣いてるんだとしたら何が理由で!?」

　目元をぬぐいながらものすごい勢いでまくし立てられ、きょとんとしたアリシアはごく普通に答えた。

「レイデン伯爵様が無事に戻られたからでしょう？　ノーラが一番長く、レイデン伯爵様とお会いしていなかったんだもの。嬉しいわよね」

　まともに言い当てられ、二の句が継げずノーラが押し黙る。

「……ノーラ。本当に？」

　ティルナードがそっと尋ねると、ノーラはむきになって首を振りかけ……途中で思い直して、渋しぶ々しぶうなずいた。

「……そりゃあ……なんだかんだで結構お付き合いも長くなりましたし……あなたはカシュヴァーン様の被後見人なんですから……い、生きていたほうが、カシュヴァーン様のお役に立ちますもの」














「……そうか」

　素直さのないノーラの回答に、ティルナードは素直に言った。

「僕も、嬉しいよ。お前も僕も無事で。……生きてまた会えるって、本当にいいことだな」

　その途端ノーラは真っ赤になって押し黙り、リュクといえば「ああ、この子も売約済みかあ」とぼやいてルアークににこやかに口をふさがれた。

　漂ただよい始めた甘い雰ふん囲い気きの中、セイグラムがずばりとティルナードに聞いた。

「ティルナード様。あなたはこの雌めす猫ねこがお好きなのですか。妻に迎むかえたいと思っていらっしゃるのですか」

　直ちよく截さいな質問に、ティルナードも真っ赤になった。

「あら、レイデン伯爵様はノーラのことがお好きなの？　でもノーラがレイデンに行ってしまうのは私もがもがもが」

　身勝手なことを言い始めたアリシアの口をふさぐ義務はカシュヴァーンが負おう。

「そ……それは、その……あの……」

「わ、私……そんな……でも、どうしてもって言うなら、いいえ、あの」

　ティルナードもノーラもしどろもどろではあるが、セイグラムの言葉を完全否定しようとはしない。

　それを見て取ったセイグラムは、新調した眼め鏡がねを押し上げこう言い放はなった。

「領主となった暁あかつきには妻の家柄も武器になる。それを越えてもこの雌猫と結婚したいとおっしゃるなら止めません。ですが将来、一時の感情に流されたことを悔くやみ、夫婦仲に亀き裂れつが入る日が来るかもしれない」

　アズベルグ地方に比べればまだ安定していると思われていたレイデン地方だが、それは非常にもろい均きん衡こうの上の平和だったことを思い知らされたばかりだ。

　ジスカルドが手を引いたことに端たんを発したと思われる騒ぎについては、つい昨日バルロイより「ひとまず収まったが、まだ終わりじゃないぜ」という報ほうが届いた。ユーランがティルナードの後見人だった時代、あの山中の聖堂を含めて張り巡らしていた〈翼の祈り〉教団の組織網はいまだ根強く、散さん発ぱつ的てきな騒ぎがなかなか収まらないのだという。

　ティルナードが正式に領主になる前に、それが分かっただけでもよかったとカシュヴァーンは言っていた。ユーランの死により〈翼の祈り〉教団内部の勢力図がどう変わるか、それは分からないが、いずれにせよ困難が待ち受けているのは間違いない。

「愛情が生活に負けていくのにあなたは耐えられないでしょう。それほどの愛情を、この雌猫に持っているとも思えない」

　かなり先走った感はあるものの、ティルナードの独り立ちの時期が近づいているのは事実だ。

　先さきんじて釘くぎを刺しておこう、というようなセイグラムの手厳しい言葉に、ティルナードは曖あい昧まいに笑った。

「お前が、僕のために言ってくれているのは分かってるよ。……でも」

　でも、以上言えないあたりが今のティルナードの限界だ。

　だが、でも、でとどめ、余計な言い訳を並べたりしないのはティルナードの成長の証あかしだった。

　ノーラもまた言い返すことなく、黙り込んでいる。そんな二人を交互に見たセイグラムは、

「──よろしいでしょう」

　懐ふところから小型の鞭むちを取り出し、空あいた片手の平を威い嚇かくするように打った。

「ノーラ、お前をティルナード様の妻候こう補ほの第四位に入れてやろう」

「……はっ？　第四って……あなたもしかして、もうレイデン伯爵の花嫁候補を探していたの？」

　いつの間に、と驚くノーラにセイグラムは尊そん大だいに首を振ってみせた。

「第一位と第二位は、今はまだ適当な候補がいないがそのうち見つける。私が今から徹底的に教育してやるから覚悟しろ」

　ぱし、ぱし、と何度も響く高い音にノーラは後ずさり、ティルナードも逃げたそうな顔をしたが、体がまだ思うように動かないのでセイグラムから離れることはできない。

「ちなみに第三位はアリシア様ですので。アリシア様、強公爵閣下に何かあった際は、どうぞ我が家の主あるじをよろしくお願いします」

　いつかも言ったようないけ図ずう々ずうしいことを口にし、セイグラムはアリシアに向かって頭を下げた。

「……お前の厚こう顔がんもここまで来ると芸術的だな」

　最早何も言うことはない、という顔でカシュヴァーンがため息をつく。

「ああ、アリシアもノーラも可愛かわいいのになぁ……レネにもバルロイさん以外興味ないって言われちゃったし……教団を抜ければ、俺にも女の子が回ってくると思ったのに……可愛い子はみんなナディール様が部屋に呼んじゃうんだもんなあ……」

　心底残念そうなリュクの、空気を無視した愚ぐ痴ちを聞いて、ルアークは「うん、あんたならここでもレイデンのお屋敷でも立派にやっていけそうだね」と笑った。








　終章







　トレイスに渡されていた鍵を差し込むまでもなく、カシュヴァーンの私室の扉は開いた。

　ランプ片手にそっと中を覗のぞき込んだアリシアは、冷たい夜や気きに混じって流れてきた強烈な酒の匂いに思わず一度顔を背そむけてしまった。蒸じよう留りゆう酒しゆの一種だと思うのだが、酒しゆ精せいが強すぎてそれ以外の成分がまったく見当がつかない。

「……誰だ……？　……」

　物音に気づいて投げかけられた誰すい何かの声は、微妙に呂ろ律れつが回っていない。

　月明かり以外灯あかりのない室内の奥に、カシュヴァーンの姿がぼんやりと浮かび上がっている。

「あ、カシュヴァーン様、起きていらっしゃるの……？　私です」

　ちょっとくらくらしながら返事をしたアリシアは、文ふ机づくえにかけたカシュヴァーンに近寄っていった。

　本日のカシュヴァーンは、仕事をするためにこの時間まで起きていたわけではないようだ。いつもうずたかく積もっている書面の類は文机の隅すみにまとめられており、代わりに置いてあるのは、見たことのない真っ黒の瓶びんが三本。

　うち二本はすでに封ふうが切られていて、残った一本から濃のう密みつな酒精が漂ただよっている。グラスがないところを見ると、直接瓶に口をつけて飲んでいるようだ。

「これは……お酒ですわね。でも、銘めいが何も記されておりませんわ」

　手にしていたランプを文机の隅に置きながら、アリシアは黒い瓶を興きよう味み津しん々しんで眺ながめる。

「レンブラー。バルロイの土産みやげだ。ラグラドール人が特に好きな酒で、これを報ほう酬しゆうに働く奴やつもいる……」

　傭よう兵へいの血、とも呼ばれている、恐ろしく酒精濃度が高い酒の名をカシュヴァーンは口にした。

　レイデン地方の騒ぎが収まった報告をしに、バルロイは今ライセンの屋敷に来ている。ノーラの部屋に泊めろと騒いでいたが、「騒がないで下さい、ティルナード様の傷に障さわります」と怒ったセイグラムが代わりにカード勝負をもちかけ、ルアーク・ジェダ・トレイス・リュクも巻き込まれて結局わあわあ騒いでいた。

「カシュヴァーン様は、カードはお好きではないんですの？　みなさんまだ楽しそうにしていらっしゃいましたけど」

「嫌いじゃないが、傭兵団仕込みのいかさまカードだ。まともにやれたものじゃないからな……とはいえトレイスとリュク以外ほとんどがいかさまを使うわけだから、はたで見ているのも結構面おも白しろそうではあるが……ひとりで飲みたい気分なんだ」

　つぶやくカシュヴァーンの指が、戯たわむれのようにいじっている物にアリシアは眼を留めた。

「これは……あの時の機械弓クロスボウ、ですわね」

　レオニアが作り、リュクが飾り、ユーランに天罰を与えたあの武器だ。矢こそ装そう塡てんされてはいないが、木製の台には誰の物か分からない血の染みが点々としている。

　酒臭くさい息を吐はきながらうなずいたカシュヴァーンは、台だい座ざの左右についている木製の翼の飾りに触れた。付け根に蝶ちよう番つがいがついており、留め金を外はずすとぱたんと倒れて台座に格かく納のうされるようになっている。

「この飾りが、仕掛けになっているんだな……これをこうやって広げておくと、巻き上げ機の力でもって、台座の中に隠されたもう一本の矢を引くことができる……」

　酔いが回っているのか、レオニアのようにだるそうなしゃべり方で、カシュヴァーンは天罰の種明かしをしてくれた。

　広がる翼の下に、よく見るともう一本の弦つるが隠されている。ティルナードを撃とうとした時ユーランがやたらぎりぎりと巻き上げ機を巻いていたのは、リュクを撃った時と手て応ごたえが違っていたせいもあるのだろう。

「……ユーラン様が、レイデン伯はく爵しやく様を撃つのを見越して……こういう仕掛けをしておいた、ということなのでしょうか」

「あるいはお前か、ディネロが撃たれることを見越してな……ユーランは水みな底そこの国を体感して以来、教団内でも恐れられるようになっていたそうだ……そんな奴に説得されれば、誰かは反抗すると踏んだんじゃないか……」

「アーシェル様が第二階かい梯ていの高位を与えたりするから、余計張り切っちゃったんじゃないかな」とはリュクの言葉である。ユーランの配下たちは彼を水底の国帰りと恐れ、怯おびえて逃げ出したところを背後から機械弓で撃たれた者もいたらしい。

　リュクを撃った時、自力で至いと高たかき国へ行くようにとユーランは言った。裁さばきの弓ゆみとレオニアが称したのは、ユーランがどうしても至高き国へ送りたい人間を撃つその時、仕掛けが発動するようにと目もく論ろんだからだろう。

「正しい教えに馴な染じもうとしない、愚おろかな地方伯に裁きを下そうとしたその時……神はその傲ごう慢まんさに裁きを下すというわけか……ふん、政せい敵てきを貶おとしめてから消そうとするのは、貴族も聖職者も変わらんな……」

　低く笑ったカシュヴァーンは、皮肉っぽく瞳ひとみを細めた。

「しかし、レオニア、それにナディール、ソルラスカ、そしてアーシェル、か……〈翼の祈り〉教団の全ぜん貌ぼうもだいぶ摑つかめてきた……なかなか面白いことになりそうじゃないか……」

　リュク、それに一部の捕ほ虜りよが水を使った尋じん問もんに耐えかねて漏もらした名前を、つらつらと並べてまた笑う。

「一応穏おん健けん派だった連中があの有様だからな……国王陛へい下かの周辺にも、おかしな動きがあるというし……まったく、ここまで敵だらけだといっそ清すが々すがしい……」

「敵ばかりではありませんわ、カシュヴァーン様」

　酔っぱらいの愚ぐ痴ちと流さず、アリシアは真ま面じ目めに言った。

「どんどん敵も増えているような気はしますけど、味方も増えていますもの。リュクもカシュヴァーン様を七割り増しの美形に描いてくれると言っていましたし、元気をお出しになって」

　相変わらずのアリシアの励はげましに、カシュヴァーンは無言で手を伸ばし、最後のレンブラーの瓶をあおる。

　広がった濃厚な香りと、カシュヴァーンが自分を見る眼に熱が宿ったのを感じ取った瞬間、アリシアはどぎまぎしてしまった。

「ご、ごめんなさいカシュヴァーン様、おひとりでお飲みになりたいのですわよね？　こんな時間に長なが居いをしてしまいましたわ、失礼を」

「待て」

　立ち上がったカシュヴァーンが、出て行こうとしたアリシアの腕うでを摑む。

　そのまま強ごう引いんに抱き寄せられ、椅い子すに戻った彼の膝ひざの上に座らされた。

　強烈な酒の匂いと、密着した体から伝わる熱に当てられて、酔よったように頭がくらくらする。

「こんな時間にわざわざ来たということは、何か大事な用があるんだろう……？」

　アズベルグに戻ってからも後始末に走り回っていたカシュヴァーンと、こうして触れ合う時間ができたのはずいぶん久しぶりだ。

　けれど、以前バスツールの屋敷にさらわれた後のような、どこか曖あい昧まいな壁はカシュヴァーンの態度から感じられない。酔いのせいかもしれないが、触れてくる指先に遠えん慮りよは見えず、アリシアはますますくらくらしてきた。

「あの、ええと……ちょ、ちょっと待って下さいね、手順を」

　聞かれて用件を思い出したアリシアは、ずっと持っていた紙を開いてランプの火にかざした。

「手順ってお前、またオーデル侯爵夫人の入れ知恵か？」

　酔いが飛んだのか、酔ったふりをしていただけなのか、カシュヴァーンはいきなり普段の口く調ちように戻った。

　しかしアリシアが手にしているのは、いつもエルティーナが送ってくる少女趣味な透すかしの入ったものではない。

　そしてそこに記された内容も、エルティーナの指示とは趣おもむきが異なった。

「ええと……カシュヴァーン様、私、あなたの愛の迷まよい子ごなんですの」

　眼を丸くしているカシュヴァーンをよそに、アリシアはその胸むな板いたにすりすりと頰ほおをすり寄せた。

「ああ、カシュヴァーン様の広い胸の中で迷まい子ごになりたいわ……」

「……さっき迷子だと聞いた気がするんだが、これ以上迷いたいのか？」

　乾いた声でカシュヴァーンが突っ込むのをよそに、アリシアは手元の紙に視線を落としてからもう一度夫を見上げた。

　細い指先がカシュヴァーンのあごに触れる。びっくりしているカシュヴァーンに構わず、くいと持ち上げるようにして眼と眼を合わせ、

「おじょうちゃん、おれにほれるとやけどするぜ」

　妙な抑よく揚ようをつけてアリシアがそう言うのを、カシュヴァーンはあ然とした顔で聞いている。

「あ、これはカシュヴァーン様の分の台詞せりふでしたわ」

「──ちょっと貸してみろ」

　間違いに気づいたアリシアがまた手元の紙に眼をやろうとした時、真顔になったカシュヴァーンの手が伸びた。

　あっ、と声を上げた妻から紙を奪い取ったカシュヴァーンは、文面と筆ひつ跡せきから犯人を突き止めた。

「……おっさん臭い台詞だと思ったら、やっぱりバルロイか……」

　余計な土産を、とカシュヴァーンは毒づき、アリシアは困り顔になる。

「カシュヴァーン様、申し訳ないですけど、今のところをやって下さいます？　あの、私……カシュヴァーン様と、もっと先に進んで……もっと……好かれたいんです……」

「……そうか。そのために俺は、どうしても今の台詞を言わないといけないんだな……」

　今度俺もレネに入れ知恵してやる、とひとりごちたカシュヴァーンは、決意した顔になるともう一度レンブラーをあおった。

　ひと息ついてこちらに向き直ったその瞳を見た瞬間、「おなかが痛い」が最高潮にまで高まった。

「……あ」

　くいとあごを取られると、我知らず体が震ふるえる。

　眉まゆ根ねを寄せた、切なそうなその表情をじっと見つめ、カシュヴァーンは艶つやを帯びた声でささやいた。

「お嬢ちゃん、俺に惚ほれると火傷やけどするぜ……」

　言われることは分かっていたはずだ。

　なのにどうしようもなく鼓こ動どうが早くなり、無意識にカシュヴァーンの服を握にぎり締めてしまう。

「カシュ……、あ……」

「……なあ。火傷をしても、俺に惚れろよ……」

　台本にはない台詞をささやく唇くちびるが、近づいてくる。

　反射的に眼を閉じた瞬間、ちゅ、と音を立ててまぶたに口づけられた。

「王子様なんかほっとけ……」

　今度は頰。

　エルティーナに入れ知恵され、以前アリシアがしたことを、カシュヴァーンはそのままなぞっていく。

「さらわれたお姫様が、怪物に心から惚れてさえくれれば、丸く収まる話じゃないか……なあ。嫉しつ妬としてくれたということは……俺のことが、好きなんだろう……？」

　熱い声を流し込まれた直後の耳たぶに唇が触れた途端、アリシアはひゃあ、と色気のない声を出してしまった。

　この感覚はもう、「おなかが痛い」の域いきを超えている。

　酸素不足の魚のように忙せわしなく息を継つぎながら、アリシアは切れ切れに訴えた。

「カシュヴァーン様……私……おなか……壊こわしてしまったかも……しれないです……」

「おなかが痛い」の最上級を聞いて、くすくす笑うカシュヴァーンの眼がふと真面目になった。

「お前、ディネロに口づけをされそうになったって……？」

　隠かくし立てのない嫉妬がにじんだ声が、背筋をぞくぞくさせる。

「最後は口、だったよな。ではアリシア、口を開けてみろ……」

　あごを取ったままの指先が滑すべり、唇に当てられる。

　妖あやしい術にかけられたような気分で、アリシアは言われたとおりにそっと口を開けた。














「嚙かむなよ。食い物じゃないからな……」

　真剣に注意をしたカシュヴァーンの顔が、近づいてくる。

「……ん……!?」

　薄く開いた唇の隙すき間まに差し込まれる、弾力に富んだ何かに、アリシアは最初びくっとしてしまった。

　注意に従い、おとなしく動かないアリシアの歯し列れつを割ったそれが舌だと分かった瞬間、甘いしびれが全身を浸ひたしていく。

「ん、う……、んん……」

　これがシイルの言う、「上等な砂糖菓子のように魂たましいを蕩とろかす、甘美でそれでいて清らかな、光り輝く翼にも匹ひつ敵てきする力で生きたまま至高き国へ連れ去ってくれる口づけ」だろうか？

　ゆっくりと時間をかけて、口の中を侵しん略りやくしていく舌の動き。同時にいつしか背に回っていたカシュヴァーンの指先が、アリシアの髪を梳すきながら体の線を辿たどるように動いている。

　甘くて……甘ったるくて。

「……アリシア……？　……」

「……ふにゃ……」

　あと、ものすごく酒が強すぎて。

　アリシアも酒が飲めないわけではない。気温の高いフェイトリン地方の生水は、そのまま飲むのはアリシアでもちょっと危ないし、汚れた水を飲んで死ねば至高き国へ行けなくなると教育されていた。

　そのため茶よりも安い酒を飲む機会は多かったのだが、二本半分のレンブラーに浸された舌で口中を隅々まで探られてはたまらない。傭兵の血、などという物ぶつ騒そうな二つ名で評されるこの酒は、気き付つけ薬ぐすりとしても使われるぐらい強いのだ。

「……なるほどな。俺が同じことをやると寝るのか」

　同様の手順で起こされた時のことを思い出したか、カシュヴァーンは腕の中でうとうとしかけている妻を抱いたまま呆あきれたようにつぶやいた。やはり酔ったふりをしていたのか、吐く息は酒臭いが声こわ音ねは冷静だ。

「まあいいさ。あと五千年ぐらい、このままでも……子供ならもう二人もいるしな……」

　座り直したカシュヴァーンは、椅子の背にかけていたマントを広げ、眼を閉じたアリシアの体にかけてやった。

「……ん、カシュヴァーン様……？」

　その拍ひよう子しに半はん覚かく醒せいしたアリシアは起き上がろうとしたが、カシュヴァーンはいいから寝ていろ、とでも言うように肩を押さえた。

「俺ももう寝る。暖かくてちょうどいいから、そのまま寝ていろ……」

　よしよしと頭を撫なでられて、心地よさにうっとりと眼を閉じる。

　主人に甘える子猫のように丸くなったアリシアの耳に、低い歌声が聞こえてきた。

　声が小さくて、歌詞までは聴き取れない。だが覚えのあるこの旋せん律りつは……子守歌だ。

　確かめようと顔を上げた途端、眼め鏡がねを取られて文ふ机づくえに置かれてしまった。おかげで眼で見て確認することはできなかったが、この声はカシュヴァーンのものに間違いない。けれど。

「……同じ歌、だわ……」

　フェイトリンにてアリシアの母が、よく歌ってくれていたのと同じ子守歌。

　考えてみれば、アズベルグ地方とフェイトリン地方は領地の一部を接している。地形も気候もまるで違うけれど、同じ歌が伝えられているのは自然な成り行きなのかもしれない。

　父親のことを、母親のことを、あれだけ嫌っているカシュヴァーン。

　父親はカシュヴァーンと接点を持とうとしなかったと聞いている。ならばこの歌は……己おのれの信しん仰こうの証あかしとして、狂った領りよう主しゆに身を任まかせた母親が歌ってくれたものなのだろうか。

「なあアリシア。俺は夢を見てもいいのか……？」

　不自然に歌が途切れたその時、聞こえてきたのはひとりごとめいた問いかけ。

「赦ゆるされると……そう思ってもいいのか……？」

　迷子のように不安そうな声が胸を刺す。

　次第に深くなっていく眠りの中、亡き両親の幻を見ながら、アリシアは静かに涙をこぼした。







　ただひとりの人として、カシュヴァーンを選ぶ贅ぜい沢たくは赦されるのだろうか。

　けれどそのただひとりを失えば──自分は、どうなってしまうのだろう。





終　　　










　あとがき




　祝・赦ゆるしの季節に発行！　小お野の上がみ明めい夜やと申します。シリーズ五作目『死神姫の再婚　─微笑みと赦しの聖者─』を手に取っていただきましてありがとうございました！







　今回の新キャラは序章で顔見せだけした人たちを除くと、だるだる発明家とお調子者の絵師です。でも四巻までのキャラもほぼ総登場なので、トータルのキャラ数がものすごく多いです。

　だるだる発明家のレオニアは、バルロイに続くおじさんキャラ。「面倒臭い」「眠い」は私の口癖なのでとても親近感があります。

　お調子者絵師のリュクは、今時の若者っぽい打たれ強いのか打たれ弱いのかよく分からないキャラです。彼が描くカシュヴァーンの肖像画はさぞかし耽たん美びに違いない。

　あとはバルロイの団の面々とか、ディネロとリドレックとか、あの後どうなったの？　な感じの人たちがたくさん書けて嬉しかったです。意外にジェダが面白かった。──もちろん水底の国帰りのあの人も。







『微笑みと赦しの聖者』という今巻のサブタイトルは、前巻『私の可愛い王子様』同様いろいろな取り方ができるかと思います。メインは例のあの人ですが、みんな少しずつ誰かを赦してあげるお話でした。ディネロも結構赦してくれた気がしますが、一番たくさん赦してあげたのはやっぱりティルナードかな……ぼっちゃんお疲れ様。一巻からとおして見ると、一番成長しているのは彼ではないかと思います。だからセイグラムもあまり怒らないであげてほしい。

　主役夫婦の仲にも互いに嫉妬し合うなど、成長の兆しが見られますね。「怪物」が「お姫様」と幸せになれるのかどうか、担当・三ヶ尻様、イラストレーター・岸田メル様と一緒にがんばりますので、見届けて下さればと思います。

　なお今回また、ビーズログの携帯サイトにカシュヴァーン視点の番外短編その二を書かせていただきました。詳細は帯折り返しに載っています。こちらもよろしくです。





二〇〇八年十一月　　小野上明夜　　　







著者

小野上明夜

Meiya Onogami




12月14日生まれの射手座のＯ型。

「贅沢」といえば、刺身のパックについているしその葉で最後の一切れをくるんで食べる時、贅沢な気分になります。でもこれを農家の友達に話したら、「しそなんてその辺に生えてるから買ってまで食べない」と言われました☆
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